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　あとがき








序章　妹に危機が訪おとずれたのです









「お買い物～、お買い物～、今夜のご飯はビーフシチュ～」

　とある平日の夕方、秋あき月づき伊い織おりは他ほかの小学生たちに混じって下校していた。

　大きなランドセルをうんしょと背負い、サイドテールに結ゆった髪かみがぴょこぴょこと揺ゆれている。

　くりっとした瞳ひとみにふにゅっとしたほっぺた。ちまっとした鼻にぷにっとした唇くちびる。

　幼さと愛らしさをこれでもかと詰つめ込んだ八歳の少女だった。

　彼女こそ世界で唯ゆい一いつの兄妹きようだい──お兄ちゃんがいる妹である。

　年上の男児と年下の女児──すなわち兄妹という血けつ縁えん関係が実は何十年も前に絶ぜつ滅めつしていたと判明してから二ヶ月弱が経たった。

　世界が騒さわぐ中で『兄妹が生き残っていた!?』と一時期は注目を集めた少女も、騒そう動どうが収まった今ではこうして普ふ通つうに学校に通っていた。

「伊織が作る～ビーフシチュ～、お兄ちゃんと伊織のビーフシチュ～」

　即そつ興きようの鼻歌なんか口ずさみながらご機き嫌げんである。

　それというのも今朝、実の兄から『久々に伊織のシチューが食べたいなぁ』とリクエストを受けたのだ。

　お父さんとお母さんに代わって面めん倒どうを見てくれている高校生のお兄ちゃん──お世話になりっぱなしのお兄ちゃんからおねだりされたのだ。

　これはおもてなしするしかない。

　お兄ちゃんに喜んでもらうしかない。

　せめてもの恩返しに全力を尽つくすのは妹として当然なのだ。

「コトコトコトコト煮に込こんじゃう～、圧あつ力りよく鍋なべで煮込んじゃう～」

　頭の中でレシピを思い出しながらスーパーに向かう。他の同級生たちが家路を急いだり遊びに行ったりする中で、伊織は商店街の方へと歩いて行った。

「お肉にタマネギ、ジャガイモさ～ん、でもニンジンは～少なめに～…………ん？」

　気持ちよく歌っていた伊織はふと奇き妙みような感覚に捕とらわれた。

　くすぐったいような、ぞわっとするような。

　背中から首筋にかけてむず痒がゆさが走った。

　誰だれかにじっと見られている──伊織は瞬しゆん時じに分かった。

　同じような感覚は一ヶ月ほど前に何回も、何十回も味わってきたからだ。

　たくさんのフラッシュに追いかけられて、たくさんのレンズに睨にらまれた。

　そんな怖こわくて怖くてどうしようもない毎日を、お兄ちゃんと一いつ緒しよに乗り切った。

（い、伊織だって強くなったもん！　もう大人だもん！）

　あの時のことを思い出して少しだけ怖おじ気けづいた伊織は、ぐっと拳こぶしを握にぎって自分を奮い立たせた。

　お腹なかの辺りにぐっと力を入れて、思い切って背後を振ふり返ると──




「…………あ、あれ？」

　そこには自分と同じランドセルを背負った小学生がちらほらと見えるだけだった。知っている顔が少しと知らない顔がたくさん──でも誰も自分に注目していない。

　カメラを持ったおじさんも、マイクを持ったおばさんもいない。

　拍ひよう子し抜ぬけしてしまった伊織がぼーっとする。

「ん～……んん？」

　確かに見られている気がしたのに、と首を傾かしげる。

　でもどこにも怖いおじさんもおばさんもいないし──と混乱してしまう。

「おっかしいなぁ……」

　違い和わ感かんの正体に気がかりを残しつつ、伊織はまた歩き始めた。

　その身に受ける不ふ穏おんな視線に無む頓とん着ちやくなままで。

　世界でただ一組の兄妹、その妹である自分にそっと忍しのび寄よる影かげに気づかないままで。








一章　兄妹きようだいに団らんなんてなかったのです









　買い物を終えて帰宅した伊い織おりはさっそく晩ご飯の準備にかかった。

　お肉を炒いためて野菜を切って、苦手なニンジンもちゃんと準備した──量は少ないけど。

「お兄ちゃん、まだ帰ってこないのかな？」

　そわそわしながら気がつけば壁かべの時計ばかり見ている伊織だった。

　それでも晩ご飯の支し度たくは抜ぬかりなく進める。

　最後にお鍋なべを火にかけて一段落だ。

「まだかなまだかな～」

　すっかり料理の仕込みを終えた伊織の耳に、玄げん関かんのドアが開く音が届いた。

「帰ってきた！」

　パッと弾はじかれたように伊織は玄関へと走った。

　お兄ちゃんをお出で迎むかえするために──




「ただいま」

「お邪じや魔まするぞ」

「あー、お腹減ったわ」

「今晩はビーフシチューと伺うかがっておりますわ」




　邪魔者が三人くっついている光景に伊織の笑え顔がおが凍こおった。

　愛いとしいお兄ちゃんの背後にたたずむのは、和装少女とビジネスウーマンとお姫ひめ様だ。

　凜りんとしていてキリッとしていて落ち着いていて──誰もが『大人っぽいなぁ』と口をそろえそうな少女たちである。

　辞書で『お姉ちゃん』と引いたら横に挿さし絵えで載のっていそうだ。

　そんな姉っぽい三人を目にした伊織の笑顔はゆっくりと真顔へと変わり、そしてむっつり顔へと進化した。

「……どういうことですかお兄ちゃん」

　幼さをどこかに忘れてきたような重く唸うなるような声で、ついさっきまで大好きだったはずの兄に問いかける。

「どういう？」

　妹の変化に気づかない兄──秋あき月づき勇いさ巳みは何気なく問い返した。

　世界でただ一組の兄妹、そのお兄ちゃんである。

　高校生ながら責任感が強く、妹の面めん倒どう見みもよい。

　兄妹生存騒動の時は身を挺ていして伊織を守り、励はげましてきた立派なお兄ちゃんである。

　そう、とても立派なのである。

　ただ一つ──姉萌もえである点を除けば。

「お兄ちゃん、言ったですよね？　今日はビーフシチューが食べたいって」

「言ったぞ……お、これは……」

　ダイニングから漂ただよってきた美味おいしそうな匂においが鼻び腔こうをくすぐる。

「だから伊織、頑がん張ばって準備したです」

「うんうん、そうみたいだな。嬉うれしいぞ伊織」

「お兄ちゃんのリクエストだから伊織、頑張ったのです……」

「もちろん分かって……」

「分かってないのです！」

　鈍どん感かんな兄に伊織も堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。

「ちょっとこっち来るですお兄ちゃん！」





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






　二階にある伊織の部屋に、仁に王おう立だちする伊織と正座する勇巳がいた。

「あんなリクエストされたら、普通は二人きりで晩ご飯だって思うです。兄妹水入らずだって思うのは当然なのです」

「あの……伊織……？」

「それなのにどうして！　あの人たちを連れてきちゃうですか!?」

　せっかくの団らんを、よりによってお兄ちゃんにぶち壊こわされた妹の悲しみは深い。

「連れてきたというか、勝手についてきたというか……」

「言い訳無用なのです！　お兄ちゃんはどうしてそう……お姉ちゃんっぽい人にデレデレしちゃうのですか！」

「お、お姉ちゃんって……いや、おまえな……」

　伊織の言葉に勇巳は息を詰まらせた後、大きく息を吐はいた。

　ずばり痛いところを突つかれてぐうの音も出なかった。

　たまには自分も甘えてみたい──伊織のお兄ちゃんとしてずっと気を張ってきた代だい償しようで負った、悲しい運命である。

　もはや自分の姉好きは妹の知るところだった。

　自分の知らない間にそれがバレていて、




『伊織が早く大人っぽくなって、お兄ちゃんのお姉ちゃんになってあげるっ！』




　──なんて笑顔で言われてしまったのだ。

　もう絶望感でどうにかなりそうなお兄ちゃんだった。

　八歳の女の子になんてことをさせたんだと罪悪感でいっぱいの勇巳だった。

　そんな兄を前にしても、伊織は健けな気げに大人っぽくなろうと頑張っていた。

　兄の願いをかなえようとしていた。

　だからこそ、そんな最中にあんな大人びたオーラをまとった三人が現れたら──ピリピリしてしまうのは仕方がないのだろう。

「おまえが言いたいことは分かる。変な心配をかけてごめんって思ってる……けどな」

　しかし、と勇巳は反論する。

　妹よ、そんな心配は無用だ──と。

「確かにあいつらの見た目は大人っぽい、姉っぽいよ。だけどな、俺がデレデレすることはない。いや、デレデレしたところで突っぱねられる。だってあいつらときたら……」

　そう、どこからどう見ても大人びているあの三人は──




「押しかけ嫁よめならぬ押しかけ妹になって、甘やかされることしか頭にないんだからな」





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






　秋月兄妹の家族会議が開かれている一方で、リビングでは例の三人が会議の終わりを待っていた。

「むぅ……わたしはなにか間ま違ちがえたのだろうか？」

　着物と袴はかまをまとい、大たい正しよう時代から抜け出してきたような出いで立ちの少女──桐きり原はら久く遠おんはソファーの上に正座しながら唸った。

　少しクセのある髪かみをポニーテールに結ゆわえ、目鼻立ちのはっきりした凜り々りしい顔立ち。

　その正体は、全国にその名が知れ渡わたる剣けん術じゆつ流派、桐原一刀流の総そう師し範はんである。

　万を超こえる門下生を従え、その剣の腕うでで海外にも名を響ひびかせる剣けん客かく少女だ。

「間違えるもなにも、まだなにもしてないんだけどね」

　そう答えたのは、ビジネススーツをビシッと着込み、優ゆう雅がに脚あし組みしてイスに座る少女──須す賀が沢さわ瀬せ理りである。

　キレイとかカワイイとかよりも、カッコイイという単語が似合う。

　見た目は洗せん煉れんされた乙女おとめなのに、キリッと引き締しまった表情には頼たのもしさを漂わせている。

　仕事ができる女と紹しよう介かいされれば、誰だれもが『だろうな』と納なつ得とくするだろう。

　それもそのはず、彼女は世界を股またにかける大だい企き業ぎよう──須賀沢財ざい閥ばつの総そう帥すいなのだ。

　生まれ持っての才覚を存分に発揮し、世界経済の荒あら波なみを渡り歩く希き代たいの天才だ。

「しかし伊織様があれほどご立腹なのですから……」

　不安げに呟つぶやいたのは、豪ごう奢しやなドレスに身を包んだ異国の少女だった。

　紺こん碧ぺきの瞳ひとみと白い肌はだ、銀にきらめく髪を指でくるくるしながら、流ちょうに日本語を操あやつる。

　気品という言葉がそのまま形になったような、絵に描かいたようなお姫様だった。

　トライヤード王国第一王女──テレサ・トライヤード。

　正しよう真しん正しよう銘めい、生きつ粋すいの王女である。

　母国では外交面で活かつ躍やくするのみならず、形式的とはいえ軍の総司令をも務めている。

　まさに雲の上の存在だった。

『分からない……』

　三者三様に首を傾かしげる三人の少女──最強剣士と財閥総帥と王女。

　日本の一いつ般ぱん家庭で遭そう遇ぐうするはずのない三人が一堂に集つどっている。

　その名声と地位を背負って世界で活躍する三人が、こんなところにいる。

　なぜか？

　その理由はただ一つ──




『もう責任とか立場とかの重圧に疲つかれちゃったからお兄ちゃんに甘やかしてほしいっ！』




　──という、なんとも単純な、なんとも安直な理由だった。

　日々のストレスから逃のがれるために彼女たちが心の安らぎを求めた先──それこそ、世界で唯ゆい一いつのお兄ちゃんである勇巳だったのだ。

　なにせ彼女たちは安易に身近な誰かに甘えることができない。

　剣術の総師範として、大財閥の総帥として、一国の王女として──自分の弱い心は隠かくさなければならないからだ。

　だから彼女たちはお兄ちゃんを切望した。妹を持つお兄ちゃんを切望した。

　だって甘やかし方を知っているはずだから。

　こんなワガママな自分でも、妹としてきっと受け入れてくれるはずだから。

　ゆえに、兄妹が絶ぜつ滅めつした世界で三人がこの場に吸い寄せられるのは──ある意味では当然のことだった。

　そうして勇巳の高校へ乗り込んだ三人は『武芸と経済によって結びつく国際関係に関する研究会』という組織を立ち上げた。

　字じ面づらだけ見ると、三人がそれぞれ得意な分野で交流することという、いかにも真ま面じ目めなネーミングだ。

　事実、生徒たちも『美少女剣士と財閥総帥と王女が集まって、どんなすごい議論をしているのだろう』と羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けている。

　しかしその実は『A study of National relationships Interfaced by Bugei and economy』の和訳であり、略して『ANIB』である。

『ANIB』とは『あにぶ』であり、単に『兄部』と呼びたいだけのカムフラージュでつけた名めい称しようだった。

「お兄ちゃんたちはまだ戻もどってこないのだろうか……」

「お兄ちゃんってば、大切な妹たちを放ほうっておいてなにしてるんだか」

「お兄ちゃん、まだでしょうか……」

　立派なレディーたちが甘えたようにお兄ちゃんと連呼していた。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






「それでも……伊織は心配なのです」

　彼女だって勇巳の言っている意味は分かる。

　あの三人はこれっぽっちもお姉ちゃんらしくないんだから、伊織が気にかけるようなことじゃないよ──そう安心させてくれようとしているのは分かる。

　それでも不安なのだ。

　どれだけ自分が頑張って大人っぽくなろうと急いでも。お姉ちゃんっぽくなろうと急いでも。

　もう完成されたお姉ちゃんオーラを持つ女の子が三人も現れたのでは、自分の頑張りなんて意味がないんじゃないか──怖こわくて仕方なくて、意識せずにはいられない。

「そうだよな……うん、無理言ってるよな……」

　健気な妹の心を察しつつ、勇巳はかける言葉を探した。

　伊織のことを案ずれば、あの三人にはすぐにでも帰ってもらうべきだろう。

　ついでに金輪際、家に押しかけてくることもご遠えん慮りよ願うべきだ。

　べきなのだが──それができない。

　どんな形であれ、どんな経けい緯いであれ、お兄ちゃんとして頼たよってきた相手に冷たくするのは──どうしても胸がチクリと痛くなる。

　我ながら優ゆう柔じゆう不ふ断だんと分かっていても、お兄ちゃんと呼ばれてしまうと──そいつが実の妹のような感覚になってしまう。

　お兄ちゃんとして生きてきた悲しい性さがだった。

「…………はぁ、もういいのです」

　やがてうなだれながら伊織が言った。

「お兄ちゃんがそういう性格なのは知ってるのです。伊織の他ほかに妹を作ってもしょうがないって割り切るのです」

　浮うわ気きした恋こい人びとを許すような諦てい観かんがにじみ出ていた──これでもまだ八歳である。

「ありがとな……」

「いいのです。もう慣れたのです」

　それに──と伊織は心の中で呟いた。

（伊織が好きなのは、そんな優やさしいお兄ちゃんなのです）

　なんとなく悔くやしいので口にはしない伊織だった。

「じゃあ、せめて今日は帰ってもらうよ」

「別に構わないのです」

　勇巳が立ち上がろうとすると、その袖そでを引っ張って伊織が止めた。

「だって伊織が……」

「伊織はもう大人なのです。追い返すみたいなことしたくないのです」

　先せん輩ぱい妹としてのプライドが伊織を気き丈じように振ふる舞まわせた。

「そうか？　あいつらときたら甘えることしか頭にないから、一いつ緒しよに晩ご飯なんてことになったらまた騒さわがしいことに……」

「大だい丈じよう夫ぶなのです。伊織はもうお姉さんなのです」

　後こう輩はいの妹なんかに負けてられない──三人のお姉ちゃんオーラに果か敢かんに立ち向かう伊織だった。

　伊織だったのだが──





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






「ねえ勇巳ってば、ほらあーん、あーんしてるんだから」

「瀬理様ずるい！　勇巳様、わたくしにお願いします！　あーんっ！」

　いざ晩ご飯になると、瀬理とテレサが全力で勇巳に甘える光景があった。

　テーブルにつく勇巳の左右から彼を挟はさみ込み、しきりにあーんを要求する。

　お姉ちゃんらしくなろうと頑がん張ばる伊織とは正反対に、瀬理もテレサも妹として甘えることに全力だった。

「はぁ……もうどうでもいいのです」

　お姉ちゃんらしさで負けたくない──そんな伊織の意気込みは見事に空回りした。

「おまえら少しは遠慮しろ！」

　見境なしに身体からだをすり寄せてくる二人を勇巳が必死に押しのける。

　伊織が見ているというのに、胸とか腰こしとか脚とか平然と押しつけてくるのだ。

　お兄ちゃんとして気まずいこと、この上ないったらありゃしない。

　甘い香かおりや温ぬくもりや吐と息いきに包まれてクラクラしそうな脳みそにムチを打ち、兄の威い厳げんを守ろうとしていた。

「あんっ！　勇巳様ってば痛いですわ！」

「大人しく甘やかしなさい！」

　しかし抵てい抗こうすればするだけ二人はエスカレートし、かえって勇巳に甘い誘ゆう惑わくを突つきつけるのだった。

「おまえらっ……」

　容よう赦しやのない甘えっぷりに四苦八苦する勇巳は、そこでふと気づいた。

　しきりに甘えてくるのは瀬理とテレサ──一人足りない。

　その足りない一人はというと──

「むぐむぐ……うむ、美味だ」

　お行ぎよう儀ぎよくビーフシチューに舌した鼓つづみを打っていた。

「く、久遠……どうした？」

　瀬理とテレサのあーん脅きよう迫はくを受け流しながら声をかけた。

　口いっぱいにビーフシチューを頰ほお張ばりながら久遠が頭上に『？』を浮うかべる。

「いや……なんか静かだなと……」

　その凜り々りしい見た目とは裏腹に、桐原久遠という女の子の甘え方は暴力的だった。

　甘やかしてくれないと木刀で脅迫、甘やかし方が中ちゆう途と半はん端ぱだと木刀で脅迫、気に入らないと木刀で脅迫──すぐに凶きよう器きを持ちだして『ちゃんと甘やかせ』と脅おどしてくる困った妹だった。

　しかし今は──ものすごくお行儀が良い。

　以前の彼女なら、瀬理やテレサを押しのけて『わたしを甘やかせ』と木刀を突きつけてきてもおかしくないというのに。

（そういえば……）

　最近の久遠はどことなく落ち着いている気がする。

　瀬理やテレサと一緒に押しかけてくるのは同じでも、二人みたいに無ぶ遠えん慮りよに甘えてくるということが少なくなった。

　こんなに大人しくなったのはいつからだったか。

　そう──剣けん道どう部の性しよう悪わる部長から久遠が解放されたころからだろうか。

「おまえは、その……甘えなくていいのか？」

　すでに瀬理とテレサで手て一いつ杯ぱいだ。久遠が大人しいなら願ったり叶かなったりである。

　しかしいつもと様子が違ちがうのを見過ごせなかった。

「甘える……？」

「そう、こいつらみたいに」

　両りよう脇わきの二人──べったりと寄りかかってくる瀬理とテレサを指差す。

　するとゆっくりと、久遠の頰が朱しゆに染まった。

「わ、わたしが……そっ、そのようなはしたないことを……」

「はしたないっておまえ……」

　その見た目に違たがわない楚そ々そとした反応だが、忘れてはいけない。

　こいつは最初、出会って半日で風ふ呂ろ場ばに押し入ってきたのである。

　むしろこんな静かな方が奇き妙みようなのだ。

「どうしたんだ、具合が悪いのか？」

「いや、その……」

　モジモジ歯切れが悪い久遠である。

　そんな彼女を勇巳と伊織、そして絶賛甘え中の瀬理とテレサが見守る。

　一身に視線を集めていた久遠がやがてポツリと言った。




「あ……甘える気分ではないのだ……」
















　それを聞いた勇巳たちが同時に思った。

『変なものでも食べたのだろうか？』

　真っ先にお兄ちゃんを求めて勇巳のところに押しかけ、甘やかしてもらえないとすぐ武力にものを言わせて脅してくる──それが桐原久遠という少女の正体だ。

　正体のはずだ。それ以外の顔なんて知らない。

　それならば──これはいったい誰だれなのだろう。

　伏ふし目がちに顔を背そむけ、胸の前で指同士をつんつんさせ、耳まで赤くなっているこの少女は──どこの誰なのだろうか。

「……ちょっと久遠、体調が悪いなら医者を呼ぶわよ？」

「そうですわ久遠様、無理はいけませんわ」

　本気で心配になった瀬理とテレサが、勇巳に甘えるのも忘れて真ま面じ目めに訴うつたえる。

「た、体調か……。うん、確かに最近ちょっと変な感じだ……」

「やっぱり。具体的には？」

「その……勇巳に甘えづらくなった。甘えたい気持ちはあるのだが、なんとなく……思い留とどまってしまうようになったのだ」

「甘えたいのに甘えたくないということですの？」

「う、うむ……。わたしも自分の気持ちがよく分からないのだ。甘えたくなっても勇巳の顔を見ると……」

　チラリと勇巳の顔を窺うかがった久遠は、彼と視線が交わるとまたさっと顔を伏せた。

「…………胸が、苦しくなるのだ」

　困こん惑わくした声で言った後、そのまま沈ちん黙もくしてしまう久遠だった。

「…………重じゆう症しようね。しかも精神的な」

「あの久遠様が……おいたわしや……」

「ウソだろ久遠……おまえ、いつの間にそんなことに……」

　瀬理とテレサ、勇巳がそろって悲痛な表情をにじませた。

「心の病となると、すぐに治ち療りようするのも無理か……」

「そんなっ！　瀬理様、久遠様を救ってくださいませ！」

「あたしだってどうにかしたいわよっ！　でも……」

「おまえ財ざい閥ばつのトップだろ!?　世界一の医者とか連れてきてくれよ！　こんな弱々しい久遠なんて見てられない！」

「…………ごめんなさい。今のあたしにはどうにもできないわ」

「そんなっ……あぁ、久遠様……」

「っく……。こんなことってあるかよ……」

　誰もが沈ちん痛つうな面おも持もちのまま黙だまってしまう。

　そんな中で久遠が気き丈じように声を上げた。

「ありがとう。わたしのことを心配してくれて……。これはわたしの心の問題だ。わたしがどうにかするしかないんだ」

「久遠……」

「だから、その……ちょっとだけ甘えさせてもらってもいいか？　思い切り甘えるのは無理だから、少しだけ……」

「もちろんよ！　久遠の療りよう養ようのためだもの、ねえテレサ？」

「はい！　久遠様の病が少しでも良くなるならばっ！」

　瀬理とテレサが勇巳の両りよう隣どなりから身を退ひく。

「勇巳も……いいか？」

「もちろんだ。好きなように甘えてくれ！」

「う、うむ……」

　久遠はぎこちなくイスから立ち上がると、小走りでテーブルをぐるりと回り、勇巳の隣のイスに腰を下ろした。

　そして勇巳が座るイスに自分のイスをピタリとくっつける。

「では……少しだけ……」

　久遠が勇巳の肩かたにトンと耳を当てた。

　恐おそる恐る、ビクビクしながら、少しだけ体重を預けた。

『これで久遠の病が少しでも良くなってくれれば』

　誰もがそう願っていた。




　一部始終をポカンと見守っていた伊織を除いて。




（な、なんてこと……なのです！）

　伊織は愕がく然ぜんとしていた。

　誰も彼もが久遠の変調を心の病気だと思っていることに。

　それはある意味正しく、しかし決定的に間違っている。

（どうして……どうして誰も気づかないのです!?）

　声にならない叫さけびが伊織の胸の中でこだました。

　しかしやがて気づく──気づけないことに。

（久遠さんも瀬理さんもテレサさんも、妹としてお兄ちゃんに甘えることしか考えていないです。お兄ちゃんも、今では三人のことを押しかけ妹って思ってるです……）

　久遠は剣一筋で瀬理は財閥運営一筋、テレサも王女としての公務一筋で生きてきた。

　そんな彼女たちが妹になりたくてやってきた。

　当初こそ抵抗を感じていた勇巳も、吹ふっ切れてからは彼女たちを妹同然と思うようになっている。

　だってさっきも、瀬理やテレサに身体からだをすり寄せられて『遠えん慮りよしろ』と言っていた。

『止やめろ』ではなく。

　だってさっきも、二人に甘えられて面めん倒どうくさそうにしていた。

　恥はずかしがるのではなく。

　他人の兄となって甘やかし、他人の妹となって甘える──なんとも奇妙な関係が完成してしまっているのだ。




　異性である、年とし頃ごろの男女であるという感覚を欠いたままで。




　それこそ、八歳の小学生ですら察しがつくことだというのに。

（みんなみんな……頭の中がおかしいのです……）

　残念ながら大好きなお兄ちゃんもそちら側に分類しなければならない。

　決定的にズレている。どうしようもなく間違っている。

　この立派なお姉ちゃんたちが、自じ慢まんのお兄ちゃんがまったく気づいていない。




　誰一人として心の病の正体に──『恋こい心ごころ』というものに気づいていないなんて。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






「伊織は大だい丈じよう夫ぶだよな？」

　傍かたわらに久遠を置いたまま勇巳が尋たずねた。

「ど、どうして伊織に聞くのです？」

　トンデモ理論が跳とんでくるんじゃないかと伊織が身構えた。

「久遠すら自分で気づかないうちに心を病んでたんだ。伊織の心配をするのは当然だろ」

「……喜んでいいかどうか分からないのです」

　久遠の病気の正体を見み抜ぬければ間抜けな質問だ。

　それでも、自分のことをすぐに案じてくれた勇巳の気き遣づかいは嬉うれしかった。

「変わったところはないか？　自分じゃわかりにくいだろうけど、どんな些さ細さいなことでもちゃんと言うんだぞ」

「そんなこと言われても……」

　クラスに気になる男子がいるわけでもないし──小学校でのことを思い出していた伊織はふと、今日の放課後のことが頭をよぎった。

　あの感じ──誰かにじっと見られている感じを覚えたことを。

「……一つあるのです」

　気のせいかもしれないと前置きしつつ、伊織は包み隠かくさずに伝えた。

　その話に勇巳はもちろん、妹三人衆もじっと耳を傾かたむける。

　そうして伊織が話し終えた時、真っ先に声を上げたのは勇巳だった。

「なにもされなかったんだよな!?　大丈夫なんだよなっ!?」

　マスコミに追い回された苦い経験が脳のう裏りをかすめ、勇巳は居ても立ってもいられなかった。

　あの窮きゆう屈くつな日々がまた始まったんじゃないか。

　伊織のことをこれっぽっちも考えない、無ぶ遠えん慮りよな大人たちに振ふり回されてしまうんじゃないか。

　まだ幼い妹をどれだけ付け狙ねらえば気が済むのか。

　焦あせりと怒いかりが一気にわき出してきた。

「だから気のせいかもしれないって言ったです」

　血相を変えた兄を前に、伊織は逆に冷静に答えた。

「伊織はなにもされてないです。こうしてピンピンしてるのです」

「それなら……いいけど」

　胸の内で渦うず巻まく激情を抑おさえ込むように勇巳が言葉を吞のみ込んだ。

　それから沈黙が続くこと数秒。

「……ちょっと」

「勇巳様……」

　なんとなく不ふ機き嫌げんな顔が二つ、勇巳をジト目で睨にらんでいた。

「なんだ？」

「なんだ、じゃないわよ！　どうして久遠と伊織ちゃんの心配だけなのよ！」

「そうですわ！　わたくしたちのことも心配してくださいませっ！」

　放置されたことを矢や継つぎ早ばやに糾きゆう弾だんしてきた。

「いや、だって二人ともいつも通りだし」

　久遠がいつもみたいに甘えてこないから心配になったのだ。

　無遠慮に甘えてきた二人のなにを心配しろというのか。

「あーあ、そういうこと言っちゃうわけ？」

「聞き捨てなりませんわ！」

　淡たん泊ぱくな勇巳に二人のボルテージが上がる。

　そして拗すね始める。財力と権けん威いを持った甘えん坊ぼうたちが。

「なんか無む性しようにここの地下にレアメタルが埋うまっていそうな気分がしてきたわ。試し掘くつとか始めちゃおうかしら……地上の住人にはどっか行ってもらって！」

「わたくしもこのあたりに領事館を建てたくなりましたわ。外交ルートを通じて土地を買ってしまいましょうか……住人の方には立ち退のいていただいて！」

「おまえらが言うとシャレにならん！」

　いくら財閥総そう帥すいや王女にその力があっても、普ふ通つうは手続きや交こう渉しようが面倒だし手間だしで、単なる脅おどしにしかならない。

　しかしこの二人は違ちがう。本気で実行してしまう。

　甘やかしてもらうためには不効率もデメリットも度外視なのだ。

「シャレのつもりないし。本気だし」

「そうですわ、おシャレじゃありませんわ」

　つーんとそっぽを向いて不機嫌マックスである。

　そして不機嫌になった甘えん坊は容よう赦しやなく権力を行使する──嫌いやというほど身にしみている勇巳だった。

「分かった分かった。聞いてやるから怒おこるなって」

　白旗を揚かかげた勇巳が当たり障さわりのない、ねぎらいの言葉をかける。

　そんな彼の傍らでは──

「ん……やっぱり変な気分だ」

　久遠が相変わらず熱っぽい吐と息いきをもらしているのだった。








二章　妹の一日は大変なのです









「それじゃお兄ちゃん、行ってくるね～」

「おう、友達と仲良くな」

　勇いさ巳みに手を振った伊い織おりが駆かけ足で校門をくぐった。

　たくさんのランドセルがひょこひょこ揺ゆれながら下げ駄た箱ばこに向かう中、伊織もその中を歩く。

「あ、おりちゃんおはよ～」

「おはよー！」

「きょーちゃん、しーちゃん、おはよ～！」

　見知った同級生たちと挨あい拶さつを交かわす。

　すると一人の少女が走ってきて伊織の腕うでに抱だきついた。

「おはようございます、おりちゃん」

「あっ、りーちゃん、おはよ～」

　伊織のクラスメイトで一番の仲良し、野の々の瀬せ南なん梨りだった。

　おっとりした雰ふん囲い気きの女の子だ。

　さらさらのロングヘアーにカチューシャ、背せ丈たけは伊織よりいくらか高い。

　伊織と並ぶとなんとなく南梨の方が大人っぽく見えた。

「おりちゃん、今日もすっごく可愛かわいいね！」

「え～、りーちゃんの方が可愛いよ～」

「ううん、おりちゃんの方が可愛いっ！」

「も～、照れるなぁ……えへへ」

　これが伊織と南梨の間で日課となっている会話だった。

　南梨が本気で伊織を褒ほめちぎり、伊織も逆に褒め返す。

　すると南梨がさらに褒め倒たおす。

　いつだって最後には伊織が押し負けてしまっていた。

（でも……りーちゃんみたいに大人っぽくなりたいってのはホントなんだけどなぁ……）

　ちまっとした自分とすらっとした南梨を比べて、ひっそりとため息をもらす伊織だった。

　久く遠おんや瀬せ理り、テレサという高いハードルは無理だとしても、せめて同級生の南梨みたいになりたい──誰だれにも言えないちょっとしたコンプレックスだ。

「おりちゃん、算数のドリルやってきた？」

「もっちろん！」

「じゃあじゃあ、後で答え合わせしようよ！」

「いいよ～」

「やったっ！」

　他愛ないおしゃべりをしながら伊織と南梨は教室に向かった。




「こうして、センチメートルを十個に分けると、新しくミリメートルっていう呼び方ができるわけですね～」

　算数の授業中、窓まど際ぎわの席で伊織は静かに聞き入っていた。

『立派なお姉ちゃんになるためにはお勉強も大事！』

　幼いレディーは勉学も疎おろそかにしないのである。

　黒板とノートを交こう互ごに見つめながら、たまにほっぺたを鉛えん筆ぴつでつんつんしている。

　そんな時だった。

（……あ、煙けむりが上がったのです！）

　窓の向こうに見える響ひびき台だい学園──その屋上から細い煙が立ち上った。
















（またお兄ちゃんがなにかされているのですっ！　うぅ……もどかしいのです……）

　すぐにでも駆けつけたい。

　あの三人は甘え方に容赦がないのだ。

　ひょっとしたら、甘やかしてくれないと火あぶりにするぞ──とか迫せまられているかもしれない。

　これが冗じよう談だんで済まないからあの三人には困っているのだ。

（でも……伊織が行ってもダメなのです……）

　どれだけ邪じや魔ましようとしても反省の色がゼロなのだ。

　これから授業を抜ぬけ出して突とつ入にゆうしていってもどうにもならない。

（お兄ちゃん……頑がん張ばるのです！　伊織が早くお姉ちゃんになって、そこのお姉ちゃんたちをけちょんけちょんにしちゃうのです！　それまで頑張るのですっ！）

　じっと窓の外を見つめながら祈いのる伊織の耳に、もはや教師の声は聞こえていなかった。




　昼休み、伊織は南梨やほかのクラスメイトと一いつ緒しよに給食を食べていた。

　お互たがいに机を突き合わせ、やいのやいのおしゃべりを繰くり広げる。

「そういえばおりちゃん、算数の時間にずっと窓の外を眺ながめてたよね？」

　パック牛乳をちゅーちゅー吸っていた伊織に南梨が尋たずねた。

「ん……。見てたんだ」

「うん。おりちゃんが先生の話を聞いていないのが珍めずらしいなぁって」

　どうかしたの、と南梨が首を傾かしげる。

「えっと……」

　まさか『お兄ちゃんが火あぶりにされているかもしれなくて心配だった』なんて言えるわけがない。

「お、お兄ちゃんは今いま頃ごろなにしてるかな～って」

　そんな当たり障りのない返事をするしかなかった。

「そっか……おりちゃんのお兄ちゃんって高校生だもんね」

　うんうんと南梨が頷うなずく。

「お兄ちゃんのこと好きなんだね」

「う、うぇ？」

　ド直球な南梨に伊織が思わず喉のどを詰つまらせた。

「や、止やめてよりーちゃん……」

「だって……ねえ？」

　南梨は向かいの席の子に投げかけた。

「知ってる知ってる！　今度の土曜日の授業参観にもお兄ちゃんが来るの？」

「優やさしそうなお兄ちゃんで羨うらやましいなぁ……。あんなお兄ちゃんならほしいかも……」

「そっ、それはダメっ！」

　思わず伊織が声を荒あららげた。

　キョトンとした視線が彼女に集まる。

「あっ……。ほ、ほら、お兄ちゃんは伊織のお兄ちゃんだから～……」

　あははーと笑ってごまかす。

（言えない……言えないのです……）

　すでに三人も妹が増えてしまって苦労しているなんて明かせるわけもない。

「ふーん……」

　小学生たちは伊織の内なる苦労に気づくはずもなく、やがて興味を散らしていった。




「はぅ……なんか今日は疲つかれたのです」

　下校の時間になった。

　仲の良いクラスメイトと一緒に学校を出て、途と中ちゆうでみんなとバイバイした伊織が深いため息をもらす。

　寄り道して遊びに行こうと誘さそわれたが、そんな気分になれず遠えん慮りよしていた。

「今日の晩ご飯の当番はお兄ちゃんだから、お家でゆっくりしたいのです……。あ、でもお兄ちゃんが普ふ通つうに帰ってこられるか……分からないのです」

　念のために料理の下ごしらえくらいしようかな──そんなことを考えている時だった。




　ぞくっ──




　あの感覚がまた背中を奔はしった。

「えっ……？」

　とっさに振ふり返った伊織は、しかしなにも見つけられない。

　やっぱりマスコミはいないし、変なおじさんもおばさんもいない。

　下校途中の小学生がちらほら──知っている顔はなかった。

（気のせい……？　でも……）

　静かにこみ上げてきた寒気が伊織の不安をかき立てる。

　勘かん違ちがいだと思いたい、思いたいけれど──思い切れない。

　すぐ後ろに誰かがぴったりと張り付いているような感覚、ねっとりした視線がもたらす気味の悪い生温かさ。

　かつて昼となく夜となく追いかけられた時の嫌いやな記き憶おくが脳のう裏りに浮うかんだ。

（早く帰ろっ）

　自然と伊織は早足になった。

　得体の知れない『なにか』から逃にげたい一心で走る。

　タッタッタと短いテンポで靴くつが地面をたたく。

　しかし──気配が消えない。

　背中のずっと向こうに──いや、ひょっとしたらすぐ背後に。

　誰かが迫っている感覚が消えなくて仕方ない。

　背中が汗あせでじっとりと濡ぬれる感かん触しよくが気持ち悪くて仕方ない。

　そうして走り続けていた伊織は、やがて気づいてしまった。




　タタッタタッタタ──いつの間にか足音が重なっている。




　自分の軽い足音とそれよりも重い誰かの足音。

　ヒタヒタと自分を追いかけてくる確かな気配。

（怖こわい……怖い……っ!!）

　もう振り返れない。そんなことしたくない。

　立ち止まったら追いつかれてしまう──捕つかまってしまう。

　だから逃げる。一目散に逃げる。

（お兄ちゃん！　お兄ちゃんっ!?）

　伊織は一目散に走った。

　ランドセルを大きく揺ゆらしながら、息を切らして走り続けた。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






「大問題だな」

「手を打つ必要があるわね」

「伊織様になにかあってからでは手て遅おくれになってしまいます」

　話を聞いた三人が──やっぱり今日も秋あき月づき家にやってきた──険しい剣けん幕まくで言った。

「とりあえずなにもされなかったんだよな、伊織？」

「うん……」

　それだけが救いだと、勇巳は複雑な心境のまま息を落ち着けた。

「いったい誰がなんのために……」

　不ふ審しん者の正体に怒いかりを覚える勇巳とは対照的に、甘えん坊ぼう願望を引っ込めた三人が冷静に分ぶん析せきする。

「……妹だから、でしょうね」

　瀬理が断言する。

「伊織ちゃんが狙ねらわれる理由なんてそれしかないわ。お兄ちゃんを持つ世界でただ独りの妹……」

「ええ、わたくしたちの逆バージョンということですわね」

「予想に難かたくないな」

　テレサと久遠も同意する。

　世界でただ独りのお兄ちゃんとなった勇巳に甘えたくて自分たちが集まったように。

　世界でただ独りの妹となった伊織を手に入れたいとしたら。

「そっ、それって誘ゆう拐かいするつもりってことか!?」

「お兄ちゃん！　伊織怖いっ!!」

　全身でしがみついてくる妹を抱だき止めながら勇巳は戦せん慄りつした。

「案ずるな、そんなことはさせない」

　すっと目を細くした久遠が言い切る。

「あたしたちが絶対に阻そ止しするわ」

　瀬理もまた力強く断言する。

「他人の都合も考えず自分勝手な欲よく望ぼうに突つっ走る輩やからなど抹まつ殺さつしてしまいましょう！」

　テレサが怒りのままに感情をぶちまける。

「そうね」

「うむ」

（…………うん？）

　なんとなくテレサの言葉に違い和わ感かんを感じた勇巳だったが、今はそれどころではないと頭を振った。

「伊織ちゃんの身の安全と狼ろう藉ぜき者の確保……とにかくこれね」

「狼藉者は間違いなく……男だ」

「ええ……そうでなければ伊織様に執しゆう着ちやくする理由がないですわ」

　この世界で絶ぜつ滅めつしたのは兄妹だ。姉し妹まいはいくらでもいる。

　犯人が女性なら伊織という妹を特別視するとは考えにくい。

「小学生の下校時間に狙われていることを考えると、仕事をしていない年ねん齢れいか、あるいは仕事をしていないか……」

「これだけでは絞しぼりきれないな……」

「手当たり次し第だいにとっ捕まえて尋じん問もんいたしますか？」

　やっぱり過激なテレサである。

「おまえらが動くと大事になりそうだ。俺が毎日、伊織を迎むかえに行けば……」

「ダメよ」

　当然に思えた勇巳の提案は瀬理にあっさりと退けられた。

「そんなのなんの解決にもなってないわ。ただ問題が起きるのを先延ばしにしているだけ。そうやって目の前の問題から目を背そむけていると、後でさらに大きな厄やつ介かい事に成長して襲おそいかかってくるわ」

　瀬理の言葉には不思議な重みがあった。

　財ざい閥ばつのトップとして常に決断を下し続けてきたがゆえだった。

「……瀬理様のおっしゃることも、もっともですわ」

　テレサもこれに同調する。

「今はただ眺ながめているだけで満足しているのかもしれませんが、その邪じや悪あくな欲望は放ほうっておけば増長します。いつ何時、手を出してくるか分かったものではありませんわ」

「排はい除じよするのは早いほうがいい……というわけだな」

　久遠も静かに頷うなずいた。

　勇巳に甘えることしか頭にないANIBの問題児たちも、いざ本職を思い出した時の顔にはすごみがあった。

「しかしどうする？　あまり大々的に動くわけにもいかないぞ」

「…………あたしに良い考えがあるわ」

　瀬理の瞳ひとみがキラリと光った。

「おびき出しましょう」

「おびき……だす？」

　巧こう妙みように伊織に見つからないように身を隠かくしているのにどうやって、と勇巳が尋たずねる前に彼女が続けた。

「そいつの伊織ちゃんへの執着はかなりのものよ。ほかに下校中の小学生がいてもお構いなしなんだから。できることなら朝から晩まで付け狙うはず……」

「そういう状じよう況きようを作り出す……と？」

　久遠の問いかけに、しかし瀬理はあっさりと首を振った。

「作るまでもないわ。だってもうすぐその日が来るじゃない。朝から伊織ちゃんに近づいていっても怪あやしまれにくい日が……」

　瀬理が伊織に聞いた。

「今度の土曜日よね……伊織ちゃんの小学校の授業参観日って」








三章　こんな授業参観はイヤなのです









　土曜日の朝、響ひびき台だい小学校にはたくさんの保護者が集まりつつあった。

　子供と手をつないで一いつ緒しよに登校する夫ふう婦ふがいれば、数人の保護者が集団となって校門をくぐる姿もある。

　誰だれもが我が子の授業風景を楽しみにしていた。

　しかし、この日の授業参観はいつもと違ちがっていた。

　それは小学校の中であったり、そうではなかったり──





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






　響台小学校に隣りん接せつする響台学園の理事長室は、さながら戦争映画に出てくる作戦司令室の様相を呈ていしていた。

　何十個ものモニターが響台小学校の各所や学校周辺を映し出し、その様子を東とう欧おう系の大男たちが監かん視ししている。

　一方でやっぱり東欧系の女性オペレーターたちは、日本語ではない言語で矢や継つぎ早ばやに連れん絡らくを取り合い、現状を遅ち延えんなく報告している。

　そして部屋の中心に広げられた小学校の詳しよう細さい地図を見下ろす形で、トライヤード王国軍の軍服に身を包んだテレサ・トライヤードが鎮ちん座ざしていた。

　ドレスに身を包んだ普ふ段だんとは一変し、その表情は険しく引き締しまっている。

　高貴さと可か憐れんさに加え、それを覆おおい尽つくさんばかりの威い厳げんがにじみ出ていた。

　彼女が従えるのは、今日の作戦のために本国から急きゆう遽きよ呼び寄せた軍の諜ちよう報ほう部員たちだ。

　誰もが祖国とテレサに絶対の忠誠を誓ちかった愛国者たちである。

　もちろん彼女が普段は『勇いさ巳み様～』と甘えているとは知らない。

　たとえ知っていたとしても、それを口外することはないだろうが。

（指揮を執とるのも久しぶりですわね……）

　どこか懐なつかしさを感じつつ、しかし顔にはこれっぽっちも出さず──テレサは母国の言葉で号令をかけた。

『それではみなさん……始めましょう』





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






『こちら第二班、配置完かん了りよう』

『第一班、準備よし』

『三班、変なご婦人に絡からまれました。予定より九十秒の遅延』

　須す賀が沢さわ瀬せ理りが耳につけたイヤホンには、小学校の各地に配置したＳＰから次々と報告が入っていた。

　父兄を装よそおって潜せん入にゆうさせたのだ。特に身分確かく認にんのセキュリティーチェックもなく、堂々と入り込めた。

「各位へ伝達。不審な動きをする男は片かたっ端ぱしからマークしなさい」

『承知しました』

　いよいよ始まる──瀬理は大きく息を吐はいた。

　彼女がいるのは昇しよう降こう口の前だ。

　窓に背中を預けながら、それとなく眼前を行き交かう父兄を観察する。

　特別な変装をするでもなく、少しだけ化け粧しようをきつくして普段のスーツを着ただけだ。

　もともと大人っぽい顔立ちだけに、父兄の中に溶とけ込むのは難しくなかった。

　周囲の目にはせいぜい『なんか若くて美人の母親だな』と映るだけである。

　視線を引きつけることはあっても、注意を引くことはない。

　瀬理の役割は怪しい人物の出入りを押さえることだ。

　世界を牛ぎゆう耳じる財閥総そう帥すいの嗅きゆう覚かくが、今日はお金ではなく不ふ審しん者の匂においを探さぐる。

　少しでも変な動きをする輩がいればすぐにとっ捕つかまえるつもりだった。

（ここはあたしが任されたんだから……あとは頼たのんだわよ？）

　瀬理の視線が教室の向こうを見み据すえた。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






　三年一組の教室には独特の雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　予定通りに国語の授業をそつなくこなすことだけ考えていた女性教師は、その雰囲気の中心に佇たたずむお母様にそっと声をかけた。

「えっと……そちらのご婦人はどなたのお母様で……」

「い……伊い織おり殿どのだ」

「伊織……どの？」

「秋あき月づき伊織です！　俺の妹です！　んでもってこいつは親しん戚せきです！」

　勇巳がとっさに割って入った。

「あぁ、伊織ちゃんの……」

　勇巳のことはここでも名前くらいは知られていた。

　彼の説明に女性教師はとりあえず、この雰囲気のことは忘れることにした。

「はい、それではお勉強を始めましょうか！」

　はーい、と元気な声が応こたえて授業が始まった。

　ホッと胸をなで下ろした勇巳は、隣となりのお母様──ではなく久く遠おんを小こ突づいた。

（殿、なんて呼んだら不自然だろ）

（すまない……慣れない格好なので緊きん張ちようして口を滑すべらせてしまった）

（……分かるけど）

　彼女は普段の着物袴はかまではない。

　白いブラウスとスカートに紺こん色いろのジャケット、足先はカジュアルなパンプスで固め、髪かみもポニーテールではなく結ゆい上げている。

　これまで経験したことのない服装で、もうずっと緊張しっぱなしだった。

　ただ立っているだけなのに全身から威い圧あつ感かんがあふれている。

（脚あしがすーすーするぞ……落ち着かない）

（そわそわするな）

（むぅ……）

　むっつりした久遠が我が慢まんするように居住まいを直す。

　その横顔に勇巳は『こいつもこんな格好すればちゃんと見えるんだな』と密ひそかに驚おどろいていた。

　いつも大たい正しよう剣けん客かく少女に甘えられているイメージしかなかった。

　それと比べると今の久遠は──見た目はちゃんと様になっている。

（あんまり気を張るなよ？）

（大だい丈じよう夫ぶだ、役目はちゃんと果たす）

　久遠に割り当てられた仕事は、瀬理のチェックをすり抜ぬけた不審者が教室に現れないか見張ることだった。

　伊織に近づくために見てくれだけ整えてくる可能性にも備えたのだ。

　伊織に邪よこしまな眼まな差ざしを向ける者がいないか目を光らせている。
















　やりすぎではなかろうか──勇巳は複雑な気分だった。

　伊織に近づく危険は排はい除じよしたい。その気持ちにウソはなく、協力してくれた久遠たちに感謝もしている。

　しかし大がかりというか、過か剰じよう反応というか。ANIBが有する武力、財力、権力を湯水のようにつぎ込んでいる。

　普ふ通つうに自分が伊織を送り迎むかえすればよかったんじゃなかろうか──今さらながらそんなことも考えてしまう。

（……いやいや、それじゃ解決にならない。いつも俺が近くにいるとは限らないんだからな）

　これは必要なことなんだと頭を切り換かえた。

　これからも伊織が安心して学校に通うためには、諸悪の根源を排除するしかない。

　久遠の、瀬理の、テレサの力を借りてでも完かん遂すいしなければならないのだ。

（……勇巳）

　ふと声をかけられた。

　まさか──と横を向く。

（…………かかとが痛い。草ぞう履りがほしい）

　ターゲットを見つけたかと思いきや、慣れないパンプスの履はき心地ごこちと格かく闘とうする久遠からのＳＯＳだった。

（無茶を言うなって……でも無理はするなよ？　おまえは、ほら……精神的に参ってるみたいだしさ）

（勇巳に上手に甘えられないことか？　そんなに心配してくれなくても……）

（甘えてこない桐きり原はら久遠なんて不気味で仕方ないんだよ、俺にとっては）

（むぅ……。わたしはなんと言えばいいのだ）





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






「ねえねえおりちゃん」

　授業の合間に野の々の瀬せ南なん梨りが隣の席から囁ささやいた。

「あれがおりちゃんのお兄ちゃんだよね？」

「う、うん……」

　伊織はどことなく心ここにあらずだった。

　勇巳と久遠が並んで立っている。

　高校生らしからぬ落ち着きを見せる勇巳と、これまた大人っぽい雰囲気てんこ盛りの久遠が肩かたを並べている。

　お互たがいに顔を寄せてなにやら囁きながら。

　それはなにも知らないで眺ながめていると──まるで若夫ふう婦ふのようだった。

（うぅ……分かってる、分かってるのです！　お兄ちゃんは鈍どん感かんさんだし、久遠さんも自分の気持ちに気づいてないのです！　そのはずなのです！）

　だから大丈夫だ。

　心配することはないのだ。

　そうやって自分に言い聞かせるのに必死だった。

「優やさしそうなお兄ちゃんだよね～。あれがお兄ちゃんかぁ……」

　南梨がチラチラと振ふり返りながら勇巳の方を眺めていた。

「あんなお兄ちゃん……ほしいなぁ……」




「ダメなのですっ!!」




　南梨の呟つぶやきに脊せき髄ずい反射で立ち上がっていた。

　突とつ然ぜんのことに教室中の視線が伊織に突つき刺ささる。

　勇巳も久遠も、南梨を始めとしたクラスメイトたちも。

「え、えっと……どうかしましたか？」

　先生が目を丸くしながら声をかける。

「あっ、その…………。なんでもないのです」

　しゅんと肩を落としながら席に座る。

　いきなりのことにざわついていた教室は、やがてゆっくりと落ち着きを取り戻もどしていった。

「おりちゃん……もしかしてわたし、おりちゃんを怒おこらせちゃった……のかな？」

　申し訳なさそうに南梨が謝ってくる。

「違ちがう……違うのです……。りーちゃんは悪くないのです……」

　それでもまともに南梨の顔を見ることもできず、伊織はただただ俯うつむいていた。




（勇巳……伊織殿はどうして急に囲い碁ごの話を始めたのだ？）

（駄だ目めのことじゃねーよ）

　どこか抜けている久遠に素っ気なく答えながら、勇巳は伊織をそっと見守り続ける。

　耳に隠かくしたイヤホンにはなにも連れん絡らくが来ない。

　テレサも瀬理も、今のところは異常を把は握あくしていないようだ。

（伊織が無事だって安心すればいいのやら、犯人が捕まらないって悔くやしがればいいのやら……複雑だ）

　勇巳はそれとなく周囲の保護者を見み渡わたした。

　教室に入りきらない父兄が廊ろう下かにもはみ出している。なかなか教室に入れないお父さんたちが、頭上にカメラを掲かかげて我が子をフレームに収めようとする光景もあった。

　それもなかなか上手うまくいかないのか、悪あく戦せん苦く闘とうしているようだった。

　誰だれも彼もが我が子のことしか見ていない。伊織に変な視線を送るような輩やからは──ぱっと見ではいないようだ。

（さすがに授業参観で小学校に入り込むなんて、そこまでの不審者じゃなかったってことか……）

　今日は収しゆう穫かくはないかもしれない。

　そんな落らく胆たんとも安あん堵どとも知れない奇き妙みような心境に落ち着く──







『現れましたわっ！　窓の外っ！』







　テレサの絶ぜつ叫きようがイヤホンを震ふるわせた。

　瞬しゆん間かん、勇巳と久遠が窓の外に目を向けた。

　三年一組の教室があるのは二階で、外には上の階まで届くような太い幹の樹木が植えてある。

　その幹から生えた枝の一つが不自然に揺ゆれていた。

　生おい茂しげった葉に隠れるように、なにか大きなものがしがみついていた。

『久遠様！』

「心得たっ！」

　言うが早いか、久遠が跳とんだ。勇巳が止める暇ひまもなかった。

　舞まい降りたのは伊織の机の上──一瞬で教室の後方から跳ちよう躍やくしたのだ。

「ちょっ、ちょっと!?」

　板書中だった教師も理解が追いつかない。生徒たちに至っては、なにが起こったのか理解できず口をポカンと開けるだけだった。

　もちろん伊織も。

「任せろ伊織殿どの。やつは必ず仕留める」

　久遠が窓を開け放った。

　彼女が睨にらみ付ける先で木の枝が大きく揺れる。

　木の葉の向こうに隠れる一いつ対ついの瞳ひとみが驚きよう愕がくに染まった。

「そこを動くなっ！」

　久遠が鋭するどい声で制する。

　だがそれが災わざわいした──枝の揺れがひときわ大きくなった次の瞬間、その根元が鈍にぶい音を立てて折れた。

　しがみついていた何者かと一いつ緒しよに落ちた枝が、下にあった植え込みに落下する。

　衝しよう撃げきが吸収されたせいか、何者かはたいした怪け我がもしなかったようで、すぐに植え込みから抜け出して脱だつ兎とのごとく駆かけだした。

　がっちりした体格で背の高い男だった。

「逃にがすかっ！」

　久遠も遅おくれまいと窓から飛び降りた。

　鮮あざやかに着地するとすぐさま後を追いかける。

　一時の静せい寂じやくに包まれる教室──だがすぐさま次の怒ど声せいが勇巳の耳を貫つらぬいた。

『プランＢ２に移行！　情報共有を密にしなさいっ！』

　瀬理がＳＰたちに下した指示だった。

　瞬間──それまで我が子を見守っていたはずの男女数名が、弾はじかれたように教室から駆けだしていった。

　改めて教室に静けさが戻る。

　誰も彼もが絶句したまま放心状態だった。

　そんな中、いち早く正気を取り戻した勇巳が申し訳なさそうに言った。

「すみません……あいつ、靴くつを履き替かえたくて我が慢まんできなかったみたいです」

　ごまかせるわけがない──でもほかに思いつくことなんてなかった。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






「……速いな」

　不ふ審しん者の後ろ姿を追いかけながら久遠は舌を巻いた。

　多数の保護者が無む秩ちつ序じよに行き交かう中、その隙すき間まを縫ぬうようにして逃げている。

　邪じや魔ま者ものさえいなければ追いつくのはたやすい久遠でも、人混みの中で距きよ離りを縮めるのは難しかった。

「やはり草ぞう履りにするべきだった……走りにくいぞ」

　だんだんと距離を離はなされ、そんな愚ぐ痴ちがもれてくる。

「テレサ、誘ゆう導どうを！」

『駐ちゆう車しや場の裏手から体育館方面へ！　人が多い方へ逃げ込むつもりですわ！』

　監かん視しカメラの情報をもとにテレサが援えん護ごする。

「厄やつ介かいだな……」

『あまり追い詰つめすぎるとなにをするか分からないわ。こっちからも応援を回すからそれまでは泳がせて！』

　瀬理からも助すけ太刀だちが入る。

『第二班と第三班は裏門へ回りなさい！　第五班は校庭で待機、残りはテレサの指示に従って！』

　迷いのない即そく断だんで次々に指示を飛ばす。

『久遠、そいつをプールの方に追い込める？　そこなら人ひと払ばらいできるわ』

「承知した！」

　疾しつ走そうする久遠はその勢いを殺さないまま跳んだ。

　空中でぐっと膝ひざを曲げて宙返り──同時に両手をつま先に伸のばし、履はいていたパンプスを投げ捨てた。

「これで楽になった！」

　裸足はだしとなって着地した久遠がギヤを上げた。

　一度は見失いかけた背中にぐんぐん迫せまる。

『あたしもすぐに向かうから！』

『わたくしも参ります！』

　かくして三人の妹による大おお捕とり物ものがクライマックスを迎むかえようとしていた。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






　はたして作戦通り、不審者は誰もいないプールの裏手へと追い込まれた。

　疲つかれ果てて倒たおれ込む男を瀬理のＳＰたちが遠巻きに取り囲み、さらに三対の視線が威い圧あつ的に見下ろす。

　裸足の久遠に瀬理、そして軍服姿のままのテレサだ。

「あっ……あんたらなんなんだっ!?」

　男がぜぇぜぇ喘あえぎながら睨み付けてくる。

　そんな威い嚇かくなどものともせずに三人は冷たい眼まな差ざしをたたきつけた。

「自分のことは棚たなに上げてずいぶんな言い方だな」

「身の程ほどを知れってことよ」

「弁解するなら今のうちですわ……聞き入れる保証はいたしませんが」

　もはや彼女たちの頭の中では、彼は極きよつ刑けいに処すことで決定していた。

　伊織を怖こわがらせた罪は重い。

　勇巳の実の妹である伊織は、彼の妹を宣言する三人にとっては同じ妹仲間である。

　妹たちの絆きずなは強いのだ──三人から伊織への一方通行っぽいのはさておき。

「さて……なにも言わないのか？」

「言うもなにも！　なにがどうなってるかさっぱりだっ!?」

「往おう生じよう際ぎわの悪いやつね」

「警察に突き出された方がよほど幸せと思える人生にして差し上げますわ」

「待て待て待てっ！」

　尻しり餅もちをついたままずるずると後ずさる。

　ここに至って三人は男の格好を改めて確かく認にんした。

　歳としは三十を少し超こえたくらいか。髪かみはざんばらだが不潔感はない。スラックスに薄うす手でのジャケット、靴は意外なことに有名ブランド品だった。

　なるほど、これなら授業参観に来た父兄に見える。

　上手いこと化けた変質者だ──伊織に近づこうとする執しゆう念ねんに三人はむしろ感心すら覚えていた。

「ふん、一いつ般ぱん人を装よそおったところでわたしの目はごまかせないぞ」

「化けの皮を剝はいで差し上げますわ」

「さあ、観念なさい……」

　地球上で最もおっかない妹たちの手が伸びた。




「あー……みんな、そこまで」




　力ない声が三人を呼び止めた。

　ＳＰたちの壁かべをかき分けながら現れた勇巳だった。

「おぉ、勇巳か！　見ての通り、伊織殿を狙ねらっていた輩を捕つかまえたぞ！」

「ちゃっちゃと処理しちゃうからもう少し待っててね」

「これで伊織様も安心安全ですわ！」

　心なしか声を弾はずませる妹たちである。

　大おお手て柄がらを挙げたし後で思い切り甘やかしてもらおう──そんな魂こん胆たんが見え隠かくれしていた。

　そんな彼女たちに勇巳が静かに告げた。







「その人な……普ふ通つうにただのお父さん」







　しばしの静寂が舞い降りた。

「……うむ、分かっているぞ。そう装っていたのだろう？」

　自信満々な久遠に勇巳は小さく首を振ふる。

「いや、本物だから。その人が枝から落ちて逃げていった後、教室にいた女の子が『パパが走ってる』って言ってたから」

「やーね勇巳、そんなわけないじゃない。きっとその子も共犯者なのよ。アリバイ作りのために雇やとわれたのよ」

「そうですわ。最近は青少年の犯罪も低てい年ねん齢れい化していると聞き及およびます！」

「普通の小学校にそんな八歳児がいてたまるか」

　なおも信じようとしない三人に、勇巳は改めて告げた。

「だからな……その人は普通にお父さんなんだよ」

　再び静寂が漂ただよう。

　さっきよりも重く、長く。

「……し、しかし木の上に隠れていたのだぞ!?」

「あー……それはな。たまにいるそうなんだよ……。教室に入りきれなくなった父兄が窓まど際ぎわの木に登るってことが」

　勇巳がここに来るまでの間に聞き出した真実を明かした。

「ほら、教室の中も廊ろう下かも保護者が大勢いただろ？」

「た、確かに……人がごった返していた……」

　思い出した久遠の頰ほおから一筋の汗あせが滴したたった。

「どうしても我が子が見たいのに、どうしても近づけない……そんな時に木に登っちゃう人がいるんだよ」

「そ、そんな……」

　久遠が青ざめた顔で唸うなる。

「で、ですがこの方は逃にげたではありませんか！　やましいことがあるから逃げたに違ちがいありませんわ！」

「いや、逃げるだろ……。眼前にいきなり久遠が現れて睨にらみ付けられたら」

　最初から彼女は敵意バリバリだった。しかも桐原流の総そう師し範はんを務める一流の剣けん客かくだ。

　これで堂々としていられる一般人がいるはずない。

「それじゃ……まさかホントに……」

　勇巳は三度告げた。

「そう、ホントにただのお父さん」

　三度静寂が訪おとずれた。

　これまでよりはるかに深く、息苦しかった。

　久遠が、瀬理が、テレサが絶句する。

　変質者──じゃなくてお父さんも状じよう況きようがさっぱり理解できず声が出ない。

　そんな当事者たちを取り囲むＳＰたちもまた、無言で彼女たちを眺ながめていた。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






　撤てつ収しゆうは速すみやかに行われた。

　最大の被ひ害がい者しやであるお父さんには、三人娘むすめが平身低頭して謝り倒した。

　最初は腹の虫が治まらないお父さんだったが──瀬理に億単位の慰い謝しや料りようを提示されたりテレサにトライヤードの国宝を献けん上じようすると言われたり。

　果ては久遠が『もはやわたしに桐原を名乗る資格はない！』と自分の腕うでをへし折ろうとしたり──最後には逆に『お願いですからもうそっとしておいてください！』と懇こん願がんされてしまった。

　トライヤード軍の諜ちよう報ほう部員たちはすぐにチャーター機で帰国し、瀬理が各所に配置したＳＰたちも一いつ斉せいに立ち去った。

　それだけで、あれだけ父兄があふれていた小学校の人口密度が三割は下がった。どれだけ潜せん入にゆうさせていたのか想像もできない。

（もしもＳＰがいなければ、あのお父さんは木に登らずに済んだのではなかろうか）

　返す返す申し訳なさでいっぱいになる勇巳だった。




「ごめんな伊織、完全に空回りだったよ」

「久遠さんがいなくなってから、みんなに変な目で見られたです……。マスコミさんに追いかけられた時よりつらかったのです」

「いや、ホントごめん……」

　授業参観からの帰り道、伊織と並んで歩く勇巳が肩かたを落とした。

「……もういいのです」

　伊織は慰なぐさめるように囁ささやいた。

「みんな伊織のために頑がん張ばってくれたって分かってるのです。このくらい伊織も我が慢まんするのです」

「……ありがとな」

　つくづく自分にはもったいないくらいの出来た妹だ──勇巳はこの幸せに素す直なおに感謝した。

「でも結局、変な人は見つからなかったのですよね？」

「それなんだよな……」

　久遠が追いかけたお父さん以外に不ふ審しん者は見つからなかった。

　トライヤードの諜報部員も怪あやしい人物は発見できていないし、瀬理のＳＰも同じだ。

　あからさまに怪しい行動をする人間はいなかったのだ。

　本当の不審者は今も野放しになっている。

　事態はなにも改善していないのだ。

「どうしたもんか……。このままなにもしないと……」

　実際に伊織は誰だれかに見られているのだ。

　何度も、じっと、しつこく。

　それが分かっているのに打つ手がない。

　伊織になにかが起こってからでは手て遅おくれだというのに。

「そんなに心配しなくて大だい丈じよう夫ぶなのです。やっぱり伊織の勘かん違ちがいなだけかもしれないのです……」

「バカ言うな」

　遠えん慮りよしているらしい伊織の言葉を勇巳が突つっぱねた。

「伊織が不安を感じてるのに放ほうっておけるか。なにがなんでもどうにかする」

「でも……」

「学校やクラスメイトに迷めい惑わくをかけたくないって心配なら、そうならないように全力でどうにかする。どうにかなっちまったなら俺が全部かぶる」

　有う無むを言わさない口調で勇巳がたたみかける。

「いいか、おまえを不安なままにさせないからな」

　なんとも乱暴で猪ちよ突とつ猛もう進しんで、でもその何倍もの優やさしさに包まれた言葉だった。

「お兄ちゃん……」

　伊織は一いつ瞬しゆん、なにを言われているか分からなくて、でも意味が分かった途と端たんに胸の奥が熱くなった。

「ありがとう……お兄ちゃん」

　素直に嬉うれしかった。

　こんなにも真しん剣けんになってくれること、こんなにも本気になってくれること。

　どんな小さな危険さえおまえに近づけないと、面と向かって言い切ってくれる勇気がひたすらに頼たのもしかった。

（伊織は幸せ者なのです……）

　伊織はそっと兄の腕をたぐり寄せ、ぎゅっと胸に抱だき込んだ。

　誰に狙われていても、どんな困難が待っていても。

　この温ぬくもりさえあればどこまでも頑張れそうだった。

（あとはお姉ちゃんたちを甘やかしすぎなければ百点満点なのです。でも……さすがにそんなのは贅ぜい沢たくなのです）

　ここまで大切にされているのだ。

　久遠や瀬理やテレサを甘やかしすぎても大目に見てあげよう──幼いレディーが小さく微笑ほほえむ。

　そして──決断する。

（……うん、言わなきゃダメなのです……。ちゃんと言わなきゃ……）

　胸の奥にそっとしまっておこう──そんな遠慮に意味はない。

　自分が我慢すれば済むのだから──そんな独りよがりに価値はない。

　これだけお兄ちゃんが自分のことを想おもってくれているのだ。

　黙だまっているわけにはいかない。

　隠すわけにはいかない。

　伝えないわけにはいかない。

「お兄ちゃん……。あのね……」

　伊織は兄の手を強く握にぎりしめた。

「どうした？」

「実は……ですね……」

　きっと迷惑をかけてしまう──それでも伊織は俯うつむかなかった。

　すべてを明かすために。




「今日は……学校の中でも感じたのです。あの見られている感覚……」





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






「しくじった……。あたしがしくじった……」

　テレサ率いるトライヤードの面々もいなくなった響台学園の理事長室。

　その中で須賀沢瀬理が青い顔をしていた。

　伊織を狙ねらう何者かをおびき出して捕つかまえる今回の計画──そもそも彼女が発案したものだ。

　失敗の責任はすべて彼女にあった。

　これまで細かいミスは経験がある瀬理も、このレベルの大失態は久しぶりだった。

　久しく忘れていた失敗の味がこんなにも苦かったとは──今はこの苦く汁じゆうを嚙かみしめるしかなかった。

　瀬理は無言で反省した。

　考えが浅かったこと、判断を誤ったこと。

　方々に迷惑をかけ、それなのになんの成果も得られていない。

　入社したばかりの新人がやらかしそうなミスではないか。

　これが何万という部下を背負って立つ総そう帥すいなんてお笑いだ。

　今すぐ退任して高校生からやり直してしまおうか。

　そうして自己批判を続けることきっかり五分。




「…………よし！　終わり！」

　それまでの沈しずんだ表情から一変し、その目にはまた力強さが戻もどっていた。

　どんなミスをしても落ち込むのは五分だけ──それが彼女が自分で決めたルールだった。

　今回はミスが大きいだけに五分で頭を切り換かえられるか不安だったが──もう身に染しみついた習慣は、彼女を自然と現実に連れ戻した。




　後こう悔かいしても失敗は取り消せない。

　失敗を取り戻せるのは成果だけ。

　ならば成果を出すために頭を使うべきだ。

　これが彼女の生き方だった。

　須賀沢財ざい閥ばつ総帥、須賀沢瀬理という人間の姿だった。

　彼女のそばに居る者なら誰でも知っている──いや、ANIBメンバーだけが知らない顔があった。

「さて……これからどうするべき、か……」

　瀬理が思考の海に沈んでいると、不意に電話が鳴った。

「この着信音は……勇巳？　珍めずらしいこともあるものね……」

　今までかけてくれたことなかったのに、と不思議に思いつつ、電話に出る。

「あたしよ。どうしたのいさ……」

『──っ！　────ッ!?　──っ！！！』

　一瞬、なにを言っているのか聞き取れなかった。

「落ち着いて勇巳。そんなに怒ど鳴なられても分からないわ」

　向こうの興奮をなだめるように、瀬理はあくまで平静を保った。

　やがて、電話の向こうからそれを告げられた。

　その瞬しゆん間かんに瀬理は、




「…………分かった。考える」




　自分でも意外なほど落ち着いた声が出てきた。

「……うん、うん。伊織ちゃんに手は出させない。絶対守る。約束する」

　それから短い会話をいくつかやりとりして、瀬理は通話を切った。

　大きく息を吸って、吐はいて──それを何度も繰くり返す。

　動どう揺ようを抑おさえるためではない。

　興奮を静めるために。

「さあ考えなさい、須賀沢瀬理……」

　彼女の瞳ひとみに力強い──力強すぎる光が宿った。

「あんたにしかできないことがあるはずなんだから……」








四章　妹はお兄ちゃんと一いつ緒しよにすごすことになったのです









「伊い織おりちゃんには避ひ難なんしてもらいましょう」

　ANIBメンバーが秋あき月づき家に集まったある日、瀬せ理りはこう切り出した。

「参観日の時にあれだけ厳重に監かん視ししても、不ふ審しん者の侵しん入にゆうを防げなかった……相手は単に伊織ちゃんに興味を持ってる変質者じゃないわ。頭が切れるし用心深い。変態っていう点を除けば優ゆう秀しゆうなやつよ」

　問題の解決には時間と手間がかかると瀬理は判断していた。

「しかしどこに避難するのだ？　避難したところで狙われ続けるのは変わらないぞ？」

「それにどこへ逃にげたところで、登下校時を狙われるのは同じですわ」

　久く遠おんとテレサが疑問を呈ていす。

　それも瀬理は想定内だったようで、

「だからね……登下校しなければいいのよ」

　一瞬、誰だれもその意味が分からなかった。

「すまん……どういうことだ？」

「伊織が学校をお休みするのですか？」

　秋月兄妹きようだいもちんぷんかんぷんである。

　ずっと家にこもっていろというのか。

　そんな疑問に答えるように瀬理が言った。

「勇いさ巳みと伊織ちゃんには響ひびき台だい学園に引ひっ越こしてもらいます」

「引っ越す……？」

「そ。校舎を増築して、生活できるように改造しているわ。明日には完成させるから」

　なおも理解が追いつかない勇巳に対し、久遠とテレサは合点がいったようで、

「なるほど。あそこからなら小学校まで二分とかからない」

「登下校の時の危険はぐっと減るというわけですわね」

　道路一本を挟はさんで隣となり合う利点を活用している。

　それに生徒や教師の目も多い。変な男が近づけば目立つだろう。

「その間に街の大おお掃そう除じをやるわ。不審者の洗い出し、目もく撃げき情報の収集、絞しぼり込み……須す賀が沢さわの総力で捕まえてやるんだから」

　意気込む瀬理の鼻息は荒あらい。

　授業参観での失敗を取り戻そうと、コストも手間も度外視な作戦だった。

「しかし伊織殿どのが響台学園から通うとなると、各方面の説得が必要となるぞ？　不審者のことを公おおやけにして理由にするわけにも……」

「大だい丈じよう夫ぶよ。秋月家が実は欠けつ陥かん住宅ってことにするから」

　あっけらかんと瀬理が言った。

「いきなり自宅に住めなくなった秋月兄妹は、ご両親もいなくて途と方ほうに暮れて、そこに須賀沢が手を差し伸のべたってシナリオよ」

「また無茶な計画を……」

　つくづく強引な瀬理に勇巳もむしろ感心してしまった。

　目的のために、無理で道理をひき殺すような実行力である。

　それに響台学園なら完全に瀬理のテリトリーだ。

　伊織の無事を願うなら、これ以上に安全な場所はない。

「伊織、お家に住めなくなるですか？」

　不安そうな瞳が兄をじっと見つめていた。

　そんな妹の髪かみを勇巳がそっとなでる。

「大丈夫だよ。ほとぼりが冷めれば帰れるし、俺も一緒に寝ね泊とまりするから」

「お兄ちゃんと一緒……。それなら頑がん張ばるのです」

　普ふ通つうの子供ならぐずったりするかもしれない。

　しかし伊織は『これも自分のためにやってくれたこと』と辛しん抱ぼう強づよく我が慢まんした。

　その健けな気げな強さに誰もが感心し、ほっこりした気持ちになった。

「それじゃ、話もまとまったところで……」

　瀬理がまとめに入った。




「この家、壊こわしちゃうわね」




『なんでっ!?』

　秋月兄妹が思わず立ち上がった。

　しかし瀬理はそんな二人の方が意外だとでもいう感じで、

「だって欠陥住宅ってことにするのよ？　遅おそかれ早かれ建て直しが必要になるんだから、だったらさっさと壊しちゃった方がいいじゃない」

「だからって壊すのか!?」

「実際に壊れた方が、学校で暮らすことに説得力があるじゃない。急なことだったし仕方ないよね……みたいな」

「そうかもしれないけど……しれないけどっ！」

　乱暴を通り越して暴君の理論だった。

「あのね勇巳、よく聞いて」

　冷静になれと諭さとすように瀬理が言った。

「こういうのは中ちゆう途と半はん端ぱじゃダメなの。やるときは徹てつ底てい的に、騙だますなら徹底的に。秋月家を欠陥住宅にするなら、それを示すために壊しちゃう……ここまでやらなきゃ意味ないわ」

　真しん剣けんな眼まな差ざしで秋月兄妹を正視する。

　瀬理は本気でこの家を壊すつもりだった。

「ちゃんと家財道具一式は事前に持ち出すし、立て直す時は完かん璧ぺきに元通りに復元すると約束するわ。須賀沢の持てる建築技術を総結集する……なんだったら柱のキズから壁かべ紙がみのたわみまで再現するわ」

「本気出しすぎだろ……」

「怖こわいのです、お金持ちって怖いのです……」

　勇巳と伊織はそろって言葉を失った。

　そこまでするか、と瀬理の決断に圧あつ倒とうされていた。

「……伊織、それでいいか？」

　勇巳が問いかけた。

　彼自身も我が家に思い入れはあるが、それを大切にするあまり、伊織を守るという最も大切な目的が中途半端になってはいけないと分かっていた。

　後で建て直してくれるし、伊織が無事なら我が家が壊されても仕方ないと割り切れる。

　だが伊織はどうだろう。

　そんな冷静に諦あきらめられるだろうか。

　八歳の女の子には重すぎる選せん択たくだった。

「伊織は……」

　その瞳が困こん惑わくがちに泳ぐ。

　家を壊されるというまさかの事態を受け入れるのに、しばらく時間を要した。

　そんな少女を勇巳も瀬理も待ち続けた。

　急せかすことなく、自分で意見するのを待った。

　やがて、彼女の手が勇巳の手を強く握にぎった。

　反射的に勇巳はその手を握り返す。

　すると安心したかのようにその手から強こわばりが消えた。

「…………伊織の帰る場所はお兄ちゃんのいる場所なのです」

　小さな声で、でもはっきりした声で言った。

「お家がなくなっても……お兄ちゃんが一緒なら伊織は大丈夫なのです」

　どうやら懸けん案あんは解決したようだった。

「それじゃ、必要な荷物をまとめてくれる？　学校に持っていく物が決まったら、残りの家具や衣類はあたしの方で持ち出す手はずを整えるから」

「分かった。でも一晩でできるのか？」

　勇巳はそれだけが気がかりだった。

　これから必要な物をそろえるだけで夜までかかる。

　そこから家財を持ち出して家を取り壊すとなると夜中だ。

　そんな時間に重機があれこれ仕事をしていたら絶対にご近所に気づかれる。

「騒さわぎになったらいろいろと面めん倒どうになるんじゃ……」

「あたしは須賀沢よ？」

　侮あなどるなかれと瀬理が胸を張った。

「主な柱を切断した後で一気に上から潰つぶすわ。だから音が出るのはその時だけ。それでもって、その時間に合わせてこの上空にヘリを飛ばすの」

「ヘリの騒そう音おんでかき消すってことか」

「そ。近所の住人は目を覚ますでしょうけど、迷めい惑わくなヘリが飛んでるだけだって勘かん違ちがいするでしょうね」

　そして朝になったら秋月さんの家が倒とう壊かい──いつの間にこうなったと疑問に思うだろうが、まさか意図的に壊したとは疑うまい。

「おまえ……けっこうちゃんと考えるんだな」

　甘えてくる時の傍ぼう若じやく無ぶ人じんっぷりしか知らない勇巳には、こうして理路整然と語る瀬理の姿が新しん鮮せんに見えた。

　まあ、今回もやっていることはなかなか傍若無人なのだが。

「んっふっふ……見直した？」

「まあな」

「いいのよ、甘やかしても？」

　さあどうぞ、瀬理が勇巳にすり寄る。

「そういうところは相変わらずだな……」

「なによもう……。そこは『よくやったぞ』ってなでなでするところよ？」

　ぷくっと頰ほおを膨ふくらませてふてくされる。

　さっきの真ま面じ目めな瀬理とは大おお違ちがいだ。

（どっちが本当のこいつなんだか……。いや、両方か）

　ギャップに呆あきれる勇巳だった。

「ずるいです瀬理様！　抜ぬけ駆がけずるいっ！」

「そうだぞ勇巳！　えこひいきは良くない！　い、いや……わたしは甘やかしてもらわなくてもいいのだが……。でもなんか気に入らないぞ！」

　テレサが自分もと勇巳に飛びかかる。

　久遠はというと、瀬理が甘やかされるのは羨うらやましいけど自分が甘えるのはやっぱり恥はずかしい──と知らず知らずのうちに複雑な乙女おとめ心ごころで控ひかえめに抗こう議ぎしていた。

「さっきまで真面目な話をしてたってのに……」

　瀬理とテレサの執しつ拗ような甘やかせビームと久遠のジト目にさらされながら、勇巳はやれやれと三人の頭を順番になでていった。

　そんな光景を眺ながめていた伊織は、

「はぁ……ホントにこの人たちは正体不明なのです」

　大人っぽかったり子供っぽかったり、ころころ表情を変える三人娘むすめを遠い目で眺めていた。




　かくしてその夜。

　秋月家はご近所の誰だれも知らないうちに、木こっ端ぱ微み塵じんに破は壊かいされた。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






　こうして秋月兄妹きようだいは響台学園の校舎の一角で生活を始めることとなった。

　最初こそ二人は、そのまま自宅の場所だけが高校に移動したような生活になると考えていた。

　登下校にかかる時間がなくなるくらいだと思っていた。

　しかし、それは大きな間違いだとすぐに気づかされる。

　忘れてはいけない──ここには例の三人娘がいるのだ。

　彼女たちが放課後に素す直なおに帰宅するわけがない。

　すぐそこで勇巳が寝ね起おきするというのに、大人しく自分の家に帰るわけがない。

　秋月家として増築されたはずのそこは──むしろANIB家となっていたのだ。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






　高校に引ひっ越こしてきて初めて迎むかえる朝。

　自室としてあてがわれた教室で寝ていた勇巳は、妙みような息苦しさで目を覚ました。

　ベッドから身体からだを起こそうとして──失敗した。

「な、なんだ……？」

　不思議に思って身体を起こしてみるが、右半身が言うことを聞かない。

　見れば右みぎ腕うでがぐいと横に伸のびていて、その上に被かぶさった布ふ団とんがこんもりと盛り上がっている。

　そして腕に感じるほのかな重み。

「なんだよ……」

　勇巳は寝ぼけ眼まなこで布団をめくった。

「すーすー……んんっ、んー……」

　まるでそこにいるのが当然のように、勇巳の腕を枕まくらにして瀬理が寝ていた。

　可愛かわいい黄色のパジャマ姿で無防備な寝顔をさらしている。

「な……ななっ……」

　気持ちよさそうな寝息に耳をくすぐられる。

　生暖かい吐と息いきが首筋をなで上げてくる。

　瞬しゆん時じに覚かく醒せいした勇巳の脳みそが状じよう況きようを理解した。

「なんでおまえがいるんだ!?」

　思わず大声になる。

　それが耳に刺ささったのか瀬理が眉まゆをひそめた。

　ややあって、彼女のまぶたがゆっくりと開く。

「……おはよぉ」

「なんでいるんだよ!?」

「大声出さないでよもぉ……」

　瀬理がまぶたをこすりながら抗議してくるが勇巳はそれどころではない。

「なにしてやがる!?」

「見ての通りぃ……添そい寝ぇ……」

「なんでっ!?」

「いいでしょ別にぃ……むにゃ」

「いいわけあるかーっ！」

　勇巳は起き上がる勢いのまま腕を引き抜いた。

　弾はずみで瀬理の身体がごろんとベッドから転げ落ちた。

「んもぉ……なんなのよぉ……」

　まだ頭が働いていない瀬理が間延びした声で文句をもらす。

　もぞもぞと起き上がってまた勇巳の腕を枕に眠ねむろうとする。

「お兄ちゃ～ん……どうしたのですかぁ……？」

　先ほどの大声で起きてしまったのか、ドアの向こうから伊織の声が聞こえた。

「伊織!?　ちょ、ちょっと待て……っ!!」

　咄とつ嗟さに瀬理を押しのけようとした勇巳だったが、逆に腕を取られてベッドに押し倒たおされてしまった。

「ん～……温かいぃ～……」

「起きろこの甘えん坊ぼう！」

　そうこうしているうちに無情にもドアが開いてしまった。

　ぽわぽわした顔の伊織が兄の姿を目にする。

　ゆっくりと──ゆっくりと伊織の表情が引き締しまっていった。

「…………おはようございます」

「お、おはよう……」

「朝から楽しそうですね、お兄ちゃん？」

「い、いやー……これも意外と疲つかれるもんで……」

「ふーん……なのです」

　妹のジト目が兄を貫つらぬく。

「おい瀬理！　いい加減に起きろって！」

「起きてるぅ……起きてるわよぉ～」

　それからしばらく、伊織にねっとりと観察されながら勇巳と瀬理は絡からみ合っていた。




「ちょっとくらい大目に見てくれてもいいじゃない……ぶつぶつ」

　たたき起こされた瀬理がパジャマのまま文句をたれていた。

　今はキッチンで伊織が朝ご飯を作っていて、隣となりのリビングで勇巳がお説教中である。

　部屋の作りは教室なのに、そこにキッチンとリビングがあるという、なんともミスマッチな空間だった。

「いろいろと用意したのに……。ご褒ほう美びくらいあってもいいじゃない……」

「おまえには感謝してる。でもそれとこれとは別の話だ」

　勇巳はこんこんと瀬理に説いた。

　見境なく男の寝ね床どこに忍しのび込まないこと。

　パジャマ姿ですりすりしないこと。

　勝手に腕を枕にしないこと。

　まるで妹の夜遊びを咎とがめるお兄ちゃんだった。

　そんな二人のやり取りに伊織は聞き耳を立てていた。

（良かったのです……。瀬理さんはまだなのです……）

　瀬理は妹として甘えることしか頭にない。

　勇巳も瀬理を妹として接している。

　そこに男女の甘あま酸ずっぱいあれこれはない──伊織は密ひそかに胸をなで下ろしていた。

　もしもこれが瀬理ではなく久遠だったなら、もっと厳重に抗議せねばならなかっただろう。

「それにしても上等なキッチンなのです……伊織のお家よりもずっと豪ごう華かなのです……」

　須賀沢財ざい閥ばつによって改造された新秋月家は、なにからなにまで高級品ばかりだった。

　フライパンは軽くて火の通りも早いし、お鍋なべは鏡みたいに磨みがき上げられている。

　大きな冷蔵庫にはいろんなお肉や魚や野菜がそろっているし、調味料の棚たなには見たことない文字の香こう辛しん料りようがずらりと並んでいた。

　高級レストランのキッチンにも引けを取らないだろう。

「ここまでバッチリ準備されても困るのです……」

　伊織はいつもより少しだけ緊きん張ちようしながら、普ふ通つうに作って普通に味付けしたスクランブルエッグを皿に移した。




　三人はそろって朝食──ちゃんと瀬理の分も用意した──を取り始めた。

「それじゃ食べながら聞いて。今後のことについて説明しておくわ」

　ウインナーをかじりながらパジャマ姿の瀬理が切り出した。

「校舎の端はじっこを横に延ばして教室を三つ追加したわ。勇巳の教室と伊織ちゃんの教室、それからここね」

「自分の部屋が教室って言われるのは変な気分だ……」

「伊織もなのです……」

　しかも以前の自室より何倍も広い。

　慣れるのにしばらくかかりそうだった。

　いや、慣れてしまう前に帰れることがベストなのだが。

「さすがに突とつ貫かんだったからね……。そこは勘かん弁べんして」

　一晩で校舎を増築するだけでも大変な工事だっただろう。

　それが分かっている二人は黙だまって頷うなずいた。

「んで、伊織ちゃんにはここから登校してもらうわ。登下校で外を歩く時間は五分もないけど、須賀沢がしっかりガードするから安心して」

「むぐむぐ……分かったのです」

　パンを頰ほお張ばりながら伊織が答える。

「不ふ審しん者の洗い出しには、おそらく一週間はかかるわ。探すだけでさすがにこのくらいはかかっちゃうの……ごめんね」

「むしろ一週間で終わるってことに驚おどろきだよ」

　感心する勇巳に瀬理は肩かたをすくめた。

「授業参観の時にテレサが録画してた映像があるからね。あの日に伊織ちゃんに近づいた人物の顔があらかじめ割れてるから大助かり」

　瀬理は自信をにじませた。

　伊織を保護して安全を確保した以上、もう遠えん慮りよはいらない。

　彼女に近づいたすべての男の身元を洗い出し、必ず見つけ出す。

　須賀沢に同じ失敗は許されないのである。

「ん……。質問があるのです」

　ごくりと牛乳を飲み干した伊織が身を乗り出す。

「学校が終わって遊びに行くのはダメなのですか？」

「あー……それね……」

　瀬理は申し訳なさそうに目を伏ふせた。

　やっぱり来ちゃったか、という感じで。

「うん……。ゴメンだけど、一週間だけ我が慢まんして」

　小学生に放課後に遊ぶなというのも酷こくな話である。

　それが分かっているから瀬理もしゅんとしていた。

「小学校の中で遊ぶなら大だい丈じよう夫ぶだから、それで我慢してくれる？」

「ん……分かったのです」

　伊織は素す直なおに頷いた。

　彼女も事態は理解している。

　遊びたいと駄だ々だをこねたところで、瀬理を困らせるだけでなく、勇巳にも迷めい惑わくをかけると分かっていた。

　──と、瀬理と伊織がやり取りするのを聞いていた勇巳が、

「……俺はなにもしなくていいのか？」

　伊織にばかり我慢を強しいるのはかわいそうだと尋たずねた。

「できることはないわ。あったとしてもあたしが手配した方が早いだろうし」

「そ、そうか……」

　なんだか疎そ外がい感を感じてしまう勇巳だった。

　伊織のために瀬理がこんなにも苦労している。

　伊織も文句も言わず従っている。

　自分にできることはないものかと、黙っていられなかった。

「…………あ、そういえばあるかも」

「ホントか！」

　瀬理の呟つぶやきに勇巳が飛びついた。

「教えてくれ、なんだってやるぞ！」

　自分も伊織のために役に立てると意気込む。

「…………ホント？」

　瀬理が驚いたように問い返す。

「もちろんだ！」

「伊織もお兄ちゃんに助けてもらえたら、もっともっと頑がん張ばれるのです！」

　勇巳と伊織がそろって声を弾ませた。

　妹のためならなんだってやる。

　お兄ちゃんのためならなんだって我慢する。

　そんなうるわしい兄妹きようだい愛を目にした瀬理は、

「へぇ……。まさか後でウソとか言わないわよね？」

　イタズラっぽく微笑ほほえんだ。

　その笑顔に──二人は自分たちのミスを悟さとった。

　自分たちが相手にしているのは須賀沢財閥の総そう帥すいであると同時に、この世で最も財力を振ふりかざすワガママ妹だということを忘れていた。

　そんな兄妹を前に瀬理が満面の笑顔を浮うかべた。

「それじゃこれから勇巳は毎日、あたしと添そい寝ねすること！」

『やっぱり!?』

　後こう悔かいするがもう遅おそかった。

「ほらほら、勇巳があたしを甘やかしてくれたら、きっとあたしの仕事も捗はかどると思うわけよ。これって伊織ちゃんのためになると思わない？」

「ぐっ……ぬぅ……」

　痛いところを突つかれてしまった。

　確かに瀬理がその敏びん腕わんを存分に振るってくれれば、心強いことこの上ない。

　そう考えれば断る理由はないはずだ。

「うぅ……。ず、ずるいのです……」

　それが分かっているだけに、伊織も唸うなるしかなかった。

　瀬理が勇巳に甘えまくるのを、自ら認めてしまったのだ。

「あ、やっぱり追加しちゃお」

「なんだと!?」

「欲よく張ばりさんなのですっ！」

　秋月兄妹の抗こう議ぎもどこ吹ふく風な瀬理の要求はエスカレートする。

「まず三食一いつ緒しよに取ること。あとお風ふ呂ろも一緒かな。それからあーんも忘れずに！　そうだ、なでなでが一日に三十回を下回ったら勇巳の方からあたしのところに来るってのも追加ね！」

「どんだけなでられたいんだ!?」

「お兄ちゃんになでられたくない妹なんていないわ！」

「……そ、そうなのか？」

　あまりに堂々と宣言されてしまい、勇巳は思わず横目で伊織を見てしまった。

　そういえば伊織をなでなでする機会は少ないかも──と思ってしまう。

　そんな兄の考えを悟ったのか、伊織はもじもじと俯うつむいてしまった。

「ほら、そうと決まれば早さつ速そく！」

　瀬理が席を立ったかと思うと、そのまま勇巳の膝ひざへとダイブしてきた。

　彼の膝の上に横座りになり、腕うでを首に回してしなだれかかる。

「はい、あーん！」

「おまえに恥はじらいはないのか!?」

　柔やわらかい胸やお尻しりの感かん触しよくが勇巳を襲おそう。

　鎌かま首くびをもたげてくる煩ぼん悩のうをなんとか追い払はらった。

「あるわけないでしょ？」

「迷いがない!?」

「甘える時に遠慮するわけないじゃない！　はい、あーん！」

　瀬理が無む邪じや気きに口を開けてくる。

　もはや抵てい抗こうは無意味だった。

「はぁ……。はいはい、総帥様の仰おおせのままに……」

　観念した勇巳がスプーンで彼女の口元へとスクランブルエッグを運んだ。

「んっ……。んっふふ……」

　もうご満まん悦えつの瀬理である。頰ほおが緩ゆるみっぱなしだ。

　ワガママ全開の妹を前にお兄ちゃんである勇巳は、やれやれと『あーんマシーン』に徹てつしていた。

　そんな二人を前にした伊織はというと、ドキドキしながらその一挙手一投足に魅み入いっていた。

（大丈夫、大丈夫なのです……。ただ甘えていて、ただ甘やかしているだけなのです……）

　二人の間に特別な感情はない。

　恋こいもなければ愛もない。それだけだ。

　そう自分に言い聞かせることで、どうにか心を落ち着けることができた。

　もしこれが瀬理ではなく久遠だったなら──
















（…………止めに入っていたかもしれないのです）

　小学三年生にして誰だれよりも色恋に敏びん感かんになってしまった少女の苦労は大きかった。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






「…………というわけで、校舎の一部を増築しました」

　その日の授業前、微び妙みように横に長くなった校舎を疑問に思いながら登校してきた生徒たちを前に、緊きん急きゆう朝礼を開いた瀬理が告げた。

「ご自宅を失った秋月君はつらいでしょうが、学校が全力で支し援えんします。みなさんも秋月君を支えてあげてください。以上」

　瀬理の演説も見事だった。

　最初は俯き加か減げんで話し始め、最後には力強く生徒たちを見み渡わたす。

　わずかに声を詰つまらせ、涙なみだをこらえるように声を震ふるわせる。

　心から生徒に寄り添い、助けようという決意がにじみ出ていた。

　もはや、その秋月家を破は壊かいしたのが瀬理本人だと疑う要素などなかった。

「大変だな秋月……頑張れよ！」

「よかったなぁ……理事長が須賀沢さんで……うんうん」

「普ふ通つうの学校じゃこうはいかないよな……理事長に感謝しろよ？」

「さすが須賀沢財ざい閥ばつだよな……校舎の中におまえの住むところを、一晩で作っちゃうんだから」

「なにか足りない物があったら言ってくれ。できる限りのことをするからな」

　クラスメイトたちが口々に励はげましてきた。

　勇巳は申し訳ない気持ちになりながら、疑われないように衰すい弱じやくした顔を作った。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






　ほぼ同時刻の響台小学校の三年一組にて。

『えー、おりちゃんお家がなくなっちゃったのー？』

　ホームルームで担任の先生から伝えられた衝しよう撃げきの事実に驚おどろきの声が上がった。

「おりちゃん、大丈夫ー？」

「がっこーに住むってほんとーなのー？」

「なんかすごーい！」

　クラスメイトたちが伊織の席の周りに集まってきた。

　伊織は事前に練習したとおりに、落ち込んだ表情を作ってそれに応こたえた。

「伊織は平気なのです……いろいろ助けてもらってるのです」

　その弱った雰ふん囲い気きに『かわいそ～』と同情の視線が集まる。

（うぅ……なんか胸の奥がチクッて痛むのです……）

　実際のところ、伊織はほとんどショックを受けていない。

　自宅がなくなったのは確かだが、ちゃんと勇巳と暮らせるように配はい慮りよされている。

　むしろ高校に帰ることになった分だけ、登下校の時間が減って、勇巳とすごせる時間は増えるかもしれないのだ。

　いずれ家は元通りにしてもらえる。それまでの間は勇巳と一緒の時間が増える。

（なにも困ったことがないのです……）

　それなのにこうしてみんなから気を遣つかってもらうと──良心が小さく悲鳴を上げてしまうのだった。

「……おりちゃん、ひょっとして笑ってる？」

　いきなり顔を覗のぞき込まれた。

　きょとんとした南なん梨りの顔がすぐ近くにあった。

「えっ、な、なんなのです？」

「おりちゃんがなんか……笑ったみたいに見えて……」

「そそっ、そんなことないの……です」

　伊織は慌あわてて表情を作った。

　一番の仲良しなだけに、伊織の少しの変化も見み逃のがしてくれなかった。

（危なかったのです……）

　頑張って落ち込まなきゃ──小学三年生には難しい演技を要求されていた。








五章　妹はどんな時でも甘えん坊ぼうなのです









　勇いさ巳みは休み時間に教室を離はなれ、自分の部屋となっている教室に戻もどった。

「忘れ物した時には便利だよな、こういうの」

　そんなことを考えながらドアを開く。

「む、戻ってきたか……」

「ちょうどよかったですわ！」

　ドアの向こうにANIB三人娘むすめが侵しん入にゆうしていた。

　久く遠おんとテレサが迎むかえてくれるが、二人とも心なしか声にトゲがあった。

　その向こうでスーツに着き替がえた瀬せ理りがふくれっ面つらをしている。

「おまえら……ここは一応、俺の部屋だぞ？　プライバシーは……」

「そんなことどうでもいいのですわ！」

「そんなこと……」

　お兄ちゃんにプライバシーはないのである。

「勇巳様、どういうことですの？」

「どういうこと？」

「瀬理から聞いたぞ。優先的に甘えさせる約束をしたそうだな？」

　案の定の追つい及きゆうだった。

「あれは……瀬理にいろいろ世話になってるから……」

「わたくしだって頑がん張ばりましたわ！」

「わたしもだ。蔑ないがしろにされるのは心外だぞ」

　自分たちも授業参観の時は精せい一いつ杯ぱいの働きをしたのにとぶーぶー言ってきた。

「なによ……少しはあたしが特別になってもいいじゃない」

　とりわけ尽じん力りよくしたという自信があるだけに、平等に扱あつかわれるのは瀬理としても不満だった。

「おまえら……。そんなことでケンカするなよ」

　不ふ穏おんな雰囲気に勇巳は仲裁に入った。

　武力に財力に権力──彼女たちが本気で争ったら戦争になってしまう。

「ほら、なにしてほしいんだ。言ってみろ」

　もうすっかり慣れたもので、勇巳は『かかってこい』と言わんばかりに腕うでを広げた。

　同年代の女の子に甘えられて恥はずかしく感じていたのも今は昔だ。

　三人を妹として接すると決めたお兄ちゃんは肝きもが据すわってしまったのである。

「それではさっそく！」

「ちょっとテレサ！　今日くらいあたしに遠えん慮りよしなさいよっ！」

「瀬理様は朝にさんざん甘やかしていただいたのでしょう？　次はわたくしですわ！」

「朝は朝、今は今よっ！」

　テレサと瀬理が我先にと勇巳に駆かけ寄り、それぞれ彼の腕に抱だきつく。

　凶きよう悪あくなまでの大きな二つの膨ふくらみを押しつけられた勇巳だったが、どうせこの妹たちになにを注意しても聞いてくれないのだと、冷静にその感かん触しよくを受け流した。

「さあ、なでてくださいませ！」

「あたしは髪かみを梳すいて！」

「背中をとんとんってしてくださいませっ！」

「ほっぺたをさすって！」

　矢や継つぎ早ばやに要求が飛んできた。

（俺から両腕の自由を奪うばっておいてなにを……）

　甘えることに頭がいっぱいでダメな子となった二人に手を焼く。

　そこではたと、久遠の姿が目に入った。

　胸むな元もとに手を当てたまま顔を赤らめ、戸と惑まどいがちに視線を泳がせていた。

「そっか……。そうだったよな……」

　勇巳の悲しそうな声に我に返った瀬理とテレサが、同じく久遠の姿を見てハッとした。

「……ごめん久遠、あなたの病気のこと考えてなかった……」

「申し訳ありません、久遠様……」

　思い切り甘えたいのに勇巳を前にするとなぜか胸が苦しくなって、顔が熱くなってしまう原因不明の心の病──久遠が陥おちいった重じゆう篤とくな病のことを思い出したのだ。

「どうだ久遠、やっぱり甘える気分にはなれないか？」

　勇巳は心からの気き遣づかいを込こめて問いかけた。

「その……。すまない。やはりダメだ……」

　久遠は口くち惜おしそうに俯うつむいた。

「勇巳の顔をじっと見てしまうと……」

　久遠がゆっくりと彼の方へと顔を向ける。

　その潤うるんだ瞳ひとみが勇巳の顔を見つめた──途と端たん、胸の鼓こ動どうが大きく跳はね上がった。

　ズキンという痛みに似た刺し激げきが身体からだの中を貫つらぬいた。

　その衝撃があまりに力強くて息苦しくて──胸の奥の方が妙みようにぽかぽかするのが意味不明だったが──反射的に飛び退のいてしまった。

「む、無理だ！」

　高熱に浮うかされたような朱しゆに染まった顔で呟つぶやくのだった。

「瀬理、テレサ！　これでもどうにかできないのか!?」

　勇巳が悔くやしそうに呻うめいた。

「こんな……こんな苦しそうな久遠になにもしてやれないなんて……」

「……分かった。ダメ元だけどやってみる」

　彼の熱意に応えるように瀬理が言ってくれた。

「ホントか！」

「ええ、懇こん意いにしている名医がいるの。今は外国だから連れん絡らくしてみる」

「わたくしも、トライヤードの王室付のお医者様たちに声をかけてみますわ。このくらいしかできなくて心苦しい限りですが……」

「そんなことない！　ありがとな瀬理、テレサ！」

　久遠のためになにかしたい──その気持ちは二人も同じなのだと、勇巳も思わず感極きわまった。

「感謝する、瀬理、テレサ……」

　久遠もまた、自分のためにここまで悲しみを共有してくれる三人に目め頭がしらが熱くなった。

「ほら久遠、あたしたちは遠慮してあげるから」

「せめてものリハビリですわ」

　瀬理とテレサが勇巳の腕を解放する。

　自由になった勇巳は久遠へと歩み寄り、少し距きよ離りを空けて立ち止まった。

　そしてくるりと反転し、彼女に背中を向ける。

「久遠……ゆっくりと頑張ろう。ゆっくりと昔のおまえに戻っていこう」

　両手を広げながら『さあ甘えてくれ』と身をゆだねる。

「ありがとう勇巳……。ありがとう、みんな……」

　こみ上げてくる嬉うれしさに涙なみだを浮かべながら、久遠はそっと勇巳に近づいた。

　その震ふるえる指がゆっくりと伸のび──彼の指と絡からまった。

　最初は彼の手の甲こうをつんつん。

　やがて彼の親指をなぞるようにつーっと。

　そして何度かの深呼吸を繰くり返した後、その指が彼の親指をぎゅっと握にぎりしめた。

　これが今の久遠にできる精一杯の甘えん坊だった。




　伊い織おりがこの場にいたらあまりの茶番劇に卒そつ倒とうしていただろう。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






「おりちゃん！」

　放課後、ランドセルに教科書を詰つめていた伊織に南なん梨りが声をかけた。

「どっか遊びに行かない？　おりちゃんの行きたいとこでいーよ」

「え……いいの！」

「うん、だって最近おりちゃんと遊べてないもん」

「うぅ……それはごめんなさいなのです」

　甘えん坊三さん姉し妹まいが現れてからというもの、どうしても勇巳のことが気になってしまい、学校が終わるとすぐに帰ってしまうことが多い伊織だった。

　自宅に襲おそい掛かかる三姉妹に備えたり、響台学園に忍しのび込んだり、無人のショッピングセンターに乗り込んでいったり。

　なかなか友達のお誘さそいを受けている余よ裕ゆうがなかったのだ。

「じゃあね、えっと……」

　久しぶりにりーちゃんと遊べる──喜んだのもつかの間、今朝の瀬理の忠告を思い出した。




『外は出歩かないように』




「……どうしたの、おりちゃん？」

「…………ごめんなさいなのです。ダメなのです」

「えっ、どうして？」

　言えない──伊織は黙だまり込むしかなかった。

　まさか自分が変質者に狙ねらわれているなんて南梨に言えるわけがない。

　大切な友達にウソをつくしかなかった。

「きょ、今日は伊織が晩ばんご飯はんの当番だったのです！　すっかり忘れてたのです！」

「…………そっか。お兄ちゃんと二人きりだもんね……」

　南梨がしょぼんとした様子で肩かたを落とした。

　胸の奥がチクチク痛いのを必死に無視しながら伊織は席を立った。

「それじゃね、りーちゃん！」

「うん……。ばいばい、おりちゃん」

　力なく手を振ふる南梨に心の中で全力で謝りながら、伊織は響台学園へと帰って行った。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






　ところで。

　小学生と高校生とではどちらが早く授業が終わるか──もちろん小学生である。

　小学生が放課後のバカンスに出かけているころ、高校生は『これさえ終わればっ！』と最後の授業に耐たえているのが普ふ通つうだろう。

　そうなると、である。

　もしも学校終わりの小学生が独りで高校にやってきたとしたらどうなるだろうか。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






「な……なんか静かなのです……」

　伊織は寄り道せずに──寄り道するほどの距離もないが──響台学園へと帰ってきた。

　しかしまだ生徒たちは授業中だ。

　当然、教師のほとんども各担当教科の授業に出ている。

　不気味な静けさに包まれた校舎に伊織はごくりと息を吞のんだ。

　遠くからかすかに掛け声──体育の授業だろうか──が聞こえるだけで、自分の靴くつ音おとの方がはるかに大きい。

　一歩を踏ふみ出すごとに心細さで身が締しめ付けられた。

　これから毎日、小学校から帰ってきたらこんな感じなのだろうか──無む性しように怖こわくなってきた。

　そのせいだろうか、気づけば自宅として用意してもらった教室がある方ではなく、まだ授業が行われている教室の方へと足が向いていた。

「お兄ちゃんは……どの教室だったですか……」

　廊ろう下かに掲かかげられたクラス名を見ながら勇巳がいるはずの教室を目指す。

　教室の廊下側の窓ガラスが伊織の身長よりも高い場所にあり、幸いにも誰だれにも見つからずに探すことができた。

「えっと、えっと……」

　階段を上って廊下の端はしから端まで歩いたところで、ようやく伊織は勇巳がいるはずの二年三組を見つけた。

「お兄ちゃんは中にいるですか……？」

　んっと背せ伸のびをした伊織が教室の中を覗のぞき込む。

　窓まど際ぎわに着物姿が目立つ久遠がいて、その隣となりの席に勇巳が見えた。

（見つけたです！）

　ホッと安心した伊織は、そこで妙なことに気がついた。

　教室の中の高校生たちが一様にポカンと口を開けているのだ。

　そして彼らの視線は教きよう壇だんへと集まっている。

　どうしたのだろうとさらに身を乗り出した伊織が見たのは──ものすごい口論バトルの一幕だった。




『どうして瀬理様は分かってくださらないのですか!?』

『テレサが分からず屋なんでしょっ！　そっくりそのままお返しするわっ！』

『今朝は瀬理様が勇巳様のベッドに忍び込んだのです！　明日はわたくしの番ですわ！』

『それはあたしの特権なのっ！　頑がん張ばったあたしへのご褒ほう美びなのっ！』

『そんなのずるいですわっ！　勇巳様と毎朝ベッドを共にできるなら、わたくしだってすぐ近くに領事館の一つや二つ建てて勇巳様と伊織様を保護して差し上げたのにっ！』

『そんなの後の祭りよ！　世の中早い者勝ちなのよ！』

『そんなのあんまりですわっ！　わたくしにも勇巳様と添そい寝ねする権利をくださいませっ！』

『この学校で勇巳が寝ね泊とまりする限り、一いつ緒しよにベッドに入れるのはあたしだけよっ！』

『そこをなんとか！』

『却きやつ下か、没ぼつ、拒きよ否ひ、拒絶、否決、否定、ヤダ！』

『瀬理様のいじわるっ！』

　腕うで組ぐみして顎あごをそらす瀬理に対し、テレサが身み振ぶり手振りで言い返している。

　生徒たちの前でそんなこと言っていいのだろうか──と伊織は疑問に思わなかった。

　なにせ二人の会話はすべて英語で交かわされていたのだ。

　しかも舌が引きつりそうなほどの高速で。

　ただの高校二年生たちにその会話を聞き取れるリスニング力があるはずもなかった。

　もちろん伊織にもちんぷんかんぷんだ。

　二人が変な呪じゆ文もんを唱えているようにしか聞こえなかった。

（なにをやっているのです……？）

　やがて高速英語バトルが終わる。

　するとそれまでのケンカ腰ごしから一転、いつものキリッとした瀬理と淑しとやかなテレサに戻もどった。

「……ね？　今のを聞いて勉強になった？」

　瀬理が生徒たちの方に向き直って問いかけると、生徒たちは呆あつ気けに取られたまま震えるように首を振った。

　今度はテレサがいつもの柔にゆう和わな笑え顔がおで語りかける。

「英語は地道に学ばなければなりません。聞いて話して、書いて読んで……そういう努力が必要ですわ」

「そういうこと。じゃ、以上で『洋楽を聴きくことで英語はできるようになるか？』の質問への返答とします」

　この日最後の授業は──英会話だった。

　瀬理とテレサという、まさしく国際人の二人によるレッスンだ。

　もっとも実際は、勇巳と一緒に授業を受けたいから乗り込んじゃえ──という二人の打算が大いに働いた結果である。

　ANIBに遠えん慮りよという二文字はないのであった。

「…………あら、ひょっとして伊織ちゃん？」

　教壇に立っていた瀬理がドアの向こうから覗き込む伊織を見つけた。

　ビクッとなった伊織が逃にげる間もなく、瞬しゆん間かん移動した久遠がドアを開いた。

『わわっ！』とつんのめりながら伊織が姿を現す。

　瞬間、教室の中に歓かん喜きの絶ぜつ叫きようが渦うず巻まいた。

「ちょっとやだ、なに、可愛かわいいっ！」

「ランドセル背負ってる！　可愛い！」

「ちっちゃい！　ちっちゃい！　ちっちゃい！」

　自分たちの教室に幼女がやってくるというシチュエーションに、誰も彼もテンションが上がっていた。

　校庭に子犬が迷い込んできたようなノリである。

「うぅ……なんか怖いのです……。お兄ちゃんはどこですか……？」

　まさに衆目に晒さらされて怯おびえる子犬のごとく、伊織は必死にその姿を探した。

『お兄ちゃん!?　これが……妹！』

　そのワードに全員の視線が勇巳へと突つき刺ささり、とんぼ返りでまた伊織を貫かん通つうする。

　みんな世界で唯ゆい一いつの妹のことは知っていても、その姿をまじまじと見るのは初めてだった。

（あの時は伊織には人前に出ないようにしてもらってたからな……）

　クラスメイトたちの反応も仕方ないと諦あきらめつつ、勇巳は席を立って伊織を迎むかえに行った。

「どうした伊織、学校から帰ってきたのか？」

「で、です……。でも、静かで落ち着かなくて……。だからお兄ちゃんのとこに……」

「来ちゃったわけか……よしよし」

　今にも泣きそうな伊織の前にしゃがみ、その髪かみを梳すきながら、彼女に襲おそい掛かかる無数の眼まな差ざしからガードする。

「授業が終われば嫌いやでも騒さわがしくなるし、俺も帰れるけど……」

　それまで自宅、というか自教室で伊織を独りぼっちにするのは忍しのびない。

　ここで自分が早退してもいいが──

「…………そうだ」

　勇巳は瀬理の方に向き直った。

「授業が終わるまで伊織も一緒でいいか？」

　ざわっ、と教室が色めき立つ。
















「いいわよ。高校の授業を小学生が受けちゃいけないって法律はないし」

　瀬理もあっさりと許可する。

「それじゃ伊織、こっちおいで」

　妹の手を引いたお兄ちゃんが自分の席に戻る。

　そしてイスに腰かけた後、その膝ひざの上に伊織を乗っけた。

「お、お兄ちゃん！」

　もう教室中の視線が彼女に釘くぎ付づけだった。

　さすがに恥はずかしくなった伊織がジタバタと暴れる。

　ましてやこんな格好──現在絶賛お姉ちゃんを目指している少女には酷ひどい仕打ちである。

　仕打ちではあるのだが──優やさしく抱だきかかえられてトントンと背中をさすられると、どうにも怒おこる気持ちがわいてこないので困ってしまうのだった。

「大だい丈じよう夫ぶ。どうせすぐに誰も見てこなくなるよ……な？」

　勇巳はなんの打ち合わせをしたわけでもなく瀬理とテレサに目配せした。

　それだけで二人とも察したらしく、

「それでは次は普通の速さで会話をいたしますわ。後で内容について質問いたしますわね」

「答えられなかったら留年よ」

　そんなのありかよっ──とどよめきが起こるが、この理事長ならやりかねないと察し、慌あわてて二人の会話に集中する。

　あっという間に伊織は視線の束そく縛ばくから解放されていた。

「……な？」

「う、うん……」

　伊織は喜んでいいやら恥ずかしがっていいやら、いろんなことが同時に起こりすぎて頭がパンクしそうだった。

　それでも兄の体温を感じていると、次し第だいに落ち着きを取り戻していった。

「瀬理さんもテレサさんもすごいのです……」

　流ちょうな英語を駆く使しする二人に伊織がぽーっと呟つぶやく。

　もちろんなにを言っているか分からない。

　それでも感覚的に彼女たちがすごいというのを肌はだで感じた。

「お兄ちゃんにはなにをおしゃべりしているか分かるのですか？」

「まあ、今の速さならなんとか」

　お兄ちゃんスキルではトップレベルでも、リスニングスキルは凡ぼん庸ようなのである。

「どうにか単語を拾ってるくらいだよ。今の速さでこうなんだから、さっきのケンカみたいなやつはもうさっぱりで……」

「なんだ、勇巳には聞こえていなかったのか？」

　気づけば隣で久遠が驚おどろいたような顔をしていた。

「あの速さでどうやって聞き取れるんだよ」

　最後に瀬理がノーノー言っていたのはなんとなく分かったが。

「それとも久遠には聞き取れたのか……って、ないよな」

　彼女が卓たく越えつしているのは甘えスキルと剣けんの腕うでだけだ。

　英語のリスニングなどできるはずが──

「どちらが勇巳と一緒に寝るか、とケンカしていたぞ？」

　内容が内容だけに久遠が小声で囁ささやいた。

「ウソだろ……？」

　思わず疑う勇巳だったが、こんなことでウソをつくような久遠でもない。

　分からなければ素す直なおに分からないと答えるだろう。

　それなのに断言したということは、確かに聞き取っていたということだ。

「なんであれが理解できるんだよ……」

「ありえないのです、あんなの呪文なのです……」

　勇巳も伊織も絶句する。

「なに、耳でなく心で聞けば分かるぞ」

　心──その言い方に勇巳はピンときた。

　久遠がただならぬ能力を発揮する時、そこにはいつだって『お兄ちゃん』というキーワードがある。

　まさかお兄ちゃん絡がらみの話題だったから聞き取れたのでは──

「…………なあ久遠、ちなみに今の二人の会話は？」

　かなりゆっくりと、単語単語をはっきりと発音しながらしゃべる瀬理とテレサを一いち瞥べつした久遠は、

「さっぱり分からない」

　真ま面じ目めな顔で即そく答とうするのだった。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






　さて。

　伊織が授業中の教室にやってきたのは偶ぐう然ぜんである。

　これっきりのはずである。

　しかしこのハプニングを見み逃のがさない少女たちがいた。

『伊織ちゃんが心配だってこじつけて授業に乗り込んで、勇巳と一いつ緒しよに授業ができる！』

　そう思いついたとある財ざい閥ばつ総そう帥すいがいた。

『自宅が壊こわれた伊織様に寄り添そいたいという口実で、勇巳様と一緒の授業が受けられるではありませんか！』

　そう考えてしまったとある王女がいた。

『伊織殿どのがいてくれれば、隣となりの席に勇巳がいてもドキドキしない気がする』

　そう安心してしまったとある剣けん士しがいた。

　こうして少女たちの意見は、なんの打ち合わせをするまでもなくまとまってしまった。




『伊織ちゃんは学校が終わったら勇巳の教室に来るように』




　これなら伊織に寂さびしい思いもさせないし、自分たちも美味おいしい思いができる。

　実利と私し欲よくをどちらも満たせる妙みよう案あんだった。

　かくして、伊織の課外授業が始まった。

　それは確かに伊織の孤こ独どくを紛まぎらわせる良いアイデアであった。

　だが同時に──甘えん坊ぼう三さん姉し妹まいの安全装置が外れてしまうきっかけになってしまうのだった。








六章　【美術】妹はお兄ちゃんのことはなんでも知っていないといけないのです









　翌日、伊い織おりは放課後になると友達とのおしゃべりもそこそこに教室を飛び出した。

　急げば響ひびき台だい学園の最後の授業開始に間に合う。

（高校生のお勉強ってどんな感じなのかな……？）

　伊織とて、なんとなく難しそうなことをやっているのは分かる。

　きっと自分にはさっぱり理解できないのだと覚かく悟ごもしていた。

　それでも彼女は純じゆん粋すいにワクワクしていた。

　なにより、勇いさ巳みと一緒にいられるというのが無む性しように楽しみだった。

（学校でのお兄ちゃんが見れるです。伊織の知らないお兄ちゃんです……）

　今までも響台学園での勇巳を見たことはある伊織だったが、そのすべてはあの三姉妹が出現してから──つまりANIBの活動絡みである。

　しかし今回は違ちがう。

　普ふ通つうに行われている授業に参加するのだ。

　きっと別の顔をしたお兄ちゃんがいるはず──想像しただけで心が躍おどった。

（普ふ段だんのお兄ちゃん……）

　妹としてどれだけ長い時間をお兄ちゃんと一緒にすごしていても、学校生活だけは未知のテリトリーだ。

　学校の前でバイバイしてから自宅でお帰りなさいと言うまでの間の兄の姿を、妹が見る機会は少ない。

　どんな姿勢で授業を聞くのだろう。どのようにノートを取るのだろう。

　考えるだけで胸が高鳴った。

　自分の知らないお兄ちゃんの顔を見たくて仕方なかった。

（楽しみなのです！）

　伊織は気づかないうちにランドセルを弾はずませながらスキップしていた。




　ANIBの暗あん躍やくによってもはや普通の授業など行われないとは、露つゆほども知らずに。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






　この日の最後の授業は美術だった。

　伊織が勇巳のいる二年三組に到とう着ちやくすると、ちょうど休み時間で美術室への移動が始まっていた。

「お兄ちゃん！」

　伊織が勇巳の姿を見つけて、走る勢いそのままに腰こしに抱だき付く。

「どこか行くの？」

「美術室だよ。移動教室なんだ」

「びじゅつ……。図工とは違うのですか？」

「似たようなもんだよ。こっちは座学もあるけどな」

　芸術家たちの作品名を覚えてなんになるのだろう──という愚ぐ痴ちは伊織には早いので黙だまっておく。

　そんなやり取りをしている間も、周りの生徒たちが──特に男子──ため息混じりに伊織を眺ながめては、

「可愛かわいいなぁ……。なでさせてくれないかなぁ……」

「いいなぁ……、妹ほしいなぁ……」

「ちっちゃい……、ちっちゃい……」

　うわ言のように呟いていた。

（こいつらの中から変質者が生まれそうだ……）

　伊織の身体からだを危ない視線からそっと隠かくし、勇巳は密ひそかに警けい戒かいを厳にした。

「そうそう、瀬せ理りから預かってるものがあるぞ」

　勇巳が手にしていた紙かみ袋ぶくろを渡わたした。

「なんなのです？」

「制服だってさ。高校に通う以上は格好はしっかりしないと……だって。変なところで律りち儀ぎだよな」

「制服……お兄ちゃんと一緒の制服……」

　袋の中を覗のぞき込んだ伊織が「おぉー！」と目を輝かがやかせた。

「どこで着き替がえればいいですか？」

「そうだな……ちょうど美術室に移動して誰だれもいなくなるし、ここで着替えていいぞ」

　勇巳は誰もいなくなった自分の教室へと伊織を招いた。

　念のためカーテンを閉じてから外に出る。

「ここで待ってるから」

「はいなのです！」

　元気に返事する伊織を残して勇巳が廊ろう下かに出る。

　そして気づく──無数の男子が妙みように鼻息を荒あらくして教室の方を凝ぎよう視ししていることに。

「おまえら全員あっち向け！」

　勇巳の恫どう喝かつに男子が慌あわてて教室から顔を背そむけた。

「こっち見るなよ……見たら全力で怒おこるからな」

　静かに告げた声には言い知れない威い圧あつ感かんがあった。

　門番となった勇巳が目を光らせながらクラスメイトたちを監かん視しする。

　そして待つこと数分──

「着替えたのです！」

　教室のドアがガラッと開いた。

　響台学園の制服に身を包んでご満まん悦えつの伊織が現れた。

「どうですかお兄ちゃん！」

　その場でくるっと一回転する。

　その無む邪じや気きな喜びように誰もが目め尻じりを下げた。

「ん、似合ってるぞ」

　ちょっとダボダボだけどな、なんて無ぶ粋すいなことは言わないでおいた。
















「ホントですか？　えへへ……」

　大人っぽさへの憧あこがれが強い伊織には、これ以上ないお褒ほめの言葉だった。

「それじゃ行こうか」

「うん！」

　兄妹きようだい仲良く手をつないで廊下を歩く。

　その後ろ姿を男子たちがデレーっとした顔で眺めていた。




　校舎を出て渡り廊下を通り、別べつ棟むねにある美術室へと向かった。

　そして美術室まであと少しというところで、二人は奇き妙みようなものを見た。

　先に来ていた生徒たちが教室の外で棒立ちしているのだ。中に入るでもおしゃべりに勤いそしむでもなく、ただ茫ぼう然ぜんと教室の中を眺めている。

　不思議に思った勇巳が隙すき間まから中を覗くと──




　そこには巨きよ大だいな『考える人』の石像が鎮ちん座ざしていた。




　そのインパクトに勇巳も呆あつ気けに取られる。

　いつの間に？　ここは本当に美術室か？　誰がやった？　なんだこれは？　なぜここに？　どうやって持ってきた？

　お手本のような5W1Hの疑問が渦うず巻まく中、しかし『誰が？』だけはすぐに思い当たった。

　こんな突とつ拍ぴよう子しもないことをする人間はここには三人しかいない。

　おまけにこんな力ちから業わざができるのは──




「はいはい、みんな中に入って！」




　遅おくれてやってきた瀬理がパンパンと手を打つ。

　促うながされた生徒たちが、牧ぼく畜ちく犬けんに促された牛のように足早に美術室へと駆かけ込んだ。

「今日の美術は特別授業にしたわ。せっかく伊織ちゃんがいるんだし、ただの座学じゃつまんないもんね」

　あくまで伊織のためを謳うたう。

　だからこんなもの用意したのか──となんとなく納なつ得とくする雰ふん囲い気きが広がる中、いやいや待てと騙だまされないのが勇巳である。

（なにを企たくらんでるんだ……）

　ANIBの活動はあくまで秘密裏にやってきた。

　普段は表の地位や立場を守らなければならない彼女たちが、お兄ちゃんに甘えたい欲よつ求きゆうのはけ口になっているのがANIBである。

　だからこんな生徒たちの前で堂々と仕し掛かけてくるなんて思ってもいなかった。

「今日はこの石像のデッサンをやってもらうことにしたわ。ちなみに須す賀が沢さわの所有物だから触さわってもたたいてもオッケー。本物の芸術品ってものに接してもらいます」

　瀬理の言葉に『おぉ！』とどよめきが起こる。

　美術品に直じかに触る機会なんてまずない。どんな美術館でもたいていはノータッチが原則だ。

　それが今日はいくらでもおさわり大だい丈じよう夫ぶときた。

　普段は『美術なんてかったりー』と怠なまけていた生徒たちの目に、にわかに光が戻もどった。

「でも、せっかく本物に触ふれるんだからちゃんとした結果は出してもらうわよ？」

　そう言った瀬理が傍かたわらにあった機械をポンとたたいた。

　スキャナーみたいな箱とパソコンである。

「これは画像認にん証しようシステムよ。この中にあらかじめ、あらゆる方向からの石像の写真画像を入力してあります」

　なぜそんなものが、と勇巳たちが疑問に思う間もなく、瀬理から爆ばく弾だんが投下された。




「このシステムで一いつ致ち率が八十パーセント以上のデッサンを描えがかないと単位をあげません」

『そんなバカなっ!?』




　異口同音で悲鳴が上がった。

　芸術専門校でもなんでもない響台学園の、これまた普通の高校生たちである。

　そんな緻ち密みつなデッサンなどできるはずもない。

「制限時間はなし。できた人から今日の授業は終わりよ。終わらなかったら……まあ、ご両親にはあたしから連れん絡らくしてあげるわ」

　瀬理がニッコリと微笑ほほえむ。

　横暴だふざけるな──なんて文句が出てくることすら許さない、笑顔の脅きよう迫はくだった。

　しばしの静せい寂じやく。

　立ち尽つくす生徒たちは、やがて一人、また一人と石像に駆け寄よった。

　逃にげられない──ならば本気で挑いどむしかないと覚かく悟ごを決めたのだ。

「どこだ!?　どの角度が一番描きやすい!?」

「ちょっと押さないで！　あたしがこっちから描くんだから！」

「くそっ！　なんでこんな野や郎ろうの裸はだかをじっくり観察しなくちゃならないんだっ！」

　我先にと石像に群がり始める。

　単位をかけた生存バトルが勃ぼつ発ぱつしていた。

　そんな中で秋あき月づき兄妹はというと──

「お、お兄ちゃんは行かなくていいのですか？」

　石像に張り付いて蠢うごめく高校生に怯おびえながら伊織が尋たずねる。

「たぶん俺だけは別扱あつかいなんだ……悪い意味で」

　そんな予感とともに遠巻きにクラスメイトたちを眺めていた勇巳に、いつの間にか廊下に出ていた瀬理がドアの隙間から手招きしていた。

「ほらきた……」

　勇巳が重い足取りで瀬理に近づく。

「勇巳はこっち。伊織ちゃんも一いつ緒しよにね」

「やっぱりそういうことか……せめて放課後まで待てないのか？」

　いくら甘えたくなったからといって、クラスメイトに試練を与あたえてまで抜ぬけ出す必要があるのかと問う。

「勇巳を拉ら致ちするんじゃなくて、みんなの方を釘くぎ付づけにして隙を作る……なんか策士っぽくない？」

「ぽくない」

　どんなドヤ顔をされてもただの迷めい惑わくな甘えん坊ぼうである。

「それじゃ行くわよ」

「瀬理がここで見張ってなくていいのか？」

「大丈夫。あたしの言ったことを守らずに逃げる子なんていないでしょ？」

「……そりゃそうだ」

　須賀沢瀬理を相手にそんな命知らずな無茶はしないだろう。

「それで、俺はなにをするんだ？」

「やることはみんなと一緒よ……。ただし逆だけど」

　美術室を出た勇巳と伊織は隣となりの準備室へと案内された。

　ドアを開けた向こうには当たり前のようにテレサと、これまたいつの間に移動したのか久く遠おんが待ち構えていた。

「あたしたちがお兄ちゃんをデッサンするの」

　ドアを閉めながら瀬理が告げる。

　その言葉の真意を問うまでもなく、部屋の中の様子で勇巳も理解してしまった。

　中央にはステージのような台とイスが置かれている。

　さらに天てん井じようには蛍けい光こう灯とうとは別に照明がつり下げられていてステージを照らしている。

「俺が……デッサンされる？」

　それが甘えることとどうつながるのかと勇巳が首を傾かしげる。

「話すと長いんだけどね……」

　瀬理がふぅとため息をもらした。




「勇巳とベッドで添そい寝ねさせろってテレサがうるさいから勝負することになったの」




「短いな、おい」

　それだけでもう質問を重ねる必要はなくなった。

　要は上手にデッサンできた方が次の夜よ這ばいの権利を得るということだろう。

　まったくもって勇巳の意見などお構いなしだった。

「瀬理様ばかり幸せな思いをしてずるいです！　わたくしにも恩おん恵けいをっ！」

「……というわけ」

　ぐっと意気込むテレサに瀬理が肩かたをすくめた。

「ところで……久遠も参戦するのか？」

　まだ『甘えられない病』は治ち癒ゆしていないはずだったけど──と勇巳が尋ねると、久遠は困ったような顔をしながらも両手をグーにして、

「しょ、勝負とあっては逃げるわけにはいかないのだ、うむ！」

　剣けん士しとしての本能には逆らえないらしかった。

「まあいいや……」

　座っているだけで終わるのだ。

　あとは勝手に勝負して決着がつくのだから、いつものANIBの活動に比べれば楽なものである。

　そう楽観してステージに向かおうとした勇巳は──しかしぐいと手を引かれて立ち止まった。

　伊織がなにやら険しい表情で見つめていた。

「ど……どうした？」

「…………伊織もやるのです」

　静かに小さな声で、しかしはっきりと断言した。

「やるっておまえ……」

「伊織だってお兄ちゃんと一緒に寝たいのです！　それなのにお兄ちゃんはみんなばっかり甘やかして……ずるいのですっ！」

「いや、だって伊織は大人っぽくなりたいっていつも……。だから添い寝なんて……」

「それはそれ！　これはこれなのですっ！」

　レディーになりたい少女の葛かつ藤とうは難しいのだった。

「いいわ。それじゃ四人で勝負ね」

　瀬理が試合開始のゴングを鳴らした。
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　せっかくなので勇巳のポーズは『考える人』に決まった。

　イスに腰こし掛かけ前まえ屈かがみになり、右手で顎あごを支える。

（意外と体勢がつらい……）

　重心が前に来るので姿勢を維い持じするのも一苦労だった。

　そんな勇巳を取り囲むようにしてイスに座り、真っ白なキャンバスを前にした四人の妹はというと──

「もうちょっと脚あしの筋肉をしっかり、かな……」

「制服のしわが勝負所ですわね……」

　瀬理とテレサがなにやらぶつぶつ言いながら真しん剣けんにキャンバスと向き合っていた。

　二人とも画力にはそこそこ自信があった。

　幼い頃ころから将来のためにと鍛きたえられたのだ。財ざい閥ばつの跡あと取とり娘むすめと王女とあれば、絵の一つや二つに精通するのは当然だった。

　一方、そんな二人とは対照的なのが久遠と伊織である。

「……なんか変なのです」

　デッサンというよりも似顔絵みたいな勇巳を描いた伊織は、むむっと首を傾げたかと思うとキャンバスをポイッと捨てた。

　そしてまた新しいキャンバスを棚たなから持ってくる。

　彼女の周りにはもう何個ものキャンバスがポイ捨てされていた。

　どれだけ頑がん張ばっても八歳児の画力には限界があった。

　そして久遠はというと、

「…………」

　キャンバスはいまだに真っ白なままだった。

　彼女とて絵に自信があったわけではない。しかし気が向いた時に水すい墨ぼく画がを嗜たしなむくらいはしてきたのだ。

　それでもまったく筆が進まないのは──

「む、むぅ……。あっ！　うぅ……。むむむ……」

　勇巳の顔を見ようとして何度も何度も失敗していた。

　謎なぞの病により勇巳の顔をじっと見つめられない久遠にこの勝負、勝ち目はなかった。

　こうして自然と勝者は瀬理かテレサに絞しぼられていた。

「…………やっぱ見るだけじゃダメね」

　瀬理が席を立つとおもむろに勇巳に近寄った。

「ちょっと触さわるわね」

　言うが早いか、承しよう諾だくをもらう前にぺたぺたと勇巳に触ふれ始めた。

「お、おい……」

「動かないの」

　言い聞かせるように反論を封ふうじる。

　その間も瀬理の両手は勇巳の顔や腕うで、胸むな元もとや太もも、上から下までまさぐるようになで回していた。

（ちょっ……こいつ……）

　勇巳は全身を襲おそうくすぐったさと格かく闘とうしていた。

　なでろとかさすれとか、ポンポンしろとかあーんしろとか──これまではいつだって動くのは勇巳の方だった。

　迫せまられて仕方なくとはいえ、勇巳の方から彼女たちにアクションを取っていた。

　それが今度は逆だ。

　身じろぎ一つ許されないまま、無む抵てい抗こうでされるがまま。

　自分の身体からだを好き勝手にされるのは違い和わ感かんだらけだった。

　これが男女逆なら完全に警察沙ざ汰ただが、はたしてこれはどうなのだろう──

「ちょっと瀬理様！」

　テレサがすっくと立ち上がった。

　苛いら立だったような顔でずんずん向かってくる。

　よかった、これで助かる──そう安あん堵どした勇巳の耳に届いたのは、




「触って良いなら最初におっしゃってくださいませ！」




　そうだこいつもそっち側だった──勇巳の期待は刹せつ那なのうちに泡あわと消えた。

「二人ともいい加減にしろ！」

　瀬理もテレサも執しつ拗ように勇巳の顔をぺたぺた、腕をぺたぺた。

　とうとう脇わき腹ばらとか足の裏とか、絶対に描かかないところまで触り始めた。

「考える人の体勢だったらこんなとこ関係ないだろ！」

　そう正論を突つきつけてあげても暴走は止まらない。

　財閥の総そう帥すいと一国の王女様が、男子高校生の感かん触しよくを執拗に味わっていた。

「おまっ、少しは自重しろっ!?」

「これも勇巳様との添い寝のためですわ！　耐たえてくださいませ！」

「もう勝負なんて止やめて、二人で交こう互ごに寝るってことにすればいいだろ！」

「そんなのダメ。妹に妥だ協きようは許されないわ」

「どんな理り屈くつだっ!?」

　互たがいに自分が勇巳と一いつ緒しよに寝るのだと主張して止まない。
















　もはやデッサンの善し悪しで勝敗を決めるというよりも、ここで自分の匂においを勇巳により強くすりつけた方が勝者みたいな勢いだった。

「もっと……もっと勇巳様にわたくしの匂いを……っ！」

「勝つのはあたしよっ！」

「マーキングみたいなことしてんじゃないっ！」

　面めん倒どうくさい犬っころたちとのバトルはまだまだ続きそうだった。




　ところで、そんな三人の熱戦が繰くり広げられている一方では──

「ダメなのです……。なんかお兄ちゃんと違ちがうのです……」

　理想とする勇巳の姿とキャンバスに描かれた姿とのギャップに納なつ得とくいかない伊織は、まるで大巨きよ匠しようのように小さく首を振ふると、また新しいキャンバスを取りに行った。

　イメージの中の勇巳を描くことに必死で、目の前のお兄ちゃんの危機も目に入っていなかった。

　そして久遠はというと──

「よし、今度こそ勇巳を見るぞ、見るぞ…………。くぅ！　ダメだ！　どうしても勇巳の方を見れないっ！」

　もはやチラ見すらできなくなっていた。

　精神統一と挫ざ折せつの無限ループに陥おちいった彼女の耳に、勇巳の悲痛な叫さけびも届かない。

　持ち前の集中力の高さが完全にあだとなっていた。




　そして、こことは別に修しゆ羅ら場ばとなっている場所がもう一つ──




「だーっ！　七十三パーセント!?　これでもダメかよっ！」

「五十パーセントっ!?　さっきより下がったじゃない！　このスキャナー壊こわれてんじゃないのっ!?」

「ご、五パーセント……」

　美術室では二年三組の生徒たちが鬼き気き迫せまる形相でデッサンに没ぼつ頭とうしていた。

　実物の石像との一いつ致ち率りつ八十パーセントの壁かべは高く、まだ誰だれもクリアできていない。

　何度も描き直してはスキャナーに取り込み、そして赤点を食らうのだった。

「こんなの合格できるのかよ!?　美術部の恩おん田だなんて渾こん身しんのデッサンに十五パーセントって判定されて白くなってるぞ！」

「あいつ美大とか狙ねらってたよな……かわいそうに……」

「つか恩田が十五パーセントなのになんであいつが合格寸前なんだよ!?」

「もう合格基準がさっぱりだーっ!!」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの嵐あらしが吹ふき荒あれていた。
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　そして、とっくに放課後をすぎて辺りが暗くなってきた頃。

　まだ誰も帰れない悲ひ惨さんな状じよう況きように陥った美術室に瀬理が戻もどってきた。

『も、戻ってきた!?』

　どんな仕打ちを受けてしまうのかと、誰もが恐きよう怖ふに打ち震ふるえていた。

　すると瀬理は──ものすごく落ち込んだ表情を浮うかべて呟つぶやいた。




「…………負けちゃった」




　意味が分からず一同がポカンとする。

「ずるいわよ……テレサってば良い匂いがするんだもの……。生まれ持っての血が違うっていうのかしら……。あんなの普ふ通つうにして勝てるわけないじゃない……」

　げっそりと憔しよう悴すいした瀬理は、おもむろに画像認にん証しようシステムに近づくと──その合格基準を十パーセントに落とした。

「みんなごめんね……あたしにみんなを試ためすような資格なんてなかったわ……」

　自じ虐ぎやく的に呟き、そしてとぼとぼと美術室から出て行った。

　しばしの静せい寂じやくと停てい滞たい、そして緊きん張ちよう。

　やがてそれらが晴れた後、今まで絶望の淵ふちに追いやられていた面々が一気に息を吹き返した。

「十パーセントで合格!?　これなら帰れる！」

「さっきのデッサンどっか行っちゃった！　誰か踏ふんでないわよねっ!?」

「おぉ……恩田が立ち上がったぞ！」

「俺たちは生き残ったんだーっ!!」

　割れんばかりの歓かん喜きの雄お叫たけびが飛び交かう。

　そんな中、誰かがひときわ大きな声で吠ほえた。

「そっ……それでも合格できないんだけど──っ!?」








七章　【体育】プール掃そう除じには危険がいっぱいなのです









　その日ラストの授業は体育だった。

　しかしバスケットボールやソフトボールではない。

　担任教師がじゃんけんで負けたせいで、プール開きに備えて大おお掃そう除じを押し付けられていた。
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　体操服に着き替がえた二年三組の生徒たちがわらわらとプールに集合していた。

　半年以上、放置されていたプールには苔こけがこびりつき、プールサイドにも雑草が伸のび放題だった。

　これを一クラスだけできれいにするのだ。しかも授業時間内に終わらなければロスタイム突とつ入にゆうまで約束されてしまっている。

「せっかく伊い織おりが来たのに掃除なんてな……」

　水着の上から体操服を着た勇いさ巳みがぼやいた。

　今日は濡ぬれても汚よごれても大だい丈じよう夫ぶなように、クラス全員がこの格好である。

　伊織も体操服の下にスクール水着を着ていた。

「タイミングが悪いというか、なんというか……」

　今日は天気も良いのに、と勇巳がぼやいた。

　こんな時こそ瀬せ理りが理事長権限でどうにかすればいいのにと恨うらみ節だ。

　しかし伊織はそんな兄の心配をよそに、水の抜ぬけたプールを前に目を輝かがやかせていた。

「深いのです！　空っぽなのです！　汚きたないのです！」

　小学校のプールとは全然違う有様が新しん鮮せんだったのだ。

　特にプールの深さに驚おどろいたようで、プールサイドにぺたんと座り込むと、そこから底を覗のぞき込んで「おぉー！」としきりに歓かん声せいを上げていた。

「……まあいいか」

　伊織が楽しんでいるなら結果オーライだ。

　そんなことを考えていると、ふと久く遠おんが駆かけ足で近づいてきた。

　裸足はだしに体操服という、着物姿を見慣れた勇巳には珍めずらしい格好である。

「勇巳、少し尋たずねたいのだが……」

　小声で耳打ちしてきた。

「その……なぜ水着が必要だったのだ？」

　戸と惑まどったような面おも持もちだった。

「なぜって……濡れた時に備えてだぞ？」

「なら濡れなければいいのではないか？　濡れなければ、わざわざこんなものを身につける必要など……」

　もじもじと身体からだをよじる。

　心なしかほんのり顔が赤かった。

「落ち着かないのか？」

「う、うむ……水着が身体に張り付く感じが、どうにもくすぐったいのだ……」

　確かに着物とは感触が違うだろうと勇巳も同情した。

（それにしてもこいつ、今まで泳いだことはないのだろうか……）

　その時に水着はどうしていたのだろう。

　まさか──すっぽんぽんなのだろうか。

「……勇巳、どうしたぼーっとして？」

「すまん、なんでもない」

　不ふ埒らちな妄もう想そうをしてしまったと、勇巳はこっそり反省した。

「……そういえば、今は大丈夫なんだな」

　普通に久遠と顔を見て会話できていることに気づいた。

　ANIBの活動の時に決まって発病していたあの症しよう状じようが、今は影かげも形もない。

「うむ……不思議なのだ」

　久遠は困ったように眉まゆ根ねを寄せた。

「勇巳に甘えようとすると急に甘えられなくなるのだ。今はみんなもいるし甘えるつもりもない……そう思っている時は大丈夫なのだ」

「なんだそりゃ？」

「自分でも分からないのだ。でも……言った通りなのだ」

　胸の中に潜ひそむモヤモヤに振り回される久遠だった。

「ホント、厄やつ介かいな病気になったよな……」

　二人して悲しいような苦しいような、沈ちん痛つうな面持ちで顔を伏ふせる。

（…………これは鈍どん感かんさんってレベルじゃないのです）

　そんな姿を伊織だけが呆あきれ返って眺ながめていた。




「うん、集まってるわね」

　やがて瀬理がやってきた。遅おくれてテレサも姿を現す。

　二人とも体操服姿だった。

　高校生離ばなれした瑞みず々みずしい肉体が、体操服の胸むな元もとやらお尻しりやらを艶なまめかしく押し上げていた。

　テレサに至ってはあまりに立派なものをお持ちで、体操服の裾すそがひらひら浮いていた。

　その刺し激げき的な光景に男子の全員が見み惚とれ、女子の半数が茫ぼう然ぜんとし、残る半数の女子がぎゅっと目を瞑つぶって現実から逃とう避ひした。

「テレサ殿でん下かは実はこのようなプールを見るのは初めてとのことです。そこで今日は特別にお呼びしました」

「みなさま、頑がん張ばってくださいませ」

　持ち前の外そと面づらで二人が生徒たちを納なつ得とくさせる。

（よりによって掃除を見学しなくてもいいだろうに……）

　どうせANIB絡がらみでなにか企たくらんでいるのだろうと、勇巳は早くも諦あきらめモードに入った。

（伊織が独りぼっちにならなければそれで十分だしな）

　聞けば今日も伊織は変な気配を感じなかったらしい。

　まあ小学校からここまで距きよ離りもないし、瀬理のＳＰも遠巻きながら見守っている。

　妹を苦しめていた悪者が近くにいないなら、本来の目的はちゃんと達成している。

　後は無難に掃除が終わって、さっさと帰れれば──




「それじゃ二手に分かれて」

「人数は均等になるように。男女もなるべく同数ずつとなるようにお願いいたしますわ」




　さっさと帰して、くれるはずもなかった。

「そうそう、秋あき月づき君は除外ね」

「伊織様を守っていてくださいませ」

『……守るって!?』

　なにが始まるのかと戦せん々せん恐きよう々きようとする生徒たちが見守る中、にこやかな表情のままの瀬理とテレサが向かい合った。

　そして始まる高速英会話。

　微笑ほほえんだままの口元が怒ど濤とうの勢いで英単語を吐はき出し、相手にぶつける。

　傍はた目めにはケンカしているようにも、会話が弾はずんで止まらなくなったようにも見えた。

　誰だれもが会話の中身を理解できないまま、仕方なくチーム分けを始めていると──




「久遠、通訳」

「昨日の美術勝負じゃ納得いかない瀬理が再戦を挑いどんだらしい」




　今朝は静かに起きられたのはまだ勝負が続いていたからなのか──勇巳はなるほどと納得し、そして頭を抱かかえた。
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　二十五メートルプールの両サイドに生徒たちが固まっていた。

　前に立つ男子の手にはデッキブラシとビート板。

　後方に控ひかえる女子の手には水道のホース。

　それぞれのチームの最奥には瀬理とテレサが控える。

　そんな光景をプールサイドで勇巳と伊織が眺める。

　二人の隣となりには木刀を携たずさえた久遠──彼女が参加すると『味方した方が勝ってしまう』という飛ひ天てん御み剣つるぎ流りゆうみたいな理由で伊織の護衛に回っていた。




　そう、これから始まろうとしていたのはまさしく──合戦だった。




「楽しく遊んでプールもきれいになる……まさに一石二鳥ですわね」

「思う存分、遊びながら掃除してね」

　親玉の二人が相変わらずの微び笑しようのまま告げる。

（ウソつけ……。本気の勝負じゃないか……）

　どっちが添そい寝ねの権利を得るか決めるために、生徒たちを巻き込んでの大戦である。

「あのぉ……」

　女子の一人が遠えん慮りよがちに手を挙げた。

「ちなみにどうやったら勝ちなんですか……？」

　その質問に瀬理とテレサが同時に答えた。




「あっちのチームを蹴け散ちらしてテレサが降参したらよ」

「あちらのチームを蹴散らして瀬理様が降参したらですわ」




　あくまで普ふ通つうの声こわ音ねで、笑顔のままで、見えない火花を散らしまくっていた。

「そんなぁ……」

「マジでやりあうのか……？」

「この状態は……そうに決まってるよね……」

　まさかクラスメイト同士で対決するなんて思ってもいなかった面々に動どう揺ようの色が浮うかぶ。

　武器はブラシにビート板、そしてホースの水──それだけで危険というわけではないが、当たり所が悪ければ怪け我がをするかもしれないのだ。

　それにプールの底はぬめぬめしたままで動きづらい。

『普通に掃そう除じしようよ……』

　そんな無言の意見で生徒たちが一いつ致ちした時だった。




「あたしが勝ったらなんでも願いをかなえてあげる」

「わたくしが勝利した暁あかつきにはなんなりと願いをかなえて差し上げますわ」




　とんでもない燃料が投下された。

『ど、どんな願いでも……？』

　ごくり、と唾つばを飲み込む音があちこちから聞こえた。

「な、なんでもいいんですか？」

「もちろん。無む報ほう酬しゆうで働かせるなんて、そんなことしないわ」

「尽つくしてくれた者が富と名声を得るのは当然ですわ」

　瀬理とテレサが全肯こう定ていする。

　すると次々と質問が飛んだ。

「た、たとえばですけど……部の予算を倍増して、とか？」

「三倍でもオッケーよ」

「今度、泊とまりがけの合宿を予定してるんですけど！」

「最高級ホテルのスイートと、リムジンを用意いたしますわ」

「あ、あたし吹すい奏そう楽がく部ぶなんですけど、フルートの数が足りなくて！」

「総プラチナ製のものを用意するわ。足りないぶんだけ」

　もうなんでもござれだった。

　すると事情が変わってきた。

　それまで厭えん戦せん雰ふん囲い気きが漂ただよっていた高校生の顔に、確かな闘とう志しが芽生えた。

　ただの高校生が戦士に生まれ変わった瞬しゆん間かんだった。

「うっ……うぉぉぉぉ──っ!!　いくぞみんなーっ!!」

「やっちまえ──っ!!」

　掛かけ声とともに戦いの火ぶたが切って落とされた。




　戦せん端たんはホースからの放水によって開かれた。

　女子たちがホースを斜ななめ頭上に向け、水の出口を指でつまんで勢いをつけて放つ。

　さながら、川を挟はさんで矢を撃うち合うみたいだった。

「防ぼう御ぎよーっ！」

　男子たちがビート板を頭上に掲かかげ、自分と女子たちを放水から守る。

　たまに空中でお互たがいの放水がぶつかったりすると、そこで水が弾はじけて四散した。

　プールサイドで見守る勇巳と伊織にも容よう赦しやなく水しぶきは襲おそい掛かるのだが──

「せいっ！　はっ！　せやーっ!!」

　久遠がそのことごとくを木刀の風圧でたたき飛ばしてしまった。

（見えてんのかよ……水すい滴てき……）

　なるほど、濡ぬれなければいいと言ったのはこういうことか──勇巳はそんな場ば違ちがいな感心を抱いだきつつ、伊織に水しぶきが飛んでこないように彼女を背中に隠かくす。

　その時だった──ひときわ大量の水しぶきが勇巳たちに降り注いできた。

　勇巳が自分を盾たてにして伊織を守る。

　じとっと体操服が肌はだに張り付く感かん触しよくがした。

「わっ……わわっ……」

　久遠から可愛かわいらしい悲鳴が上がった。

　さすがに木刀一本では防ぎきれず、彼女の体操服もじっとり濡れていた。

　水着に加えて体操服まで肌に密着したのだろう。

　くすぐったさのダブルパンチにさすがの最強剣けん士しもお手上げのようだった。

「い、勇巳！　助けてくれっ！」

　水しぶきを防ごうと両手を振ふり回してあたふたしていた。

　それでも容赦なく彼女の体操服は濡れまくる。

　気づけばうっすらと下の水着が浮かび上がっていた。

「勇巳！　どうして無視するのだ！　こっちを見ろっ！」

「恥はじらえよ……」

　水着を見ろと堂々と迫せまってくる妹に手を焼くお兄ちゃんがいた。

「早く終わってくれないかな……」

　空を見上げれば雲行きが怪あやしい──残された時間はそれほど多くなさそうだった。




　放水が始まってしばらく。

　最初の快晴はどこへやら、曇どん天てんが辺りを覆おおいつつあった。

　やがてぽつり、ぽつりと雨あま粒つぶが落ち始める。

　まだ本降りには遠い、しかしいずれ確実に降ってくるだろうと予感させる降り方だ。

　まるでこのバトルの行く末を暗示するような、すっきりしない空模様である。

　その時、古代ギリシャのファランクスみたくブラシを携えた男子たちはというと──掃除をしていた。

「早く、早くきれいにするんだ！　前に進むんだっ！」

　足元があまりにぬめっていて容易に歩けないのだ。

　まして前方からは容赦なく放水が飛んでくる。

　彼らはビート板で頭上を防御しつつ、ブラシで必死にプールの底を磨みがいていた。

　ちょうどいい具合に水も流れてきて、ぬめりも落ちていった。

　そうやって、足元を確保しては前進し、またぬめりを落として前進し──を繰くり返していた。

　ゆっくりと、しかし確実に両軍が近づいていく。プールをきれいにしながら。

　そんな進軍を将たる瀬理とテレサが見守る。

　二人にしてみればこれはプライドを賭かけた戦いでもあった。

　須す賀が沢さわ財ざい閥ばつの総そう帥すいとトライヤード王国王女──どちらが民衆を率いるに優すぐれているかを競きそう争いであった。

　そして栄光を手に入れるのだ。

　勇巳と添い寝という栄光を。

　やがて──プールの底がピカピカになった。

「かかれぇ──っ!!」

　ついに接せつ触しよくした男子たちが、金に飢うえた顔でブラシを突つき出した。

「うわっ!?」

「汚きたねぇ!!」

　ふんだんに汚よごれをこそぎ取ったブラシはこれ以上ない武器となった。

　緑色のゲルが体操服を汚し、茶色いしぶきが飛び交かう。

「ひっ……怯ひるむな──!!」

　こうなったら腕わん力りよくは関係ない。

　ドロドロなったブラシを前にして、それでも前進を続けられるかどうかの根こん競くらべだった。

　さて、一方で弓兵ならぬ放水兵となった女子たちはというと──

「なによ！　ちょっとスタイルいいからって！」

「見せつけないでよっ！　悲しくなるじゃないっ!!」

「よこせっ！　その胸のお肉よこせっ！　お腹なかのお肉あげるからーっ！」

　いつしか瀬理とテレサへの直接攻こう撃げきを始めていた。

　お金の誘ゆう惑わくを前に乙女おとめの恥じらいを忘れた彼女たちは、日ごろから心の奥底に押し込んできた鬱うつ憤ぷんとか不満とか嫉しつ妬とをこれでもかとぶちまけていた。

　瀬理とテレサにはそんな彼女たちの放水に加え、汚れきったブラシがまき散らす泥どろや藻もやスライムが襲いかかっていた。

　それでも、二人は動かなかった。

　お互いがお互いを睨にらみつけたまま微び動どうだにしなかった。

　傍はた目めにはそれは、須賀沢財閥とトライヤード王国の名を賭けた争いに見えただろう。

　まさか勇巳と一いつ緒しよに寝ねる権利を奪うばい合ってとは夢にも思うまい。

（テレサに譲ゆずってなんてあげないんだから！）

「怯まないで！　前進あるのみよっ！」

（瀬理様には負けませんわ！）

「進みなさいっ！　勝利のためにっ！」

　二人が自軍の生徒たちを激げき励れいする。

　雄お々おしく、凜り々りしく、美しく。

　びしょ濡れになっても、ばっちいぬめぬめを浴びても、微み塵じんも気勢が衰おとろえることはない。

　我が身を顧かえりみず勝利に向かってひたすら邁まい進しんする。

　そう、我が身を顧みず──




（透すけてる、透けてるって……）




　勇巳に見えたのは瀬理の黄色とテレサのピンクだった。

（なんでおまえらは水着じゃないんだよ……）

　いや、自分が負けることなんて──つまり濡れることなんて考えていなかったのかもしれない。

　二人ともプライドは人並み外れて強いだろう。

（少しは恥じらいを持てってんだ……）

　二人とも気づいていないのか、恥ずかしがるそぶりも見せない。

　凜々しく気高く、真っ直すぐな瞳ひとみでお互いを見み据すえたまま──チラ見せしていた。

　もっとも、男子たちは目の前の敵を倒たおすのに精せい一いつ杯ぱいで視界に入っていない。

　ただ勇巳がそっと目を背そむけるだけだった。

「お兄ちゃん……あの人たちはどうして戦っているのですか？」

　お金への執しゆう着ちやくなんて理解できない伊織が、鬼き気き迫せまる顔でブラシを振り回す男子たちを不思議そうな面おも持もちで眺ながめていた。

「おまえはあんな高校生になっちゃダメだぞ？」

「お兄ちゃん……わけが分からないのです……」

「いいから。伊織はそのまま大っきくなってくれ」

「うぅ……。お兄ちゃんがそう言うなら……が、頑がん張ばるのです！」

　とりあえずぐっと拳こぶしを握にぎって意気込む。

　兄の期待に応こたえようとする健けな気げな妹だった。

「それはそれとして……もうすぐ勝負がつくな」

　勇巳は再びプールへと視線を向けた。

　体操服を黄土色や深緑色に染めたクラスメイトたちがブラシを交えているが、その数はかなり減っていた。

　体力が尽つきた者、あまりの汚さに戦意喪そう失しつした者、飽あきた者──さまざまだ。

（でもこれじゃ、相手に降参させるなんて無理だよな……）

　結局のところ瀬理とテレサだけが残って引き分けではなかろうか──そんな結末を予想してしまう。

　決着がつかないとなるとまたどこかで勝負が勃ぼつ発ぱつする。

　なんとか二人を納なつ得とくさせる和解策はないものか。

　勇巳がそんなことを考えているうちに、やっぱり両軍は一人残らず戦線離り脱だつしてしまっていた。

「ふふっ……一ひと筋すじ縄なわじゃいかないわね」

「ええ……ですがそうでなくては面白くありませんわ」

　不ふ遜そんな笑えみを浮うかべた瀬理とテレサがプールの底に降りた。

　もう二人ともぐしょ濡れで、全身がダルメシアン柄がらみたいに汚れまくっている。

　それでも死し屍し累るい々るいとなった生徒たちの間を進み、ゆっくりと近づく。

　互たがいに胸を反らし、自らの勝利を疑わない自信にあふれている。

　そして心の中で考えていることはどちらも同じだった。




『お願いだからそっちがどうにかしてっ！』




　二人して見事に手て詰づまっていた。

　こんな汚いところ我が慢まんできないはずだからきっとすぐ降参するはず──二人ともそんな魂こん胆たんだったのだ。

　しかしどちらも耐たえ抜ぬいた。

　もう決着はつかず、決着をつける手段も残っていない。

　しかし生徒たちがいる手前、無様に引き下がるなんてできるわけもない。

　困り果てた本音と見み栄えとの狭はざ間まで、瀬理とテレサは必死に虚きよ栄えいを張っていた。

（助けて勇巳ぃ……汚いよぉ……）

（臭におう、臭いますわ……早くお風ふ呂ろに入りたいですわ……）

（ぬめぬめする……もうヤダ……）

（うぅ……なんでこんなことに……）

　互いににらみ合いながら、たまにチラチラと勇巳の方に視線を送る。

　なんとも間ま抜ぬけなＳＯＳだった。

　そして、そんな困った妹たちの心の声を律りち儀ぎに受信してしまうのが、お兄ちゃんである勇巳の運命だった。

（こうなるのかよ……）

　とことん暴走しやがってと呆あきれつつ、勇巳は伊織にそっと耳打ちした。

「伊織、ちょっと横になってくれるか？　なんとなく苦しそうな感じで。あと俺がなにを言っても黙だまってるんだ」

「ど、どうしてですか？」

「あの困った妹たちを助けるためだよ」

「やっぱり分からないのです……」

　勇巳の言っている論法は、小学三年生が理解するには少々飛ひ躍やくしていた。

　それでもお兄ちゃんにお願いされたからと、伊織は言われたとおりに身体からだを横たえた。

　直後、勇巳はオーバーな仕草で伊織の肩かたを揺ゆすった。




「おい伊織！　伊織!?」




　最初に言われたように伊織は無反応でやりすごす。

　そんな妹の額にそっと手を当てた、

「熱を出してる!?　雨のせいかっ！」

　悔くやしそうな焦あせったような、妹を心配する兄の顔で叫さけんだ。

「理事長！　王女様！　伊織が熱を出しましたっ！」

　瞬しゆん間かん、瀬理とテレサがパッと振ふり向いた。

「それは大変ね！　こんなことしている場合じゃないわねっ！」

「もちろんです瀬理様！　伊織様をお招きしておいて、このままお風邪かぜをこじらせるなんてあってはなりませんわっ！」

　言っていることは真ま面じ目めだが、その顔は微び妙みように喜んでいた。

「ここは引き分けにしましょう！」

「もちろんですわ、そうしましょう！」

　さっきまであれだけ勝ちにこだわっていた二人が急転直下で和解した──周りの生徒たちにはそう見えただろう。

「それじゃみんな！　引き上げよ！」

「皆みな様さまもお風邪など引かないようご自愛くださいませ！」

　一刻も早く汚よごれた体操服を脱ぬぎたい二人が、我先にとプールから脱だつ出しゆつしてしまった。

　勇巳も伊織を抱だきかかえてそれに続き、久遠も寄り添そう。

　静かになったプールサイドに、打ち付ける雨が次し第だいに強くなっていった。

　プールの中に取り残された生徒たちを容よう赦しやなく濡ぬらす。

　戦い抜き、敗れ去った戦士たちの火ほ照てった身体を冷ます。

　そして気づく──




　引き分けではなにも手に入らないことに。




　瀬理もテレサも『自分が勝てば』と言っていた。

　引き分けになった以上、勝者はいない。

　完全なただ働き。いや、文字通りの汚れ仕事をやり遂とげての無む報ほう酬しゆうだ。

　その事実に直面した時──彼らは泣いた。

　静かに、声を殺し、ただ涙なみだした。




　この年、響台学園のプールは例年にないほどキレイな状態で使うことができたとかなんとか。








八章　妹は誰だれからも狙ねらわれてしまうのです









　伊い織おりが響ひびき台だい学園で放課後をすごすようになって数日。

　彼女の身辺は極きわめて平へい穏おんだった。

　高校の中で寝ね起おきする限りは瀬せ理りの手で守られているし、小学校にいる間は変質者が近づくことはできない。

　伊織自身もそれほどストレスは感じておらず、むしろ勇いさ巳みと一いつ緒しよに授業を受けられることが──瀬理とテレサに振り回されることもあったが──楽しかった。

　化学の実験で薬品を触さわったり、音楽の授業でギターを爪つま弾びいたりと、小学校では経験できないことばかりだ。

　総じて瀬理の計画は成功していた。

　あとは彼女を付け狙う輩やからを探し出して捕つかまえるだけだ。

　だがそれも時間の問題だった。

　授業参観の参加者データを使って、須す賀が沢さわのエージェントは確実に着実に、容疑者を絞しぼり込んでいった。

　そう遠くないうちに必ずヒットするだろう。

（そうよ、これでいいの……）

　失敗を取り戻もどせた、成果を出せた──瀬理は自信を取り戻すと同時にホッとしていた。

　苦い記き憶おくを忘れられそうだと安あん堵どしていた。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






「クラスメイトを招待したい？」

　朝、いつものようにANIBメンバーで朝食を取っている時だった。

　伊織から提案があった。

「それって、伊織ちゃんみたいにここで授業を受けるってこと？」

　尋たずねた瀬理に伊織はコクンと頷うなずいた。

「みんなもきっと楽しいのです。伊織だけ独ひとり占じめするのが、なんか悪い気がするのです」

　高校での生活は伊織にとってこの上なく新しん鮮せんだった。

　特に授業内容が小学校と全然違ちがう。

　これを自分だけが体験して友達はなにも知らない──これが彼女にはズルをしているみたいで心苦しかった。

「伊織様、なんとお優やさしい！」

「うむ。天晴あつぱれな気き遣づかいだ」

　テレサと久く遠おんも伊織の提案に賛同する。

「……できそうか？」

　勇巳が改めて尋ねると、瀬理が腕うで組ぐみしたままで唸うなった。

「小学校は買収してないからなぁ……調整が難しいかも」

　しかも預かるのが小学生となると、方々を説得するのも一苦労だ。

　心配する教員や保護者への根回しが重要となる。

「無理……なのですか？」

　しょぼんと肩を落とす伊織に、瀬理はふっと肩の力を抜いた。

「そんな顔しないで。方法が難しいだけで、やれないわけじゃないから」

「ホントなのですか！」

「できない約束なんてしないわ」

　瀬理としても伊織のお願いにはなんとか応こたえてあげたかった。

　ただでさえ外で遊べず不自由な思いをさせている。

　友達とすごす時間を増やしてあげたかった。

「全員が強制参加ってわけにはいかないけど、こっちに来たいって子がいるなら支し援えんするように動くわ」

「りーちゃんに来てほしいのです！　きょーちゃんとしーちゃんにも来てほしいのです！」

　伊織が真っ先に仲の良い友達の名を挙げる。

　やっぱり友達と遊びたいのだろう──お利口さんな八歳少女がついこぼした本音を、誰もが目を細めて見届けた。

「ありがとな瀬理。手間をかけるけど、よろしく頼たのむな」

　妹に代わって勇巳が礼を述べる。

　それに『いいってことよ』と返そうとした瀬理は──ふとニンマリ顔になった。

「じゃあ……よろしく頼んだ勇巳には報酬の前借りしちゃおっかな？」

　言うが早いか、席を立った瀬理が勇巳の膝ひざの上にどっかと腰こし掛かけた。

「おまっ……またかよ!?」

「またよ～」

　慌あわてる勇巳などお構いなしに、瀬理は彼の首筋に頭をこすりつけた。

「だってテレサとの決着がつかないから、勇巳との添そい寝ねをお預けされてるんだもん」

　その鬱うつ憤ぷんを晴らすように、ネコみたいにじゃれつく。

「いつまで競きそってるんだよ……」

「妹の勝負は真しん剣けんなのですわ」

　おまえらの勝負は一いつ般ぱん人のレベルを凌りよう駕がしてるから怖こわいんだよ──そんなことを考えながら、気づけば勇巳の手は瀬理の髪かみをなでていた。

　慣れとは恐おそろしい。

　いつの間にやら、膝の上に来た者は誰であろうとなでる──という習慣になってしまっていた。

「勇巳だって、なんだかんだ言っても甘やかしてくれるしね」

「ズルイです瀬理様！　抜ぬけ駆がけなんてダメです！」

「添い寝は我が慢まんするけど、こっちは正々堂々と甘えさせてもらうんだから！」

　抗こう議ぎの声を上げるテレサもお構いなしに瀬理は甘えっぱなしだった。

「うぬぬ……わたしも病などに冒おかされていなければ……」

　思い切り甘えられない病──勇巳命名──を患わずらった久遠が、羨うらやましそうに瀬理とテレサを見つめていた。

　勇巳に抱だきつく瀬理とテレサを眺ながめつつ、そこに自分が加わったシーンを想像して──ボンッと顔を上気させた。

　そして、本来なら勇巳に甘える後こう輩はい妹たちを止めるはずの伊織はというと──

「りーちゃんと遊べる～、きょーちゃんもしーちゃんとも遊べる～！」

　その時が楽しみすぎて兄のピンチなどすっかり抜け落ちていた。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






　伊織の願いをかなえるべく瀬理は奔ほん走そうした。

　相手が小学生ということもあって表立って須賀沢の名は出さず、あくまで響台学園の理事長として働きかけた。

　伊織のクラスまで自ら赴おもむき、お隣となりにある高校に体験入学してみないか──みたいな感じで呼びかけた。

　結果は──大成功だった。

　少年少女たちは高校に行ってみたいと乗り気だったし、教員側からもせっかくの申し出だとすんなり承しよう認にんが取れた。

　保護者の承しよう諾だくを取るのが一番苦労したが、そこは瀬理の地位と立場が後押ししてくれた。

　こうして、伊織のクラスメイトを響台学園に招くことになった。

　なったのだが──誤算があった。

　高校に体験入学──それを聞いたほかのクラスの小学生たちが、はたして黙だまっているだろうか。

　答えは否いなである。

　自分も自分もと、気づけば希望者があふれてしまった。

　その数は小学校全体の三割以上となった。数にして百人を軽く超こえる。

　今になって伊織の友達以外はダメなんて言えるはずもない。

　とんでもない一日になりそうだ──瀬理は気を引き締しめた。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






　その日、伊織を含ふくむ小学生百人以上が、授業が終わると同時に隣の響台学園へとやってきた。

　まず体育館に集められて、瀬理から簡単な挨あい拶さつがあった後、少人数のグループに分けて校内各所で行われている授業へと参加することになった。

　瀬理の計らいで伊織の友達は同じグループに入り、そろって勇巳がいる二年三組の授業に参加することとなった。

「なんだか遠足みたいだね！」

「おりちゃんと一緒ならどこだって楽しいよ！」

　伊織に呼びかけられた南なん梨りがうわずった声で答えた。

「しばらくおりちゃんと遊べてないもん！」

「うん！　りーちゃんと一緒！」

「すっごく楽しみっ！」

「伊織も！」

　お互たがいを見つめながらクスクスと笑えみがこぼれた。




　二年三組の本日最後の授業は体育だった。

　普ふ通つうは男女が分かれての実技となるが、今日は小学生が来るとあって、男女と小学生がごちゃ混ぜになってのドッジボールとなった。

　もちろんハンデありで、男子は男子しか攻こう撃げきできない。女子が攻撃できるのは男子と女子だけで、小学生は誰だれをアタックしてもいい。

　自然と防ぼう御ぎよが男子高校生、攻撃が女子高校生と小学生という役割分担ができていた。

「くらえーっ！」

　少年が全力でボールを投げ込む。

　狙ねらわれたのは勇巳の顔面──だったが、難なくボールはキャッチされてしまった。

「甘いっ！」

　勇巳は返す刀で投球動作に入った。

　どうせ狙われない──と余よ裕ゆうをかましていた小学生を横目に、隣にいた伊織に素す早ばやくボールを渡わたした。

「えいっ！」

　伊織が両手でボールを投げる。

　たいして威い力りよくもないボールだったが、虚きよを突つかれた少年は呆あつ気けなくアウトとなった。

「ずりーっ！」

「ひきょーだー！」

「なにを言うか。これも作戦だ」

　勇巳もこういう時に変に大人ぶるつもりはなかった。

　すでにハンデによって公平は保たれている。ならばルールを遵じゆん守しゆする限り全力で戦う。

　そうでなければ自分も楽しくないし、子供たちも縮こまってしまうだろう。

「さすがお兄ちゃんなのです！」

　羨せん望ぼうの眼まな差ざしで伊織が見つめる。

　少年たちの普ふ段だんのやんちゃな姿を知っているからこそ、彼らを掌てのひらで転がす勇巳が猛もう烈れつに格好良く見えた。

「なんかずるーいっ！」

「ねーねー兄ちゃんたち！　あの人やっつけてよっ！」

　相手チームの少年少女たちが一いつ斉せいに勇巳をやり玉に挙げた。

　思わぬお願いを背負ってしまった男子たちだが、幼い子供から向けられる期待の眼差しに俄が然ぜんやる気になってしまった。

「任せろっ！」

「いっつも理事長やテレサ様に目をかけてもらいやがって羨ましいっ！」

「秋あき月づき！　今日ばっかりはおまえに同情しないからな！」

　ボールを手にした男子が振ふりかぶる。

　それを受け止めようと構えた勇巳だったが──その前に伊織が立ちはだかる。

「お兄ちゃんは伊織が守るのです！」

　両りよう腕うでを広げて勇巳をかばう。

　その真っ直すぐな瞳ひとみにボールを投げようとしていた男子が固まる。

　このまま投げてしまったら──なんだか自分がものすごく悪者のような気がして。

「ず……ずりーぞ秋月！　妹を盾たてに使うなんて卑ひ怯きよう者っ！」

「人聞きの悪いこと言うな！」

　決して自分が強制したわけではないと弁解するも、お兄ちゃんを守ろうと必死な伊織はなおも抵てい抗こうする。

「りーちゃん！　りーちゃんもお兄ちゃんを守ってほしいのです！」

　言うが早いか、伊織は近くにいた南梨の腕を引っ張った。

「お、おりちゃん？」

「一いつ緒しよに頑がん張ばるのです！」

　伊織がぐっと両腕を広げた。

　その勢いに圧あつ倒とうされた南梨も続けて真似まねをする。

　それがまた勇巳のクラスメイトの不評を買った。

「あいつ最低だっ！」

「それでも兄か!?　恥はじを知れっ！」

「えぇい、やかましいっ！」

　飛んできたヤジを突っぱねるので忙いそがしい勇巳だった。




「疲つかれちゃったのです……でも楽しかったのです！」

　休きゆう憩けい時間となった。

　伊織はタオルで汗あせをぬぐいながら勇巳の隣に腰こしを下ろした。

「あのな伊織、俺を守ってくれるのは嬉うれしいんだが……」

「ホントですか!?　じゃあ伊織、もっともっとお兄ちゃんを守るのです！　任せてほしいのです！」

　キラキラした目で言われてしまった。

　しばらくクラスメイトからの風当たりが強くなりそうだ──勇巳はひっそりと諦あきらめることにした。

「りーちゃんも楽しいですか？」

　伊織が今度は南梨に声をかけた。

「う、うん……」

　南梨は困ったように俯うつむいていた。

　シャイな子なのかなと思っていた勇巳は、よく考えればまともに自己紹しよう介かいもしていないことを思い出した。

　いくら友達の兄とはいえ、まともに名乗っていないのだからよそよそしくなるのも仕方ない。

「君がりーちゃん……だっけ。初めまして、伊織の兄の勇巳です」

　呼びかけると南梨はピクンと身体からだを強こわばらせた後、ゆっくりと顔を上げて彼の方を見た。

「……の、野の々の瀬せ……南梨、です……」

　それだけ言うと再び顔を隠かくしてしまう。

　一いつ瞬しゆんだけ見えた瞳が妙みように潤うるんでいたが──やはり高校生は怖こわいのだろうと勇巳はそれ以上はなにも言わなかった。

（それにしても……今日は学校中が賑にぎやかだな）

　勇巳が耳を澄すますと校舎の方からも歓かん声せいが聞こえてきた。

　百人を超える小学生が乗り込んでいるのだから当然だが、幼い声が学校中に響ひびき渡っているのは奇き妙みような感覚だった。

「……勇巳、ちょっといい？」

　その時、瀬理がやってきた。

　また授業に顔を突っ込むんじゃないかと危き惧ぐしながら顔を上げた勇巳は、しかし彼女の表情にそんな言葉も引っ込んだ。

　どこか思い詰つめたような、強ばった顔をしていた。

「どうした？」

「ここじゃちょっと……」

　伊織と南梨を横目に口ごもる。あまりいい話ではなさそうだった。

「……分かった」

　瀬理に促うながされるままに勇巳が腰を上げた。

　たいしたことじゃないよと伊織に言い残し、瀬理と一緒にそこを離はなれる。

　やがて人ひと気けのない倉庫裏にやってきた勇巳に、瀬理は静かに切り出した。




「…………誰も見つからなかったわ」




「誰もって……」

「見つからなかったのよ。伊織ちゃんを付け狙ってるやつが」

「えっ……。だって瀬理が……」

「ええ、調べ尽つくしたわ。授業参観の日にトライヤードの監かん視し網もうに引っかかった男性は全部、片かたっ端ぱしから身元を洗ったわ。でも……」

　瀬理が暗い表情のまま続ける。

「その全員が、それ以前に伊織ちゃんが視線を感じた時間帯のアリバイがあったわ」

　最初に伊織が感じた視線と授業参観の時に感じた視線──その二つが同一人物ということはあり得ないということだ。

「ホントにちゃんと……」

　調べたのか、と問おうとした勇巳だったが口をつぐんだ。

　瀬理が中ちゆう途と半はん端ぱなことをするとは思えない。

　彼女が調べ尽くしたと言った以上、それは疑いようのないことなのだ。

「…………あるいは、犯人が二人以上いるとか？」

「えっ……ええ。その可能性は……あるわね」

　瀬理は答えつつ、同時にそうあってほしいと密ひそかに願っていた。

　自分が立てた計画が頓とん挫ざしつつある。

　それは己おのれの見立てや予想が甘かったのではなく、予想の範はん疇ちゆうを超こえた事実が隠れていたせいだと思いたかった。

「……大だい丈じよう夫ぶだよ」

　そんな瀬理の心の内側が、勇巳にはなんとなく分かってしまった。

　自分が悪いはずじゃないのに、気がつけば自分が原因で悪いことが起こる。

　伊織が悪いんじゃないもん──その昔、そう言って拗すねた妹の顔が脳のう裏りに浮うかんだ。

　だから勇巳は、青い顔をした瀬理の頭をポンとたたいた。

　あえて子供をあやすように。

「ここにいる限り伊織は安全だ。瀬理が用意してくれた安心の住すみ処かだ。ものすごく感謝してる。瀬理がいなかったら俺も伊織も、ビクビク怯おびえながら暮らすしかなかったんだからな」

　わしゃわしゃと瀬理の髪かみをなでまわす。

　されるがままだった瀬理から、ゆっくりと力が抜ぬけていった。

「ん……。ありがと」

「だから、感謝するのは俺の方だって」

「ふふっ……そうだったわね」

　やっと笑ってくれた瀬理に勇巳もホッとした。

「それじゃ戻もどるよ。あんまり伊織を放ほうっておいたら後で怒おこられそうだ」

「ええ、行ってあげて」

　小さく手を振る瀬理に見送られながら勇巳は校庭に戻った。

　伊織と南梨が休んでいたところに目を向けたが、二人ともそこにはいなかった。

「あれ……試合してるのって俺のチームか？」

　休憩時間が終わってしまったのかと、試合中のチームに目をこらす。

　だが伊織の姿は見当たらない。

「……トイレか」

　勇巳はのんびり待つことにした。

　三分が経たち、五分が経った。

　そうして休憩時間が終わるまで待った。

　それでも、伊織たちは戻ってこなかった。

　震ふるえる唇くちびるがかろうじて声を絞しぼり出した。

「…………ウソだろ」





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






　伊織と南梨が消えた。

　響台学園は蜂はちの巣すを突つついたような大おお騒さわぎになった。

　二人が休憩していたのは道路沿いではない。

　容易には外から見えない場所だが、たとえばトイレを探して歩き回っているうちに道路沿いに近づいた可能性もある。

　急きゆう遽きよ、校内各所で授業を受けていた小学生たちの点呼が直ちに取られ、行方ゆくえ不明になったのが二人だけだと判明する。

　小学生たちは教員に付き添そわれて小学校へと引き返し、代わって須賀沢のＳＰたちによる捜そう索さくが始まった。

　しかし、百人を超える小学生を招いたのがあだとなった。

　本来は伊織に近づく不ふ審しん者を見張るために配置されたＳＰたちも、今日ばかりは子供たちに注意を割さかねばならなかったのだ。

　どうしてもそれ以外に対する注意が散さん漫まんになってしまう。

　宅配業者の出入りすらまともに観察できていなかった。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






　電気の消えた理事長室では、瀬理が各所からの連れん絡らくを受けていた。

　捜そう査さ網もうをどの程度まで広げるか。

　周辺の監かん視しカメラのチェックについて。

　警察への届け出について。

　考える余よ裕ゆうも与あたえられない中、瀬理はそのすべてに指示を飛ばした。

「ここから半径三キロメートルを第一、半径五キロメートルを第二の捜査範はん囲いにして。カメラは根こそぎ当たりなさい。コンビニ、民家、全部残らず調べて。警察には念のため一報入れましょう。でも騒ぎすぎないように言いくるめておいて」

　あくまで冷静に──瀬理の声に動どう揺ようはない。

　自分が慌あわてれば部下も動揺する。だから肝かん心じん要かなめの自分が狼狽うろたえるわけにはいかない。

　当然であろう。

　それが大財ざい閥ばつを率いる者として最低限の務めだった。

　最後の指示を出し終えた後、大きなデスクに肘ひじをついた。

　額の前で手を組み、大きく息を吐はく。

「また……失敗した……」

　ポロリと本音がこぼれた。

　後こう悔かいに震える両手を、何度も額に押し当てた。

「最低最悪……。どうしようもないバカだわ……」

　油断したつもりはなかった。伊織を守るために手は尽くした。

　でも結果がすべてだ。

　伊織は行方知れずで、さらにその友達も消えた──これが自分のもたらした結果だ。

「なんで、なんでっ……！　なんでこんなことに……っ!?」

　穴なんてなかったはずなのに。万事上手うまくいっていたのに。

　時間も金も人も惜おしまずつぎ込んで、危険なんてきれいさっぱり排はい除じよしたはずなのに。

　どうしてこうなってしまったのだろう。

　どうして防げなかったのだろう。

「あたしが……こんな結果を招いたんだ……」

　己への嫌けん悪お感かんは一向に薄うすれることなく、ただただ積み重なっていくばかり。

　その重さから逃にげることもできず、逃げるわけにもいかない。

　気づけば時計の長針が半周ほど回っていた。




　コンコン──




　その時、部屋のドアがノックされた。

　瀬理が弾はじかれたように顔を上げた。

　二人が見つかったのか──しかしドアの向こうから現れたのは勇巳だった。

　逆光で表情が読み取れない。

　しかし瀬理は反射的に背中を向けた。

　顔向けできるはずもなかった。

「ごめんなさい……。何度謝っても足りないけど……。でも必ず伊織ちゃんたちは見つけ出すから。どんなことをしても犯人を捕つかまえるから。絶対、絶対に……」

　そう言ったきり瀬理は口をつぐんだ。

　どんな怒ど声せいを、涙なみだ声ごえを、嗚お咽えつをたたきつけられても受け止められるように深呼吸した。

　殴なぐられても押し倒たおされても、決して平静を崩くずすまいと胸に誓ちかった。

　それを知ってか知らずか勇巳は──




「ありがとな」




　ただ一言、礼を述べた。

　その落ち着いた声が、それまでどうにか均きん衡こうを保っていた瀬理の心を大きく揺ゆさぶった。

「なっ……なんでそんなこと言うのよ!?　あたしは伊織ちゃんを守れなかったの！　伊織ちゃんの友達まで巻き込んじゃったのっ!!　お礼を言われることなんてなに一つ……っ!!」

　自分への嫌悪感をぶちまけながら振ふり向いた先で、勇巳は怒るでも悲しむでもなく、しっかりと彼女を見つめていた。

「そうだな……」

　声を荒あららげる瀬理に勇巳は嚙かみしめるように言った。

「伊織の行方が分からない。無事も分からない。正直、気が気じゃない……。犯人が憎にくくて憎くて頭がどうにかなりそうだ。瀬理を怒ど鳴なりつけて、殴って押し倒して……そうしてやりたい気持ちが……ないわけじゃない」

　その一言一言が瀬理の胸に突き刺ささった。

　自分のしでかした失敗の大きさに押しつぶされそうになった。

　どうしてこんな自分に優やさしくしてくれるのか。

　いっそのこと──激情に身を任せて犯おかしてくれた方がよほど楽なのに。

「だったら……だったらそうしてよ！　殴ってよっ！　おまえが妹をこんな目に遭あわせたんだってっ！　ずたずたになるまであたしを……っ!!」

「しない」

「なんでっ!?」

「そんなことをして伊織たちが戻ってくるわけじゃない。今だって瀬理は全力で伊織たちを探してくれてる」

「だからって……っ！」

「伊織だって理解してるはずだ。瀬理が悪いんじゃないって」

「そんな……そんなの……」

　瀬理は自分を傷つける言葉しか出てこなかった。

　自分の罪が少しでも忘れられそうな気がしていた。

　それが分かっていたから、勇巳は彼女にそっと近寄った。

「お兄ちゃんってのは、妹を許すもんだ」

　その手が伸のびて瀬理の頭をなでる。

　反射的にはね除のけようと手を振りかざした瀬理は、逆に勇巳の腕うでにはね返された。

　彼の腕は力強く、それなのに優しかった。

「バカじゃないの……っ！」

　いつの間にか瀬理の方が涙なみだしていた。

「あたしみたいな偽にせ者もの、伊織ちゃんと比べるまでもないのに……。まだあたしのこと妹だなんて……」

「そうだな、俺も相当なバカだ……」

　声で平静を装よそおっても胸の内は不安で仕方ない。

　伊織は痛い思いをしていないか、怖こわい思いをしていないか、そればかり考えてしまう。

　それでも、瀬理の顔を見た時に最初にわいてきたのは怒いかりや悲しみではなく──純じゆん粋すいな心配だった。

　彼女の心が壊こわれてしまわないか。大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　そればかり考えてしまった。

「お兄ちゃんってのは妹のためにはバカになるんだよ。どこまでも、とことん……」

「…………まだ」

　震ふるえる声が問いかける。

「まだ……あたしは勇巳の妹でいられるの……？」

「俺がおまえを妹にするって決めたんだ。妹を止やめる時も俺の許可が必要なんだよ」

「なによ、その理り屈くつ……ヘンなの……」

　恐おそる恐る、瀬理はその身を彼へと預けた。

　勇巳はその身体からだを抱だき止め、トントンと背中をさする。

「…………ありがと、勇巳」

「ん……」

「あたし絶対に頑がん張ばるから……だから……」

　なにかを請こうような潤うるんだ瞳ひとみが勇巳を見上げた。

　トクン──お互たがいの胸の鼓こ動どうが聞こえそうな距きよ離りで見つめあう。




「総そう帥すい、見つけました！　保護しましたっ！」

「犯人を発見しました！　これがその画像です！」




　黒服のＳＰが怒鳴り声を上げながら理事長室に飛び込んできた。

「ん……ん？」

　それまで感じていた体温が瞬しゆん時じに消えた勇巳が違い和わ感かんを覚える。

　辺りを見み渡わたすと──いつの間にか瀬理が理事長の席に戻もどっていた。

「どうしたの？」

　何事もなかったように瀬理が対応する。

「少女二人を保護しました。気を失っているようですが無事です。怪け我がもありません」

「そう……それは良かったわ」

　瀬理はあくまで冷静を貫つらぬく。

「現在、保健室にて安静中です。医者の見立てでは、じきに目を覚ますだろうとのこと」

「見つかった……。見つかったのか……!?」

　ようやく脳みそが追いついた勇巳がＳＰに詰つめ寄った。

「保健室だな!?　そこに伊織がいるんだな!?」

　勢いに押されたＳＰが頷うなずくと、勇巳は一目散に理事長室を出て行った。

　その背中を見送りつつ、瀬理はもう一つの報告を促うながす。

「犯人というのは？」

「はっ、監かん視しカメラの画像です。こちらを……」

　プリントアウトされた写真を出す。

　画質が粗あらかったが、上下ジャージ姿の青年が映っていた。

「少女たちが失しつ踪そうした時刻の少し後、裏手門から出て行っています。教員に確かく認にんを取りましたが、これだけでは判別つかないとのことです」

「素す性じようは？」

「画像解析に出して照会中です」

「そう……」

　こいつが伊織と南梨を拉ら致ちしたのだろう──殺意を込こめて写真の男を睨にらみ付ける。

　見たところ若い。二十歳はたちそこらか、ひょっとするとさらに年下かもしれない。

　──と、そこでふと疑問が。

「ところで……どこで保護したの？」

　写真に写っているのは男だけだ。

「はぁ……実はそれが不思議ではあるのですが……」

　ＳＰは困ったように答えた。

「体育館の用具室の……跳とび箱ばこの中だったと」

「学校の外じゃないってことなの？」

「そうなのです。なにを考えてそんなところに隠かくしたのか……」

「誘ゆう拐かい犯はんの考えることなんて想像もしたくないけどね……」

　騒さわぎが収まるまでは動かず、二人の捜そう索さくのために外部に目が向いたところでこっそり連れ出す算段だったのか。

　いずれにせよ、逃がしておくわけにはいかない。

「必ず捕まえなさい。須賀沢のすべてをつぎ込んで」
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　保健室に駆かけ込んだ勇巳は、並んだベッドですーすーと寝ね息いきを立てる伊織と南梨を見つけた。

　護衛についていたＳＰたちが勇巳に場所を空ける。

「よかった……無事だ……」

　その手を握にぎりしめた。

　帰ってきてくれたんだと、ようやく実感することができた。

「二人とも無事なんだよな……」

　隣となりで眠ねむる南梨も大事ないようだった。

　伊織の一番の友達だ。二人そろって戻ってきてくれたのがなにより嬉うれしかった。

「勇巳、見つかったというのは本当か！」

「伊織様！　南梨様っ！」

　久遠とテレサが相次いでやってきた。

「無事だよ。二人ともなんともない……良かった……」

「うむ……それはなによりだ」

「良かったですわ……」

　二人が心からホッとしたように胸をなで下ろす。

　見れば久遠の着物は砂まみれになっていた。伊織と南梨を探そうと走り回っていたのだろう。

　自分にできるのは駆け回ることだけだと一いつ生しよう懸けん命めいに。

「一安心ですわね……。そうだ、号令を解除しませんと……」

　テレサがどこかに連れん絡らくを取る。

　トライヤード軍を率いて二人を探すために動いてくれたのだろう。

　二人とも伊織たちを全力で探してくれたのが、なにを言われなくても分かった。

「ありがとな、二人とも……」

　伊織たちの無事な姿を確かめた勇巳は、それまで張り詰めていた緊きん張ちようが一気にほぐれた。

　すると──それまで胸の奥に鍵かぎをかけて抑おさえつけてきたものが、ゆっくりとわき出してきた。

　自分が騒いでも瀬理を糾きゆう弾だんしても意味がないのだと自分に言い聞かせ、必死に抑よく圧あつしてきたそれは──純粋な怒りだった。

　伊織が怖い思いをした。

　伊織が危険にさらされた。

　伊織の楽しい時間が奪うばわれた。

　ふつふつとした激情は留とどまることを知らず。

　全身の血液が沸ふつ騰とうしていくような熱量に、その顔が赤に染まっていく。

　知らず知らずのうちに爪つめが食い込むほどこぶしを握りしめていた。

「あ、いたいた……。勇巳、ちょっと話が……」

　遅おくれてやってきた瀬理が勇巳を見つけ、その肩かたをたたこうと手を伸ばす。

　瞬しゆん間かん──その手首が逆に勇巳によって握られていた。

「……犯人、見つかったんだよな？」

「え、ええ……。いま周辺の監視カメラで逃にげた方向を洗い出して……」

　痛みさえ感じる勇巳の握あく力りよくに驚おどろきながら瀬理が答える。

「そうか……。ははっ、もう逃げられないんだな……」

「ちょ、ちょっと……勇巳？」

　その声こわ音ねが普ふ通つうではないと瀬理も気づいた。

　聞く限りでは正気だが──いや、むしろ正気を装っているような、微び妙みような声の震えが耳についた。

「…………なあ瀬理、力を貸してくれないか」

「犯人を捕つかまえること？　それならもちろん……」

「いや……それだけじゃない」

　その瞳が瀬理を射い貫ぬいた。

　ほの暗い闘とう志しの炎ほのおが燃えさかっていた。

「二人も協力して……くれるよな？」

　勇巳のターゲットが久遠とテレサに移った。

　うっすら笑えみを浮うかべ、犬歯を剝むいてニヤリとした顔が二人を睨んでいた。

「も、もちろんだ！」

「ととと当然ですわっ！」

　二人ともコクコクと頷くしかなかった。

　それはもう、逆らえば妹として接してもらえないとかいう次元ではなく──従わなければ危ないと本能が警けい鐘しようを鳴らしていた。

「伊織が味わった怖こわさを、恐ろしさを……味わわせてやらなきゃ気が済まない」

　妹を怖い目に遭あわされたお兄ちゃんの──復ふく讐しゆうが始まった。







　その数分後、街が死んだ。








九章　お兄ちゃん、怖こわいのです









「周辺住民の避ひ難なん、完かん了りようまで残り十八パーセント」

「全交通機関の停止完了」

「半径十キロメートル地点の全道路に検問設置終了」

「桐きり原はら流一門、警けいら隊として巡じゆん回かいを開始」

「ターゲット、トライヤードの監視衛星が捕とらえました。今から九十秒前の映像です」

　響ひびき台だい学園の理事長室は、軍民入り交じった基地となっていた。

　テレサ配下の諜ちよう報ほう部員と瀬せ理り配下のＳＰとが、互たがいに連れん携けいを取りながら報告を上げる。

　授業参観の時のテレサの装備を大きく凌りよう駕がしていた。

　居並ぶモニターの数は三十個以上、オペレーターは二十人以上。

　床ゆかにはケーブルが縦じゆう横おう無む尽じんに敷しき詰められ足の踏ふみ場もない。

　そんな中にあって理事長のイスに座っていたのは──勇いさ巳みだった。

　傍かたわらに参さん謀ぼうのように瀬理が控ひかえる。

　テレサは別室で日本政府との交こう渉しよう、久く遠おんは自ら討とう伐ばつ隊として出ていた。

「あの……勇巳？　いくらなんでもやりすぎじゃ……」

　一人捕まえるために、街を丸ごと一つ機能停止にしたのだ。

　恐おそる恐る瀬理が声をかけたが、復讐の兄と化した勇巳の耳には届かなかった。

「すぐに捕まえるなよ？　追い回せ……とことん追い回せ」

　底冷えするような声で告げる。

　すぐには殺さない──そう聞こえた気がした。

「え、えっと……。彼の言うとおりにして」

　逆らえるような雰ふん囲い気きではなく、忠実に実行しろと瀬理が部下たちに指示する。

（勇巳ってば、こんな顔もするんだ……）

　普ふ段だんの優やさしくて包容力のあるお兄ちゃんしか知らない瀬理には、鬼おにの形相で復讐に燃える勇巳の横顔が──なぜか嫌きらいではなかった。

　妹のためにここまで必死になる。

　我を忘れるほど妹のために突つっ走る。

（もしもあたしが同じことになったら……勇巳はこんなに怒おこってくれるのかな？）

　そうだとしたら、自分が彼にとっての特別になれた気がして──どうしても顔がにやけてしまった。

『ターゲットがこちらを捕ほ捉そくした模様。逆方向に逃とう走そうを始めました』

　その時、待ちに待った一報が入った。

　迷めい彩さい服姿の外国人が──トライヤードの特とく殊しゆ部隊である──集団で目の前に現れたら逃げるのも当然だ。

『地点四─七から東に逃走中』

「そっちは道が細くて入り組んでる。もっと広いところに追いやるんだ」

　勇巳からすぐさま命令が下る。

　数の暴力で恐きよう怖ふを与あたえるつもり満々だった。

「えっと……地点五─四から七─四まで封ふう鎖さして。東の部隊は南から回り込んで。地点一─九あたりに追い込む……って感じかしら？」

　部隊の配置図を見ながら瀬理が具体的な指示を飛ばす。

　テレサのような軍の指揮経験があるわけでもなく、手て探ざぐりしながらの命令だった。

「久遠が行くまでは手を出させるなよ。仕上げはあいつにやってもらう」

　大男たちに追い回されたところに、颯さつ爽そうと現れる着物袴はかまの少女。

　咄とつ嗟さに助けを求めにいくだろうその少女こそが、まさか自分にとどめを刺さしにきたとは夢にも思うまい。

　地じ獄ごくの釜かまの中で茹ゆで回し、一筋の蜘蛛くもの糸を垂らしてつかませた直後に、糸を切ってたたき落とす──もうとことん追い詰つめる算段だった。

（勇巳ってば鬼き畜ちく……）

　横で聞きながら瀬理の方が背筋がぶるっときた。

『包囲完了。桐原様の到とう着ちやくを確かく認にん』

「……だって」

　瀬理が最終決断を仰あおぐ。

　勇巳が──すっごく悪い顔になった。




「やっちま……」

「報告！　秋あき月づき伊い織おり様と野の々の瀬せ南なん梨り様がお目覚めになりました！」




　まさにギロチンの刃はを落とそうとした刹せつ那な、理事長室にＳＰが駆かけ込んできた。

「伊織、お兄ちゃんが仇かたきを取るからな……」

「いや、だから起きたんだってば」

　律りち儀ぎにつっこんだ瀬理は、報告に来た部下がなにやら言いたげな顔をしていたのに気づいた。

「どうしたの？　まだなにかあるの？」

「そ……それが……」

　冷ひや汗あせたっぷりの顔で男が言った。




「犯人は……南梨様のようです」





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






　ところ変わって市内の公園の一角にて。

　山のような大男たちにぐるりと包囲された真ん中に久遠がいた。

　見つめる先には、地べたに這はいつくばってぜえぜえ言っているジャージ姿の青年がいる。

「む……どうしたのだ？」

　急に勇巳たちとの連れん絡らくが途と切ぎれた。いくら呼びかけても返答がない。

　周囲の特殊部隊たちも表情こそ石のように変わらないが、微妙に動どう揺ようの色があった。

「……まあいい」

　事前に作戦は聞いている。

　自分がなすべきはこの狼ろう藉ぜき者を徹てつ底てい的に懲こらしめることだ。

「ちくしょぉ……なんなんだよぉ……」

　見れば青年が嗚お咽えつ混じりに泣き言をもらしていた。

　やや茶色に染まった長ちよう髪はつが泥どろにまみれている。

「ちょっと授業サボっただけじゃないかぁ……小学生の相手なんかしてられるかよぉ……」

「…………小学生の相手？」

　奇き妙みような言いぐさだった。

　拉ら致ちしようとしていたやつがなにを言い出すのだろう──

「……おい、顔を上げろ」

　青年の上半身側に回り込んだ久遠が、手にした木刀でジャージの襟えりをぐいと持ち上げた。

　二人の視線が交差した。

「きっ……桐原くん!?」

「…………誰だれだ？」

　それは久遠にとってとっくの昔に過去の存在となった──剣けん道どう部ぶ部長だった。
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　保健室は人ひと払ばらいしてあった。

　中にいるのは勇巳と瀬理、そして伊織と南梨だけだ。

「……どういうことかしら？」

　瀬理が冷ややかな目を向けるのは南梨だ。

　彼女はベッドに腰こし掛かけたまま俯うつむいている。

　伊織の困こん惑わくした視線をその身に受けながら。

「伊織ちゃんを体育館に連れ込んだのは……あなたなのね？」

　その問いかけに、南梨は沈ちん黙もくをもって答えた。

「で、そのまま疲つかれて寝ねちゃった……と」

　当時のことは伊織からおおよそ聞き出していた。

　勇巳を待っている間に眠ねむ気けを感じたこと。

　それを聞いた南梨に連れられて体育館に入り込んだこと。

　わたしが見てるから寝てもいいよ──と言われて、眠気に逆らえずに横になったこと。

「普ふ通つうなら単なる笑い話で済ませられるけど……」

　伊織は高校生に混じって全力でドッジボールに興じていた。

　普段と違ちがう遊びに夢中になって、気づかないうちに睡すい魔まに襲おそわれたというのも──まあ理解できる。

　しかし気になるのは、南梨がわざわざ伊織を人目につかない場所に連れ込んだことだ。

　しかもいざ発見されると寝たフリを決め込んでいたとか。

　そんなことをするなんて、あえて騒さわぎを起こすためにやったとしか思えない。

「伊織ちゃんに変な視線を浴びせていたのも……あなたと考えてよさそうね？」

「りーちゃんが……？」

　信じられない伊織が、すがるような眼まな差ざしで南梨を見つめる。

　一番の友達が、最愛の友人が、あんなぞくっとするような目で自分を見ていたなんて想像もできなかった。

「ホント……なのですか……？」

「──っ!!」

　伊織の呼びかけに南梨がぎゅっと身体からだを縮こまらせた。

　もはや疑うべくもなく、犯人は南梨だった。

　あと分からないのは──その動機だ。

「どうしてこんなことしたわけ？」

　南梨は答えない。殻からにこもった貝のように口を閉とざす。

「あのね……いくら子供でも、黙だまっていて許されることには限界があるのよ」

　次し第だいに苛いら立だってきた瀬理の口調が荒あらくなる。

　それと比例するように、南梨はますます顔を隠かくしていった。

　しかし、次の言葉にだけは反応が違った。

「せっかく伊織ちゃんが楽しそうにしてたのに……」




「わたしは楽しくなんてなかったっ！」




　胸の内からはき出すように南梨が叫さけんだ。

　髪かみを振ふり乱し、心の中のものをぶちまけるみたいだった。

「だって……だっておりちゃんと全然遊べないんだもんっ！」

　堰せきを切ったように南梨が吐と露ろした。

　それは今日のことというよりも、今日まで積み重ねてきた思いの爆ばく発はつだった。

「おりちゃん……いっつもお兄ちゃんのことばっかりっ！　お兄ちゃんの晩ご飯作るからって早く帰っちゃうし、お兄ちゃんが心配だからって帰っちゃうし！　今日だってそうだよ！　せっかくおりちゃんと一いつ緒しよになれたのに、おりちゃんってばお兄ちゃんのことばっかり……ずるいよっ!!」

　パッと顔を上げた南梨が伊織に抱だきついた。

　彼女の両手をぎゅっと握にぎりしめ、泣きそうな顔で語りかける。

「おりちゃん！　おりちゃんはわたしのこと嫌きらいになっちゃったの!?　おりちゃんにとってわたしってなんなのっ!?」

「り……りーちゃんはお友達なのです。大切なお友達なのです……」

　ずいと迫せまられた伊織がしどろもどろに答える。

　その言葉にウソはない。伊織にとって南梨が一番の友達なのは真実だ。

　しかし南梨は聞き入れない。

「じゃあどうして冷たくするの!?　わたしのこと放ほうっておくの!?」

「そっ、そんなことしてないのです……」

「ウソだよっ！　おりちゃんにとってわたしは遊びだったんだ！　その程度の友達にしか思ってなかったんだっ!!　親友だって思ってたのはわたしだけだったんだっ!?」

　わんわん泣きながら南梨が伊織の胸に顔を埋うずめた。

　まるで夫の浮うわ気きを糾きゆう弾だんする妻だった。

「そ……そうだったのですか……」

　伊織はなんとなく──なんとなくだが南梨が今回の事件に至った原因が分かった気がした。

　彼女が自分に抱いだいている感情は、友達や親友というレベルを超こえている。

　ひょっとしたら、恋れん愛あい感情にも似たものではなかろうか。

　女の子同士でそういう恋こいが芽生えることもある──どこかの少女雑誌で読んだことがあった。

「りーちゃん……」

　まさかそこまで南梨に愛されてしまっていたとは、伊織も想像の外だった。

　そして自分が鈍どん感かんなせいで、彼女の心を傷つけてしまっていたのも。

（確かに最近……りーちゃんと遊んでないのです……）

　久遠や瀬理、テレサがやってきてから、気がつけば勇巳の心配をしていた。

　困っていないだろうか、変なことされていないだろうか──彼女たちばかり構って自分が放っておかれたりしないだろうか。

　そんな不安のせいで、なるべく勇巳と一緒にいようとした。

　これでは、南梨を放っておいたと言われても仕方ない。

「ごめんなさいなのです、りーちゃん……」

　自分の胸で嗚咽をもらす南梨を、伊織は優しく抱きしめた。

「でも信じてほしいのです。りーちゃんは伊織の大切な大切なお友達なのです。これだけは絶対なのです」

「うぅ……。えぐっ……」

　洟はなをすすりながら南梨がゆっくりと顔を上げた。

「おりちゃん……ホント？」

「お友達にウソなんてつかないのです」

「うわーん！　おりちゃーんっ!!」

　伊織の真しん摯しな言葉と真すっ直ぐな瞳ひとみに、ようやく南梨の心の闇やみが晴れた。

　自分は間ま違ちがいなく大切な友達なんだと実感することができた。

（伊織のせいでみんなに迷めい惑わくかけちゃったのです……）

　どうやって謝ろう──そんなことを考えながら伊織が勇巳と瀬理の方を振り向いた。




「……なあ瀬理、さっきから二人はなにを話してるんだ？」

「ごめん、あたしもさっぱり……」




（そうだったのです……この二人に分かるはずないのです……）

　久遠の乙女おとめ心ごころすら病と勘かん違ちがいしている。

　甘えられない病なんて名前までつけて。

　そんな二人が、女の子が女の子に抱いた恋心なんて理解できるわけもなかった。

「……すまん伊織、おまえには分かるか？」

「はぁ……。とりあえず今はりーちゃんと二人きりにしてほしいのです」

　お兄ちゃんがいたらりーちゃんがまた意固地になるかもしれない──伊織はそっと二人に退室を促うながした。

「あとでちゃんとお話しするですから」

「そ、そうか……？」

　釈しやく然ぜんとしない勇巳たちだったが、ここは伊織に任せるのが得策だと素す直なおに従った。

　勇巳と瀬理が保健室から出て行き、伊織と南梨だけが残った。

「おりちゃんっ！　おりちゃん……っ！」

「はいなのです。伊織はここにいるのです」

　その背中をトントンしながら伊織が優やさしく答える。

　自分が勇巳にしてもらった時のことを思い出しながら。

「みんなにちゃんと、ごめんなさいしないといけないですね」

「うん……」

「伊織も一緒にごめんなさいするです。りーちゃんだけ独りぼっちになんてしないです」

「…………ありがと、おりちゃん」

「どういたしまして、なのです」





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






「よく理解できてないけど……解決したんだよな？」

「たぶん……」

　勇巳と瀬理は並んで廊ろう下かを歩いていた。

　今ひとつしっくりこないせいでモヤモヤが残ったままだ。

　それでも、伊織が無事だったことを喜ぶべきだ。

　事件は解決し、伊織がもう狙ねらわれることもない。

　なにもかも丸く収まった──

「…………そうだ。瀬理に謝らないと」

　うやむやにできない問題が残っていたと、勇巳が声を上げた。

「あたしに？　逆でしょ？」

　不測の事態とはいえ、伊織を守り切れなかったのは自分の落ち度だと瀬理が言う。

　しかし勇巳が言いたかったのはそこではない。




「瀬理に甘えてた……ごめん」




　思い返せば、なにからなにまで彼女の世話になってしまった。

　須す賀が沢さわだから、力があるからと、それだけの理由で依い存そんしていた。

　伊織の兄として果たすべき役目も忘れたままで。

「俺の妹なんだから、もっと俺が頑がん張ばるべきだったんだ。簡単に楽な方に逃にげちゃダメだったんだ」

　瀬理が悪いんじゃない。

　自分のワガママに彼女を付き合わせてしまったのだ。

　負うべき責めは自分にある。

「そんなこと言わないでよ。そんな……自分だけ悪者になるなんて……」

　頭を下げた勇巳に瀬理は、困ったように身体からだをよじった。

「あたしだって至らないところ、多かったし……。須賀沢って名前に頼たよってるのは、その……あたしも似たようなもんだし……」

　どうにもくすぐったくなった瀬理は、やがて雰ふん囲い気きを壊こわすように声を上げた。

「あーもう終わり！　今回のことは終わり！　引きずるのなしっ！」

　湿しめっぽいのが瀬理は苦手だった。

　このまま延々と謝罪を繰くり返すなんてごめんだった。

「いいのか？　許してくれるのか……？」

「だーかーら！　もう終わりだって！　蒸し返すのなしっ！」

　腰こしに手を当てた瀬理が照れ隠しに、怒おこったように眉まゆをつり上げてみせた。




「後こう悔かいするなら次に頑張りなさい。反省するなら次に生かしなさい」




　勇巳の額を人差し指でつんっと押した。

　まるで、イタズラをした弟を叱しかるお姉ちゃんみたいだった。

「分かった？」

「あ、ああ……頑張る……」

「よし、その調子よ！」

　指を勇巳の額に当てたまま、その顔を覗のぞき込むようにしてにこっと微笑ほほえむ。

　そのお姉ちゃんっぽい仕草に、勇巳は思わずボーッとしてしまった。

「……どうしたの？　そんなにじっと見つめちゃって」

　瀬理が小首を傾かしげた。

　慌あわてて勇巳が視線を逸そらす。

「いや……そんな顔もできるんだなって……」

「なによ。あたしが笑っちゃいけないの？」

「違ちがうって……。あーもう、とにかくなんでもないから……」

「ちょっと気になるじゃない！　ちゃんとあたしの目を見て……」

　逃げ回る勇巳の顔を両手でパシッとつかみ、強引に自分の方を向かせた。

「ほら、こっちを見なさいって……」

　お互たがいの顔がくっつかんばかりに近づいた。

　お互いの瞳の中に自分の顔が映っていた。

　お互いの吐と息いきが混じり合った──




「ちょ、ちょっと待ったっ！」




　瞬しゆん間かん、ボンッと顔を赤くした瀬理が勇巳を突つき飛ばした。

「な、なんだよいきなり……」

「ごめん！　その……ちょっと……」

　瀬理は深呼吸しながら取り繕つくろった。

（なんでよ……なんで急にこんなに……）

　今までこんなことなかった。

　伊織たちが見つかる前にも、理事長室で勇巳に背中をトントンってしてもらった。

　普ふ通つうに勇巳に触ふれることができた。

　それなのに今は──見つめ合うことすら苦しくなってしまった。
















　すぐ近くに勇巳がいるというだけで顔が熱くなってしまった。

　跳はねるように心臓が鼓こ動どうする。

　頭が茹ゆだったようにぼんやりして、胸のドキドキが止まらない。

　どうしようもなく不気味で不可解で意味不明で──でもどこか嫌いやじゃない。

　生まれて初めて味わう痛みだった。

「とにかく、もう謝るのはなし！　勇巳もダメなところがあったし、あたしもダメなところがあった！　どっちの方が悪かったなんて不毛な話も終わりっ！」

「お、おう……」

　そこまで必死にならなくてもと思いつつ勇巳が頷うなずく。

「でも、そこまで言うなら責任も半分こだからな？」

　瀬理のことだから、後始末を独りで背負い込むんじゃないかと心配で釘くぎを刺さす。

「俺も一いつ緒しよに謝る。迷惑をかけたところ全部、おまえと一緒に回るからな」

　これは譲ゆずれないぞと念押しする。

　今度は瀬理が折れる番だった。

「はいはい……もう、変に頑がん固こなんだから……」

「頑固はお互い様だろ？」

「……ふふっ、そうだったわね」

　どちらからともなく笑い声がこぼれた。




　かくして事件は一応の決着を見た。

　瀬理の心に誰だれ一人ひとりとして気づかない変化を──本人すら気づかない小さな変化を残したままで。








終章　お兄ちゃんでも無理なものは無理なのです









　事件解決からわずか三日後、秋あき月づき家が再建された。

　勇いさ巳みがご近所からのねぎらいの言葉を受けるのを心苦しく思う一方、伊い織おりは響ひびき台だい学園での毎日を名残なごり惜おしく感じていた。

　そのせいか、自宅に帰ってきた時に伊織は戸と惑まどった。

「自分のお家なのに変な感じがするのです……」

　部屋割りから家具まで、取り壊す前の秋月家とそっくりそのまま同じである。

　見た目が同じなだけに、匂においというかなんというか、昔の秋月家と違う感じがするのだった。

「伊織、ちゃんと荷物の確かく認にんするんだぞ。高校に忘れ物とかしてないよな？」

「大だい丈じよう夫ぶなのです。ちゃんとチェックしたのです」

　伊織は二階の自分の部屋へと駆かけ上がっていった。

「さて……まずは一階か」

　リビングに向かった勇巳は、昔の家と違っている部分がないか見て回った。

　瀬せ理りの仕事だからミスはないと思うが、後になって気づくといろいろと厄やつ介かいだ。

　家具の位置が間違っていたら、自分と伊織だけで動かすのは一苦労である。

「見た目は……大丈夫だな」

　さすがというかなんというか。

　フローリングに残った小さなキズや、壁かべ紙がみの微び妙みようなしわまで再現されていた。

　これが新しく建てられたのだ。

　あの日の秋月家をそっくりそのまま持ってきたみたいだった。

（心配するだけ余計だったか……）

　さすがは須す賀が沢さわだと感心していた勇巳は、リビングのテーブルに置かれた紙切れを見つけた。

「家を出る時にこんなのあったかな……？」

　しかし律りち儀ぎにすべてが再現されているのだ。

　きっと無意識のうちにテーブルに置きっ放しにしていたのだろう。

　そう考えた勇巳は何気なく紙切れを拾い上げた。




『請せい求きゆう書しよ・五十二億七千万円』




　時間が凍とう結けつする。

　紙切れを見つめたまま、勇巳の脳みそがゆっくりと単語をかみ砕くだいていく。

（請求書？　なんか買ったっけ……？）

　まさか再建した家の代金か。

　しかし普通の一いつ軒けん家やだ。いくら忠実に昔を再現したからといって、億を超こえた額になるのはおかしい。

　いやいや、そもそも瀬理が再建を申し出てくれたのだ。

　それなのに代金を要求するなんて詐さ欺ぎではないか。

　瀬理が騙だますようなことをするとも思えない。

　ではいったいこれは──




「勇巳ー、もう帰ってるんでしょ？」




　玄げん関かんの方から瀬理の声がした。

　相変わらず我が物顔で上がり込んでくるが、今はそれどころではない。

　確認しなければ──とか考えている間に、瀬理がリビングに顔を出した。

　後ろに久く遠おんとテレサの姿もある。

　伊織拉ら致ち事件の一件以来、ANIBメンバーが一堂に会するのはこれが初めてだった。

「新築のお祝いに参りましたわ。さあ勇巳様、どうぞこれを……」

「わたしからもお祝いだ。受け取ってほしい」

　テレサと久遠からそれぞれ紙かみ袋ぶくろを受け取る。

　本来なら丁てい重ちようにお礼を言った後で中身を確認するのだろうが、それよりも大切なことを確かめなければならない。

「瀬理、ちょっといいか？」

「ごめん勇巳、お祝い忘れちゃった」

「い、いや。それはいい。ちゃんと家も建て直してもらったし、瀬理からは十分すぎるくらい良くしてもらった。もらったのはいいんだけど……」

　勇巳は手に持っていた請求書を見せた。

「これは……忘れ物か？」

「いいえ、勇巳のぶんよ」

「俺のって……五十二億円の請求書だぞ!?」

　ただの高校生にそんな買い物できるわけないだろと反論する。

　しかし瀬理はすました顔で、




「だって勇巳……責任も半分こって言ったじゃない」




　当たり前のように告げたのだった。

「半分……こ……」

　そのワードで記き憶おくの中を検けん索さくする。

　ヒット──『そこまで言うなら責任も半分こだからな？』

　瀬理が独りで全部を背負い込まないように、確かにそう言った記憶がある。

「けっこうかかっちゃったのよね。トライヤード国への支し払はらいだったり、交通機関を麻ま痺ひさせた賠ばい償しよう金だったり、会社を休業させた保証金だったり……」

　それらはすべて勇巳が強引に推おし進めた。

　伊織を大切にするあまり、拉致した犯人を捕つかまえてやろうと躍やつ起きになった。

　冷静に物事を考えられるような頭ではなかった。

　その結果が──これだ。

「俺の……やったことなのか……？」

「そんな気にしないで。ちゃんと半分はあたしのポケットマネーで払はらっておいたから」

「…………マジかよ」

　ウソでも冗じよう談だんでもない。

　秋月勇巳は本日、五十二億七千万円の借金を背負ったのだ。

「は……払えるわけがねぇ……」

　額が大きいなんてレベルじゃない。

　十回生まれ変わって働きまくっても稼かせげない。

「どうしたの勇巳、顔が真っ青よ？」

「おっ、おまえは平気なのかよ!?　五十億だぞ!?」

「まあ、ちょっとお財さい布ふにダメージだったわね」

「ちょっと!?」

　ダメだ、財布の規模が違ちがいすぎる──この絶望を分かってくれることはないと悟さとってしまった。

「頼たのむ瀬理！　金貸してくれっ！」

　恥はじも外聞もなくすがるしかなかった。

「なに言ってるの。半分こって約束したじゃない」

「そうだけど！　そうじゃない！」

　こんなの予想の斜ななめ上すぎる。

「五十億なんて払えるわけないだろっ！」

「そう？」

「そうだよっ！」

「あたしの部下には年収十億超えるのもいるけど？」

「俺は高校生だっ！」

　そんな人を比ひ較かくに出されても意味がない。

「そうねぇ……。じゃあこういうのはどうかしら」

　頰ほおに指を当てて思案していた瀬理がポンと手を打った。




「勇巳、須賀沢に入社しちゃいなさい」




「はいぃーっ!?」

「大丈夫、あたしがビシバシしごいてあげるから。あたしの指導を受けて稼げない方がおかしいってもんよ」

「待て待て！　そんなの勝手に決めるな！」

「高卒の社員なんていくらでもいるわよ？」

「そうじゃなーいっ！」

　マグロ漁船に乗せられたような気分だった。

「勇巳、そう騒さわぐな。五十億というのは、確かに大きい額だがたいしたことはない」

「そりゃおまえには世界中の門下生から金が集まるからなっ！」

「勇巳様、五十億くらいで狼狽うろたえては品位がありませんわよ？」

「そりゃおまえには国民から金が集まるからなっ！」

　久遠もテレサもお財布感覚は一いつ般ぱん人とは次元が違う。

　どちらも勇巳の苦く悩のうを分かってくれるわけもなかった。

「どうしたのですお兄ちゃん？」

　騒ぎを聞きつけた伊織が二階から降りてきた。

　瀬理たちの姿に少し驚おどろいたものの、そのまま勇巳へと歩み寄る。

「伊織……。ごめん、俺……」

「な、なんなのです？」

　涙なみだ目めで平謝りの勇巳に伊織がぎょっとする。

（言えない……おまえのお兄ちゃんが巨きよ額がくの借金背負ったなんて……言えないっ！）

　勇巳はすがりつくように瀬理の両りよう肩かたに手を置いた。

「ちょ、ちょっと！」

　ぐいと顔を近づけられた瀬理の声が上ずった。

　まじまじと見つめられ、トクンと心臓が跳はねた。

「頼む瀬理！　伊織だけは……伊織だけは手を出さないでくれ！　どっかの富ふ豪ごうのおっさんに売り飛ばすとかしないでくれっ！」

「止やめてったらっ！　こら勇巳、こっち来ないでっ！」

　耳まで赤くしながら瀬理が押しのける。

　それに負けじと勇巳がしがみつく。

　消しよう費ひ者しや金きん融ゆうでのワンシーンみたいだった。

「お願いだ瀬理！　伊織は、伊織だけはーっ！」

「なに言ってるのか意味分かんないわよっ！」

　そんな二人のドタバタを、久遠とテレサがわけも分からず見守る。

　伊織も兄の言っている意味が分からずちんぷんかんぷんだ。

　しかし彼女には、ほかにもっと気になることがあった。




（どうして……瀬理さんの顔は赤いですか……？）




　ついこの間まで普ふ通つうにお兄ちゃんに甘えていたのに。

　ベッドにまで忍しのび込んでいたのに。

　どうしてこんなに慌あわてているのだろう。

（…………イヤな予感がするのです）

　ものすごく──イヤな予感がするのだった。





了










あとがき









　妹との接し方というのは、お兄ちゃんが避さけては通れない難問です。

　妹がこの世に生まれた瞬しゆん間かんからお兄ちゃんに永遠に付きまといます。

　特にお年とし頃ごろの妹が難敵です。中学生から高校生にかけての時期が一番の強敵です。

　なれなれしくすると『キモい』とうざったがられ、かといって邪じや険けんにしていると『キモい』と敵視され、はたまた無視していると『キモい』と陰かげ口ぐちをたたかれる。

　どうあってもキモいと思われてしまうのがお兄ちゃんです。

　この現実世界に、妹からキモいと言われたことのないお兄ちゃんがはたして存在するのでしょうか。

　もしもいらっしゃいましたら、是ぜ非ひとも話を伺うかがいたいものです。

　それはさておき。

　妹に暴言を吐はかれて、うるせえこんにゃろ──と思っている世のお兄ちゃんたち。

　それは間ま違ちがいなのです。

　そうなってしまうのは往々にしてお兄ちゃんに原因があるのです。

　きっと妹に昔から意地悪ばっかりしていたのでしょう。

　ゲームを独どく占せんして妹にやらせてあげないとか、夕飯のハンバーグを横取りするとか、すぐにベシベシたたくとか。

　子供の頃ころのお兄ちゃんはきっと妹にひどいことばっかりしていたはずです。

　自分が忘れた今でも、その当時の苦い記き憶おくが妹には残っているのです。

　だから妹にキモがられるのはその報むくいなのです。当然のことなのです。

　分かったら反省してください。猛もう省せいしてください。

　わたしも正座しながらこれを書いています。

　願わくばタイムマシンに飛び乗って、あの頃の自分を見つけてお説教してやりたいものです。

　誰だれか早くデロリアンを発明してください。シカゴカブスがワールドシリーズで優勝したんですから、そろそろ出番ですよ？




　四ヶ月ぶりです。八や奈な川がわです。

　相変わらず暴走妹たちによる甘あまえん坊ぼう合戦が繰くり広ひろげられますが、彼女たちのちょっとした変化というか成長というか、そのあたりを楽しんでもらえれば御おんの字じです。

　さて、今回はお泊とまり回です。

　幼女が高校にやってきて、一いつ緒しよに授業を受けたらどうなるだろう──というのがきっかけです。

　現実に起こったら──きっと普ふ通つうに保護されてお家に帰されてしまうでしょう。

　世せ知ち辛がらい世の中です。高校には高校生しか通ったらいけないと誰が決めたのでしょうか。

　ところでみなさんは学校に泊まったことってあるでしょうか。

　よく聞くのが学園祭の準備で前日に泊まり込むってシチュエーションですが、羨うらやましい限りです。

　わたしは容よう赦しやなく帰宅させられていました。学園祭自体がそこまで大規模なものではなく、出店もないようなこぢんまりした規模でしたし。

　だからもちろん、夜中にあんなムフフやこんなムフフもありません。こっそりワイワイとか二人きりでシッポリとか、そんな展開もございません。

　至って健全な学園祭でした。ちくしょう。

　あぁ、やっぱり早くデロリアンを発明してください。




　それでは各方面に謝辞をば。




　ちこたむ先生。

　一巻での予想的中です。伊い織おりの出番が増えてしまいました。

　でも可愛かわいいので大だい丈じよう夫ぶです。可愛いはジャスティスです。

　編集氏。

　今回もいろいろアドバイスいただきました。

　おかげさまで伊織がますます可愛くなってしまい、ヒロイン三姉妹も負けないように可愛くするのが大変です。嬉うれしい悲鳴というかなんというか。

　さらに、出版に関わった各位に合わせて感謝を。

　さらにさらに、本作を手に取ってくれた読者の方々にも百万の感謝を。




　ではでは、今回はこのあたりで。またお目にかかりましょう。





八奈川　景けい晶しよう










八奈川景晶

●やながわけいしょう



第22回ファンタジア大賞にて読者賞を受賞。大河ドラマにあやかって戦国ゲームを真田家でスタートするも、すぐ滅亡して困っています。やっぱり真田親子がいくらチートでも指示する人間が凡人だとダメみたいです。おのれ北条、おのれ徳川。でも飛騨あたりに引っ越しすると意外と生き延びます。不思議！


















カバー・口絵・本文イラスト／ちこたむ

カバーデザイン／ビィピィ










妹いもうと＝は絶ぜつ滅めつしたのです２








八や奈な川がわ景けい晶しよう
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